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昭和 56年度教育目標及び指導目標

東京都教育委員会の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、広く国際社会において信頼と尊敬の得られる、知・徳・体の調和のとれ

た人間性豊かな都民を目指し、家庭教育、学校教育、社会教育の緊密な連携のもとに教育を推進する 。

学校教育の指導目標

東京都公立学校においては、未来への展望に立ち、教育の本質と現代の教育的課題とを深く考え、勤

労と責任を重んじ、自主性と創造性に富み、社会連帯意識をもった心身ともに健康な幼児・児童・生徒・

学生の育成を目指し、一人一人を生かす学校教育を推進する。

指導の重点

東京都教育委員会の教育目標及び‘学校教育の指導目標達成のため、 重点事項を設定し、指導の徹底を

図る 。

これらの重点事項は、それぞれが独立したものでなく、相互に有機的な関連をもつものである。

各学校においては、これらの重点事項を十分考慮し、幼児・児童・生徒・学生(以下児童・生徒とい

う)の実態を的確に把握して、教育内容・方法の改善に努めるとともに、指導組織を整備し、教師の識

見・能力を高め、学校経営に創意工夫をこらして、父母の信頼にこたえるよう学校教育の充実、向上に

努めることが大切である。

o 人権尊重の教育

日本国憲法の精神に基づき、教育基本法に示された教育の目的を達成するためには、学校の教育活

動全体をとおして、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重の教育を徹底することが重要である。

特に、各学校においては、同和対策審議会答申並びに同和対策事業特別措置法の趣旨を体して、同

和教育の推進に努めることが必要である 。

心身に障害をもっ児童 ・生徒については、その障害の種類や程度に応じて、 一人一人の能力、適性

が十分伸長されるような教育活動を行 うことが必要である。各学校においては、心身障害者に対する

理解を深めるとともに、連帯感の育成に努めることが大切である 。

なお、人種、民族、性別等を異にすることによって、児童 ・生徒の人権が損なわれることのないよ

う十分配慮することが大切である。

0 基礎的・基本的内容の指導

児童・生徒の個性や能力を十分伸長するためには、自ら進んで学習する態度を養い、基礎的・ 基本

的内容を確実に身に付けさせることが重要である 。

-3-
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各学校においては、各新斗等の基礎的・基本的事項を明らかにするとともに 一人一人の児童・生

徒に応じた指導の徹底を図ることが必要である。

その際、特に、ゆとりのある充実した学習が展開できるよう配慮することが大切である。

o 健康・安全の教育

生命を尊び、明るく豊かな生活を築くためには、児童・生徒の心身の調和のとれた発達や健康の保

持増進を図ることが重要である 。

各学校においては、安全管理の徹底に努めると ともに、 学校の教育活動全体をとおして、健康・ 安

全に関する望ましい態度や能力を身に付けさせるよ う安全指導の推進を図ることが必要である 。

特に、体育活動における事故、 交通や地震等による事故・災害に対して、児童 ・生徒の安全を確保

するよう配慮することが大切である 。

0 生活指導・進路指導

人間性豊かな児童 ・生徒を育成するためには、個性を伸長し、社会の一員としての自覚を高め、自

己実現を図る態度や能力を身に付けさせることが重要である。

各学校においては、 一人一人の児童 ・生徒に対する理解を深め、父母の要望を十分に把慢するとと

もに、全校的な指導体制を一層強化して、全体計画のもとに生活指導 ・進路指導の充実を図るこ とが

必要である 。

特に、家庭、社会及び関係諸機関との連携を密にして、児童 ・生徒の健全育成に努めるとともに、

問題行動の要因を把握し、これを未然に防止する指導の徹底を図ることが大切である。
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昭和 56年度

日野市教育委育会の教育目標と重点施策

1. 日野市教育委員会の教育目標

教育基本法に基づき、生涯教育をふまえて、人間尊重の精神を養い、広く 国際社会において、信頼と

尊敬の得られる国民的資質を高め、 地域の文化・自然を大切にし、市民相互の信頼による社会連帯意識

を育て、心身共に健康で個性豊かな人間形成をめざす教育を、市民の理解と協力を深めながら推進する。

2. 重点施策

上の教育目標を達成するために、本年度は下の重点施策を定め、各課の連携をいっそう密にし、各項

相互の有機的な闘連を図 りこれを推進する。

(1 ) 教育施設 ・環境の整備充実と有効な管理と運

(2) 学校教育の内容の充実と家庭 ・地域との連携

(3) 生涯教育に立脚した市民に対する教育の充実と芸術 ・文化の振興

(4) 健康と体力向上に対する教育活動の充実と推進

(5) 市民のための資料の充実と図書館サービス活動の促進
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昭和 56年度

学校教育の指導目標
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1. 人権・人命尊重の教育

すべての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の精神を根底とし、教育基本法に示された

公教育の使命を自覚し、その職責の遂行に努める 。

学校教育にあっては、教育の全体を通じて、あらゆる差別や偏見をなくして基本的人権を尊重する

教育を推進する。さらに、かけがえのない生命を尊び、自他を慈しみ、一切の暴力的行為・ 言動を許

さない校風を樹立するため、教師自らが範を示すとともに、自主・自律の精神に充ちた児童 ・生徒を

育成する。

(1) 学校の教育活動全体を通して、一人一人の人格が尊重され、教師と児童・生徒及び児童・生徒の

聞の「心のふれ合い」を大切にし、仲間意識を育てる教育を基本とする。

(2) 同和教育の視点に立った人権尊重教育について全職員の認識を深めこれを教育課程に生かす。

(3) 自他の生命を尊び、人権を無視した暴力行為等反社会的事象を起こさない自律の精神に充ちた児

童・生徒の育成に努める。
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(4) 教師自らが、児童・生徒の人権を尊ぶ立場から、子供の「心の悩み Jを、己のこととしてとらえ、

社会の規範に反する子供の更生に努める。

2. 健康・安全の教育

生命を尊び、健康の保持とその増進を図ることは、心身の調和的発達のうえにも重要である。また

都市化が進んでいる地域の実態や緊急災害の発生が予測される昨今にあって、「子供自らが、自己の

生命を守るために訓練」を行うことは重要である。

(1) そのため、保健委員会の組織を確立し、校内における健康・安全の教育計画を立て、適切な指導

を行う。

(2) 心身の健康の増進を図り、節度と調和のある生活ができるように、教育活動全体を通して指導す

る。

(3) 災害発生に対処するための方策を確立し、保護者に周知し、児童 ・生徒の安全が図れるよう訓練

する。

3. 教育内容の充実と指導方法の改善

1. 授業研究の推進と交流

一人一人の能力を最大に発揮させ、これを伸ばす教育を目ざL児童・生徒自らが主体的にとり組

み、「わかる授業Jの創造に努める。

(1 ) 教師自らが指導内容について精通し、ゆとりをもって教え、充実した授業が展開で、きるよう指

導技術を高めるよう努力する。

(2) 校内及び学校の間で、お互いに授業を参観し合い、「子供のわかる授業」について研究する。

(3) 授業記録をとり、「わかる授業」の成立条件を明らかにする 。

(4) 新学習指導要領の目標・内容について分析研究し、「自らの力で思考し正しく判断し行動でき

る子」の育成に努める。

2. 公共施設を大事に活用し、勤労を尊ぶ教育

最近の児童 ・生徒は物を大事にする考えが乏しく、労を惜しむ傾向が強い。また公共物を故意に

破損したり、誤って破損した場合でも責任感の薄い子供が増えている。

この実態の中で、学校と家庭の連携を密にしながら、勤労の意欲や労作の喜びを体験させるとと

もに、心の内に感動を与え「心の糧」となる指導を工夫することが重要である。その事を通して物

の有効な活用や、公共物を大事にする公民的資質を育てる必要がある。

(1) 学校生活において、勤労体験の場を計画し児童・生徒に奉仕の喜びゃ成就感を得させ、望まし

い勤労観を身につけさせる。

(2) 教師と児童・生徒が一体となって労作活動を行い、共に作り出す実践を通して、公共の施設を

大切にする心を育てる 。
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3. 心身障害教育の推進

心身に障害をもっ児童 ・生徒の障害を正しくとらえ、適切な教育を施す方策を、更に推進する 。

一方、障害の程度は重度・ 重複化の傾向を示す中で、適切な教育措置について更に研究しなけれ

ばならない。

こうした現況の中で、改めて心身障害教育の重要性と課題を深く考え、障害をもっ児童 ・生徒が

障害を越えて、発達の可能性を最大にひき出す教育を推進する。

( 1) 心身障害教育について、全教職員の共通理解をいっそう深め一人一人を生かす教育を進める 。

(2) 心身障害学級を設置する学校においては、交流の教育を積極的に進める 。その他の学校におい

ても、障害をもっ児童 ・生徒についての正しい認識と理解をもち、共に助け合う教育を推進する。

(3) 学校と家庭、医療及び福祉機関との連携をいっそ う密にし、心身障害教育の望ましい相談活動

のあり方を研究する 。

4. 生活指導・進路指導

豊かな人間性を育成するためには、児童・生徒の個性を伸ばし、社会の一員 としての自覚を高め、

自らよりよし、生き方を求める態度や能力及び生活習慣を身につける指導が重要である 。

各学校においては、児童・生徒に対する理解を深め、 一人一人が自己の価値を発見し、その能力や

適性を最大限に発揮で、きるよう適切な生活指導及び進路指導の充実を図ることが必要である。

(1) 児童 ・生徒の理解を深め、一人一人を生かす指導を進めるとともに、 基本的生活習慣の充実を図

る。

(2) 家庭・地域社会及び関係機関との連携をいっそう密接するとともに、児童 ・生徒の健全育成につ

いて、教職員の共通理解に基づく全校的な指導体制を強化する 。

(3) 問題をもっ児童・生徒について、その原因を適確にとらえ、指導の効果をあげるとともに、教育

相談活動をいっそう充実させ、問題行動の防止に努める。

(4) 一人一人の能力・適性を正しく把握 し、適切な進路指導を組織的、計画的、積極的に実施する 0

5 幼児教育の充実

幼児期は、心身が著しく成長・発達し、人間形成の基礎が培われる重要な時期である 。このことを

ふまえ、幼児の実態を把握し、父母との連携のもとに、幼児教育の充実に努める。

(1) 幼児の心身の発達や人格形成の上から考えて、正しい家庭教育のあり方を父母とともに考え、推

進する。

(2) 幼児の生活の実態や心身の発達と環境とのかかわりについての研究を深め、教育計画に生かす。

(3) 幼児一人一人が活力に充ちた活動ができるよう、授業記録をとり、幼児理解を深める。

(4) 幼稚園教育と小学校教育との関連について研究を深め、幼児教育のあり方を追求する。

(5) 幼稚園と保育園との連携を深め、教育内容の充実を図る。
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(6) 心身に障害のある幼児について、身辺の自立、基本的生活習慣の形成および、 集団への適応・参

加の状況を正しくとらえ、望ましい就学のあり方を保護者とともに考える。

. 
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市教委の学校訪問について

1. 趣 t::. 
日

学校訪問は教育委員会の教育長及び各課の課長 ・指導主事が学校を訪問し、 学校の教育活動の実態

に直接触れることを通して、①学校の当面する教育指導上の諸問題への対応、 ②学校の施設 ・設備

の諸条件の整備、 活用状況の把握、③日野市の全般的な教育活動を把慢して、教育行政の参考にする

とともに、各校の教職員との協議懇談を行い相互の理解を深め、 日野市の教育内容方法の充実 ・発展

に資する 。

(1) 市教委訪問A

2年間に一度、 教育長、各課長及び指導主事が訪問し、 学校経営全般にわた って実態を把蝦し、

教育内容充実のため協議する 。

①概況説明 ②授業参観 ③施設 ・設備の活用状況 ④諸帳簿関覧 ⑤協議懇談 等も含む

尚、教育委員も時間のゆるす範囲で、教職員との協議に出席し懇談する 。

(2) 市教委訪問B

年聞にA訪問のない学校に、指導主事が訪問する 。

①学級経営 ②教科・ 道徳・特活の指導 ③授業研究 ④生活指導 等を含む。

(3) 要請訪問

各学校(園 )の要請に応じ、 指導主事が訪問し指噂 ・助言する 。

2. 昭和 56年度市教委訪問日程

i脆 幼稚 園 名 市教委訪問 A 市教委訪問 B 

1 第一幼稚 園 11月 27日(金 )

2 第二幼稚 園 9月 16日(一般訪問)

3 第三幼稚園 11月 2日(月) 6月 10日(一般訪問)

4 第四幼稚園 11月 11日(一般訪問)

5 第五幼稚園 6月 5日(金)

6 第六幼稚園 12月 10日(木)
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J伝 小 学校名 市教委訪問 A 市教委訪問 B 

1 日野第一小学校 11月 5日(木)

2 日野第二小学校 6月30日(火)

3 日野第三小学校 5月 22日(金)

4 日野第四小学校 6月22日(月)

5 日野第五小学校 6月 4 日(木)

6 日野第六小学校 11月 18日(水)

7 潤徳小学校 1月 19日(火) 12月 2 日(一般訪問)

8 平山小 学校 6月 15日(月)

9 日野第七小学校 11月 12日(木)

10 日野第八小学校 6月 17日(一般訪問)

11 百草台小学校 1月29日(金)

12 滝合小学校
'" 

6月12日(金)

13 高幡台小学校 10月28日(一般訪問)

14 南平小学校 2月 3日(水)

15 程久保小学校 5月 14日(木)

16 旭が丘小学校 2月16日(火)

17 平山台小学校 10月 7日(一般訪問)

18 東光寺小学校 2月 4日(木)

19 三沢台小学校 11月25日〈水)

j路 中学校名 市教委訪問 A 市教委訪問 B 

1 日野第一中学校 7月 3日(金) 2月 17日(一般訪問)

2 日野第二中学校 1月27日(水)

3 七生中学校 12月 4 日(金)

4 日野第三中学校 1月26日(火)、

5 日野第四中学校 10月 8日(木)

6 三沢中学校 5月25日(月)

7 大坂上中学校 11月24日(火)

8 平山中学校 10月 13日(火) 1月20日(一般訪問)
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昭和 56年度

学校教育課の年間行事計画

A 一般研修

名称 ねらい・方針 期 日 内容・方法 会場 対象

5/ 7(木) 粋国を際大事にす教る大教育学 市役所
-キリスト 長中川氏

月校十ι 市立小中学校(園)の運営
校ー長主

介経凸孟~
に当たる教職員を対象に学 東京都における教育課題 (1) 市役所

・任等
校(園)の管理・運営のあ

長園他
研修

り方を求めて学校経営や教 東京都における教育課題 (2) 市役所

ぷ~
育課題について研修する 。

教頭-般教論

(井沢・榎本)
新し"、視点に立つ学校経営 市役所

(5回 . 
S/15(土) 学校経営と法規 市役所

5/26 (火) 小中学校の教育課程の編成 市役所

教
新教育課程の基準の改善、 心の通う学級経営(1)

育課程研修

9/11後) 市役所
学習指導要領の改訂につい

井上裕吉指導主事 . 
て研修し、 実施に向けての 心の通う学級経営(2)

中
10/ 6(火) 市役所 一

各校の実践化をはかる。 井上裕吉指導主事

般諭教ムヱミ
11/26(木) 学習と評価 市役所

(榎本・井沢)
(5回)

2/15 (月) 特別活動 市役所

課幼児 幼児の心理発達を的確にと 6/ 2(月) 幼児の心理発達 市 役 所 公幼

らえ望ましい幼児の教育を
(私立稚園教

研程修
進めるため研修する 。 9/ リズム指導 11 

立諭
~ (井沢・擾本) 2/ 9(火) 学級経営

、、J

(3巨D
11 

5/12 (火) 児童 ・生徒の指導と同和教育 市役所 小新任・ 一般中

同 同和教育について全教職員 5/25 (月) 学校経営と同和教育(小) ‘公立川民中央館 小校長
和 の共通理解を深め、幼児・
教

児童・生徒の発達段階や地
事多務摩所育

域の実態に即して、主体的
5/22 (鉛 学校経営と同和教育(中) 中校長

研

修
に同和教育を推進するため

6/16(火) 学校経営と同和教育(小) 公立川民中央館
ぷ~ に研修する。 小教頭

6/23 (火)¥学校経営と同和教育(中) 事多務摩所 中教頭
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名称 ねらい・方針 期 日 内容・方法 会場 対象

7/ 2(木) 幼児教育における同和教育 都 研 幼教諭

9/17(木) 小学校国語科における同和教育 多事務摩所 小 教 諭

9/22 (火) 中学校国語科における同和教育 都 研 中教諭

9/24 (木) 各校の同和教育のとり組みとあ
市役所 担当者

り方

同

和
9/25 (鉛 進路指導における同和教育 都 研 全

教 10/ 60<) 小学校社会科における同和教育 事多務摩所 小教諭

育

研 10/13ωく) 中学校社会科における同和教育 都 研 中教諭

修
10/26 (月) 小学校道徳における同和教育 事多務摩所 小 教 諭

2コ=』ζ 

10/29(木) 中学校道徳、における同和教育 都 研 中教諭

(榎本・井沢)
11/ 6(鉛

小学校学級経営における同和教
事多務摩所 小教諭育

11/13(鉛 育中学校学級経営における同和教
都 研 中教諭

12/ 2(水) 各点学校の同和教育の推進と問題
市役所 担当者

4/ 2(木) オリエンテーシ見ョ学ン
(日野市内 ) 

市 役 所

5/12(火) 児童・生徒理溝解白(1木)桂次先生 市 役 所

6/ 9(火) 教職員の職務
市 役 所

新 F

町田二小校長鴻巣良雄先生 任

新 教員の職責の重要性を読識 教
7/ 7(火) 良い授業の条件 (1) 市役所 諭

任 した上で各学校の教育目標 . 
教 にそって一人一人の児童 ・

9/24 (木) 良い授業の条件 (2) 市役所
経

諭
生徒の能力・特性を充分に 験

伸ばす学習指導・生活指導 一
研

学級経営ができるように講
10/20 (火) 授業研究 市役所 年

修
演・授業研究を行い教職の

未

公Zミ』 11/ 6俗的 授業研究 ρで比t- 校 満
専門性を高める。 の

(11回) 教
12/8(火) 授業研究 員寸ιa 校 諭 ，

1/18 (月) 授業研究 ぶ寸ミι一 校

2/15(月) 授業研究 Aナu， 校

-13-



名称 ねらい・方針 期 日 内容・方法 会場 対象

新任教諭研修会 (榎本・井沢) 3/9(火) 現地研修と一年間の反省 現 地

IL¥ 心身に障害をもっ幼児・児
障

童・生徒の基本的事項の理
幼ー

研教育修
心身に障害のある児童・生徒の .般

解 7/170}() 
理解

市役所
.教

中諭
ぷ~ (井沢・榎本)

学習指導法研修会

児童・生徒の可能性を伸ば 9/24 {木) 学習指導法 ρ子u弘・ 校

す学習指導法のあり方を授
. 
中

業研究を中心に研修する。 11/ 6後う " 
ρーナu， 校 一

般教

(3回) (榎本・井沢) 2/5(金) " 
ιヲbιー 校 諭

7/24後) 図工実技研(陶芸) 中央公民館

実
幼

日々の学習指導において指 7/25仕〉 図工実技研(陶芸) 1/ . 
技

導の効果をたかめるために研 . 
修 実技を中心に研修する。 8/3(月) 音楽実技研 ρす，..一与 校 中
ヨ2云』 一

(5回)
(榎本・井沢) 8/ 7後) 音楽実技研 Aす叫一 校 般教

諭

8/15(土) 図工実技研(陶芸) Aす叫一 校

校学保健研修

健康・安全教育を進めるた 学校保健の区市の実態と保健教

め学校保健のあり方を研修 育の進め方
養護教保健主

する。 6/8 市役所

体育部保健課 諭任

Z企弐』 (井沢・榎本) 模仁子指導主事

事職務研修

学校運営を円滑に進める学
校学職

校事務のあり方
10/6(火) 学校事務について 市役所

員会
(井沢・榎本)

事務員

教 5/12(火)
相談員委嘱

市役所

育相談研修

石島・佐藤先生 教育

6/12~金) 事例研究 石島先生 市役所
相談員

~ 7/7(火) 研修会 佐藤先生 市 役 所 . 
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名称 ねらい・方針 期 日 内容・方法 会場

0事例研究又は児童理解の 9/ 8(火) 研修会 佐藤先生 市役所

研修を通して教育相談に 相

関する技術の向上と教育 10/ 9(鉛 事例研究 石島先生 市役所
圭彬Ikκ 

教 相談的手法を取り入れた 係

育 児童理解にとりくみ、問 . 
相 題行動についての発生の 11/13(鉛 事例研究 石島先生 市役所 研

談 原因を究明し解決のいと 修

研
口をつかむ。 12/ 8(火) 研修会 佐藤先生 市役所 員. 

修
0基本的教育相談 一

会 理論の研修 1/12(火) 研修会 佐藤先生 市 役 所 般
教

(榎本・井沢) 2/9(火) 教育相談研究石発表島会 市役所 諭
-佐藤先生

6/ 9(火) 児童・生徒理解 市 役 所

教

職 9/11後) 心の通う学級経営 (1) 市 役 所
. 

経
教職経験 5年を経過した教 校中学

験
職員を中心に学年学級経営 10/ 9(~ 学級における教育相談 市役所

~ 

t、-学習指導法の改善等につい
f、、
F-IE¥ 4. 

年 て研修し専門性を高める。 11/26 (木) 授業の組立て 市役所 年
時 時
'--" 

研
(井沢・榎本) 12/14 (月) 授業研究 A寸埼a 校

教職
修
2ヱ3』Z 2/22 (月) 授業研究 ρマLιー 校

員

(6回)

に
d

唱

'4



B 宿泊研修会〈一日研修を含む〉

名称 ねらい・方針 期 日 内 容 ・ 方 法 会場 対象

地域と児童・生徒の実態に

教務ま宿研修

即した教育課程の編成と実 o他校訪問・新教育課程の趣旨 教務

施をめざし、他地区を参観
11/19 (木) を生かし主体的学習を促す学 主

したり、情報交換をおこな 習指導・学級指導を実践して 任

う。 11/20 (鉛 いる学校を参観し、自校の教
. 

泊会 育課程編成に生かす。
長t. 

(井沢)

生宿
児童・生徒の実態を把握し 正生

活泊 生活指導の確立をはかるた 11/16 (月) O他校訪問一参観校の生活指導
高Ij

霊研
め他地区を参観したり情報 組織とその実践を見学し自校

交換をおこない研修を積む。 の指導に生かす。 会導
主修 11/17(火)

o研究協議
主

任会
(榎本)

長任

保健研
学校保健の組織的活動を行 0学校教育の中における保健委 保

い積極的に成果をあげてい 未 員会の有機的な機能の実際を 健

主修 る学校を参観し自校の実践 参観、協議する。 主

任 化に役立てる。 o保健主任と養護教諭の職務分
任

定 . 
日会

掌の具体的事例を中心に意見 長A 

(井沢・榎本) 交換。

全校的な指導体制を強化し o他校訪問

路進翠丞泊研宿修

て進路指導の充実をはかる
9/21 (月) 参観校の進路指導の指導計画

会進

Tこめ、他地区を参観したり、
路指導

情報交換をおこない研修を
並び組織とその実践を見学し

自校の指導に生かす。
積む。 9/22(火) 主

任会
o研究協議

長任

(榎本)

育教研
学校および教育相談室でお

こなう教育相談の交流と指 8/4(火) o研究協議 御
ーそ教

相談宿泊修会

導技術を高めるための研修 「教育相談室の運営についてJ
岳 般教の育相談員をつむ。

8/ 5(水)
0事例研究と講師の指導 山

諭他

(井沢・榎本)

泊新任教諭宿研修会

一学期の教職経験を話し合 0講演「児童・生徒理解の方法 新
い、各自が自覚した問題を 7/31 (金) と生活指導」 御 規

協力して解決し、教職の専 。研究討議「一学期の反省と指 岳
採

門性を高める。
8/ 1(土)

導上の問題点」
山

用教

o自然観察の指導 諭
(榎本・井沢) 「動物・植物・星・川」

F
O
 

唱
・
4



C その他の事業

名称 ねらい・ 方針 期 日 内容・方法 会場

教務主任の職務内容・職責 4/ 6休) o教務主任の職務について研修

の立場から円滑な学校運営 5/21 (木) する。
教 のあり方を研修すると共に 6/18 (木)

0円滑な学校運営を図る教務主 中
務 当面する教育課題について 7/ 2(木)

任のあり方について
市役所

研究協議し自校の改善・充 9/24 (木)
. 

主
実に役立てる。 10/15(木) 0他校の学校運営のあり方を参 文 tま 教

任 12/17 (木) 観し、自校の運営に役立てる
学校

務

企3ミ』 (井沢 ・榎本)
1/21 (木) (視察) 主
2/18(木) 0当面する教育課題について情 任
3/11 (木) 報を交換し、実践に役立てる。

4/13 (月)

生
生活指導についての共通理 5/11 (月)
解を深め、それぞれの学校 6/ 8(月) 0生活指導上の臨床的対策にと 中

活
における生活指導上の問題 7/6(月) どまらす'学校生活に喜び、を感 市役所

. 
I旨

を解決するため望ま しい生 9/7(月) じ、自身の能力を充分に伸ば 生
導

活指導のあり方について情 10/19(月) せるような生活指導のあり方
又 は

活指
主

報交換と研修を進める。
11/ 9(月)

をめざして、研究を進める。 校
任 12/7(月)

員'TιA 

導

之Zミ』 1/11 (月) 主
(榎本・井沢) 2/8(火) 任

3/1(月)

校点寸中崎"-

4/27 (月)

中学校の生活指導を推進し
5/18 (月)

o先生と生徒、生徒聞の人間関
中

6/29 (月) . 
生 心豊かな中学生の育成のた 7/13 (月) 係のあり方を研究し、学校生 市役所 生

活指導

め各校の協力態勢を推進す 9/14(月) 活に生きが.¥，、を感ずるような 又 t工
活

る。 10/5(月) 指

12/14(月) 生活指導の確立をはかる。
寸山ι一 校 導

主
(榎本 ・井沢) 1/25 (月) 主

任
2/22 (月) 任

よ3三』三

3/ 8(月)

4/13 (月)
O学校保健のあり方について研心身ともに健全な児童・生 5/11 (月)

保 徒の育成のために保健教育 6/ 1(月) 修を深める。

健 のあり 方、学校教つの育健い康ての研目・標
7/ 6 (( 月月) 。学校における保健指導の実態 市役所 中

を達成するため 安 9/ 7(J1) のもとに情報を交換し、 -望ま
. 

主
全教育の推進に 究 1'0/ 5(月) しいあり方について研究する。

又は 保、
任 研修を進める。 11/9(月) 分科会研究 学校 健 -

* 
121//イ17(月) o研究発表 月 日 主

1(月)
(井沢 ・榎本)

2/1(月)
任

3/ 1(月)

L_一一一
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名称 ねらい・方針 期 日 内容・方法 会場 対象

4/ 7後)
0全校的な指導体制を確立し、

進 中学校の進路指導の基本的 5/15後)
進路指導の充実をはかる方法 中

路 なあり方について研修する 6/16 (火) を研究する 。 . 
指 7/ 9(木) 0各校の進路指導上の問題点、の 進

とともに、進路情報を交換 10/ 9~ 整理と検討 路
導

する 。 11/13後) -進路指導の全体計画
市役所 指

主 12/11~ 
-各学年の指導の重点

導

任 1/22 (釦 主

企~・ (榎本・井沢)
2/12後) -進路指導を推進するための

任
3/12後) 組織運営

-指導資料

社会科副読 小学校社会科副読本「わた

したちの日野」の部分改訂 4 月 0学習指導要領の改訂にそって
. 

本訂委会改員

を行う。 日野市小学校社会科副読本の 市役所
改

訂
3 月 部分改訂を行う 。 委

(井沢・榎本) 員

校学中 小中学校の児童・生徒の科 小学校平山台小(南部)
指参
導加

学的能力・技術態度の向上 5 月 七 小(北部) (委嘱校) 員児

科学教育
と指導者の理科指導の技能 中学校二 中 平山台小 . ニEtE1 

を高める 。 毎土曜日午後 七
運
営.

2 月 小学校 20回、中学校 10回 一 中 委生セ 一
二/ (井沢・榎本) (平均して) 員

タ ，徒

Aそ1:-
心身共に健康で明るい児童 養校

4/10後)
o保健業務に係る連絡調整

市 役 所保 生徒の育成のため健康・安
o健康・安全に関する情報交換 護健 全に係る諸業務の運営につ

10/24 (却 o健康・安全のための教育指導連
いて連絡協議する。

に関する研修
公中民央館| 

教絡
3/6(封協

o研究発表 月 日
論議 (榎本・井沢)

会

0
0
 

4
E
4
 



名称 ねらい・ 方針 期 日 内容・方法 会場 対象

権人 人権尊重教育の視点に立つ 0同和教育の視点に立った人権
各教

尊重教
て学校教育を推進するため、 尊重教育を推進するための研

同和教育の本質を正しく認 修会を行う。
校育

育担
識し、児童・生徒の可能性 o人権尊重の精神を徹底するた

寺重人L...... 担教当を伸ばし、自己実現が図ら め各校の教育目標あるいは指

者絡会連当

れるよう研修及び連絡協議 導の重点について、検討し指

を行う。 導の充実を図る。 の諭

(榎本・井沢)

IL' 
心身に障害のある幼児・児 o心身障害教育の充実を図るた

身障害教

，心，心
童 ・生徒に適切な教育を進 め、研究・研修・相談・担任

障障
めるため、指導内容・方法 の各部門を置き、活動を行う。 教教

育推
について研究協議し、心身 o心身障害教育の啓蒙に関する 育育

障害教育の充実を図る。 事業を推進する。
主担

進 o心障教育の検討に関すること。

協議
委当

(井沢・榎本) 員者
ムヱミ. 

. 

就 第一回
0東京都教育委員会、教育相談 就教

ρザuーh 心身に障害のある幼児・児 10/17(土) 所及び児童相談所等と連絡を
学育

指 童・生徒の障害及び発達に 18(日) とりながら就学に関する継続

導 応じて適切な教育措置を行 相談を行う 。 第三幼 指相

委 う。 第二回 0障害児の立場に立って適切な 稚園
導

員 (井沢・榎本) 12/12(土〉 教育を行うため、各種専門家 委談

ぷ~
13(日) による就学相談を行う 。 員員

授
幼児・児童・生徒の実態に o各 中学校に授業研究委託

業
応じて個々の発達能力を伸 4月委託 費 15万円支給

研
長する指導法の改善・研究 申込受付

のため授業研究を委託する。 0年度末に授業記録(3事例 )
. 

究
を提出する。

中
3月記録 学

委 (井沢・榎本) 提 出 o研究授業を日野市内校に公開 校
託 する。
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昭和 56年度 日野市教育委員会

学校教育課指導関係及び幼小中学校行事予定表 ム午前
O午後
口全日4月

日 曜 市 都

1 水 ム !i護霊1会屋書室。
2 木 ム !チ看守 f空会。
3 金

4 土

5 ⑪ 

6 月 第一学期始業式 ム小学校入学式

7 火 ム中学校入学式

8 水

9 木 口都市指導主事会(三鷹教セ)全日

10 金

11 土

12 ⑪ 
13 月 o生活指導主任会 0保健主任会

14 火

15 水 会獲量産量襲警室協

16 木 o教務主任会 ム学校訪問協議会

17 金 ム定例教頭会 o進路指導主任会 oー七修

18 土 A幼稚園長会 生
中

19 @ 。
20 月 7~ 
21 火 上

22 水 口南多摩教組代議員会 R2; ※ 

23 木 ?日光移動教室実踏 o都市指導主事会(新宿教セ)

24 金

25 土 ム学校保健連絡協議会 会嬬諜童謡草壁重量協

26 ⑪ 
27 月 0中学校生活指導主任会

28 火 0学校経営研修会

29 ⑧ 天皇誕生日

30' 木 ム生活指導担当指導主事連.

21日 ※4/22生指世話人協議会

nu 
つ臼



5月

日 躍 市 都

1 金

2 土

3 ⑪ 憲法記念日

4 @ 振替休日

5 ⑧ 子供の日

6 水 A定例校(園)長会 ム心障教育担当指導主事連協

7 木 0同和教育研修会 0幼児教育研修会 ム同和教育推進委員会

8 金

9 土 ム都市指導主事会 (分室)

10 ⑮ 

11 月 0生活指導主任会 0保健主任会

12 火 0新任教諭研修会 o教育相談研修会

13 水 0市教研定期総会 口都一般訪問

14 木 口市教委訪問A(程久保小)

15 金 ム定例教頭会 0進路指導主任会

16 土

17 ⑪ 

18 月 0中学校生活指導主任会 o体育委員会

19 火 ※ 

20 水 口都一般訪問

21 木 0教務主任会 ム都市指導主事会 (

22 金 口市教委訪問A(三小)

23 土

24 ⑮ 

25 月 口市教委訪問A(三沢中) iX台働で
26 火 0教育課程研修会 0六年時研修会 』 0多摩地区生活指導研究・協

27 水 ( 0地区協大会) 口都一般訪問

28 木 。八企.働z五iュ
29 金 iX問。
30 土 o 
31 ⑮ 

24日 ※ム生活指世話人協
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6月

ー.._
/"¥ 

日 躍 市 都

1 月 o保健主任会兼保健研修会 i襲警よ2 火 積算窓会寄金芸会

3 水 ?働~ ( 二小保久 口都一般訪問

4 木 口市教委訪問A(五小) rt雲 I~
5 金 口市教委訪問A(五幼) 〈噴』半
6 土 。
7 ⑪ 

8 月 0生活指導主任会 修)
一

9 火 0六年時研修会 o新任教諭研修会

10 水 口都一般訪問(三幼)
(密

11 木 中

FZ 12 金 口市教委訪問B(滝合小)
〈

Q_____Jj彦
13 土

沢
ム都市指導主事会(

14 ⑮ 中
C 

15 月 口市教委訪問B(平山小)

16 火 ム定例教頭会 0進路指導主任会 ム幼稚園担当指導主事連協

17 水 口市教委訪問B(八小) C8 口都一般訪問(八小)

18 木 0教務主任会

t~ 中19 金

20 土

21 ⑪ 

22 月 口市教委訪問B(四小)
。多)

23 火 o体育委員会 中

24 水 。 ロ都一般訪問

25 木 ム都市指導主事会(分室)

26 金 0教育相談研修会 移滝

27 土 〈 台小

28 @ 

29 月 0中学校生活指導主任会

30 火 口市教委訪問B(二小)

‘ 
‘ 

月

議

会

26日
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7月

日 曜 市 都

1 水 ム定例校(園)長会 口都一般訪問

2 木 0教務主任会 o体育委員会 ム同和教育推進委員会

3 金 口市教委訪問A(ー中)

4 土

5 ⑮ 

6 月 0生活指導主任会 0保健主任会

7 火 3義喜霊薬票管室教研修会

8 水 口都一般訪問

9 木 ム定例教頭会 o進路指導主任会

10 金 C七日光小移、動南教平室、(平1)台、平山、東光、三沢、滝合

11 土 ム都市指導主事会(分室)

12 ⑮ qc (2)二小、四小、高幡、程小、百草、旭丘

13 月 0中学校生活指導主任会

14 火 0 0(3)一、三、五、六、八、潤
働

15 水 ム指導主事連絡協議会

16 木 。 中。
17 金

18 土

19 ⑮ 

20 月

21 火 夏季休業

22 水 中学校経営夏季講座

23 木

24 金 ヰ実技研修会

25 土 実技研修会

26 ⑮ 

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金 ?新任教諭宿泊研修会(御岳)

17日

-23-



8月

日 躍 市 都

1 土 凸

2 ⑮ 

3 月 ム実技研修会

4 火 F相談研齢(宿泊)

5 水

6 木

7 金 ム実技研修会

8 土

9 ⑮ 

10 月

11 火 ， 

12 水
， 

13 木

14 金
守

15 土 0学校経営研修会 。実技研修会

16 ⑪ 

17 月

18 火

19 水

20 木 。教育研究員御岳集会

21 金

22 土 。
4 

a 

o 
23 ⑮ o 中

24 月
〈

1 

' 

25 火 高 ‘' 、)_' .， 1

26 水 。
l' 

27 木

28 金 ， 

29 土 、

30 ⑮ 

31 月

-2-4-



9月

日 曜 市 都

1 火 第二学期始業

2 水 o小学校水泳記録会(予備 3日) 会事量毒言語重警室絡協

3 木

4 金 0中学校水泳記録会(予備 7日)

5 土

6 ⑮ 

7 月 0生活指導主任会 o保健主任会

8 火 ム0定教例育校相談(研園修)長会会 0六年時研

9 水 0音楽鑑賞教室(中) ム学校訪問協議会

10 木 口音楽鑑賞教室 (小・中)

11 金

12 土 ム都市指導主事会 ( ) ( 2地区担当)

13 ⑮ 

14 月 0中学校生活指導主任会 、ι 、ー

15 ⑧ 敬老の日
‘ 

口都一般訪問(二幼)， 16 水 口市教委訪問B(二幼)

17 木 0市教研体育実技研(バレー) ム心障教育担当指導主事連

18 金 ム定例教頭会 o体育委員会
. 

， " 

19 土 ‘・ ‘ 
， ' 、，

20 ⑮ 

21 月 i向指導主任宿泊研
1‘ 

22 火 1}  ; 

23 ⑧ 秋分の日 -ー

24 木 3豪語整理雲・子自f時間腰云 ム都市指導主事会(分室)( 2地区担当)

25 金 0多摩地区生活指導研・協

26 土

27 ⑥ "・

28 月
. .・智 J

ム同和教育推進委員会 言責

t 

29 火 0同和教育研修会 ム生活指導担当指導主事連

30 水 口都一般訪問

九

月

議

会

24日

-25-



10月

日 曜 市 都

1 ⑧ 都民の日

2 金 〈修

3 土 中

4 ⑮ 
。。

修守生口) 
o0保中学健校キ生仔会活指導主任会5 月

6 火 ムo定教例育校課程〔研園修j長会会 0事職桝修会 ι甲

7 水 口市教委訪問B(平山台小) 口都一般訪問 (

8 木 口市教委訪問B(四中)

9 金 3霊露霊童生霊T 町別伊E

10 ② 体育の日

11 ⑮ 

12 月

13 火 口市教委訪問A(平山中)

14 水 0市教研総合体育実技研修会 口都一般訪問

15 木 0教務主任会

16 金 ム定例教頭会 0進路指導主任会

17 土 ム都市指導主事会(

18 ⑮ 向上

19 月 o生活指導主任会 ム生活指導担当指導主事連協

20 火 o体育委員会 0新任教諭研修会

21 水 ( 0地区教研集会) 口都一般訪問

22 木 o体力っくりの日 3欝
23 金 中同和教育推進委員会

24 土 ム学校保健連絡協議会 .， 

25 ⑮ 

26 月 口市教委訪問A(一小)

27 火 ム幼稚園担当指導主事・連協

28 水 口市教委訪問B(高幡小) 口都一般訪問(高幡台小)

29 木 ム都市指導主事会(分室)

30 金

31 土

25日

-26ー



11月

日 曜 市 都

1 ⑮ 

2 月 口市教委訪問A(三幼)

3 ⑧ 文化の日

4 水 ム定例j校(闘)長会 口都一般訪問

5 木

6 金 0学習指導法兼新任教諭研

7 土

8 ⑪ 

9 月 0生活指導主任会 0保健主任会

10 火 0体育委員会

11 水 口市教委訪問B(四幼) 口都一般訪問(四幼)

12 木 口市教委訪問A(七小)

13 金 ムo定教例育教相頭談会研修会0進路指導主任会

14 土 ム都市指導主事会(分室)

15 ⑮ 

16 月

， 17 火

18 水 口市教委訪問B(六小) 口都一般訪問(六小)

19 木 甲教務主任宿泊研修会

20 金 占

21 土

22 ⑮ 

23 ⑨ 勤労感謝の日

24 火 口市教委訪問B(大坂上中)

25 水 口市教委訪問B(三沢台小) 口都一般訪問

26 木 0教育課程研修会 0六年時研修会 ム都市指導主事会

27 金 口市教委訪問A(ー幼)

28 土 ム学校保健給食担当指導主事連協

29 ⑮ 
. 

30 月 ム生活指導担当指導主事連協

23日 ※ 11/13生活指導世話人・協

-27-



12月

日 躍 市 都

1 火 ム定例校 (園 )長会 0体育委員会

2 水 口都一般訪問(潤徳小)

3 木 0同和教育研修会 ム同和教育推進委員会

4 金 口市教委訪問A(七生中)

5 土

6 ⑮ 

7 月 0生活指導主任会 0保健主任会

8 火 0新任教諭研修会 0教育相談研修会

9 水 口都一般訪問

10 木 口市教委訪問B(六幼)

11 金 ム定例教頭会 0進路指導主任会 0体育担当指導主事連絡 ・協

12 土 t第二次就学指導委員会 ム都市指導主事会

13 ⑮ 向 上

14 月 0中学校生活指導主任会 0六年時研修会

15 火

16 水 ム指導主事連絡協議会

17 木 0教務主任会

18 金

19 土

20 ⑮ 

21 月 0都市指導主事会 (

22 火 0多摩地区生活指導研究 ・協

23 水

24 木

25 金

26 土 冬季休業 ， ι 

⑮ 
、. 

27 

28 月 3 . ' . 
‘ ・' 

29 火

30 水

31 木

+
l
i
l
1
1
1
十

二

月

議

会

-28-
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1月

日 曜 市 都

1 ⑧ フじ 日

2 土

3 ⑮ 

4 月

5 火 白‘

6 水

7 木

8 金 第三学期始業

9 土 ム都市指導主事会

10 ⑮ 

11 月 o生活指導主任会 o保健主任会

12 火 ム定例校 (園 )長会 0教育相談研修会

13 水

14 木 ム心障教育担当指導主事・連協

15 ⑥ 成人の日 . ! 

16 土
・ ミ

I I 

17 @ 

18 月 o新任教諭研修会

19 火 口市教委訪問A(潤徳小)

20 水 口都一般訪問(平山中 )

21 木 o教務主任会 ム都市指導主事会

22 金 ム定例教頭会 o進路指導主任会

23 土

24 ⑮ 

25 月 0中学校生活指導主任会 o体育委員会

26 火 口市教委訪問B(三中)

27 水 口市教委訪問B(二中) 口都一般訪問

28 木 0市教研体育実技研(卓球団) ' 

29 金 口市教委訪問A(百草台小)

30 土

31 ⑮ 

19日
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2月

日 躍 市 都

1 月 o保健主任会

2 火 ム定例校(園)長会 o体育委員会

3 水 口市教委訪問B(南平小) 口都一般訪問

4 木 口市教委訪問A(東光寺小) ， 

5 金 0学習指導法研修会 会額震差額議軽量達協

6 土 ム都市指導主事会

7 ⑪ 

8 月 0生活指導主任会

9 火 o幼児教育研修会 o教育相談研修会 ム指導主事連絡協議会

10 水 0市教研・研究発表会 口都一般訪問

11 ⑧ 建国記念の日

12 金 ム定例教頭会 0進路指導主任会

13 土

14 ⑮ 

15 月 o新任教諭研修会 0教育課程研修会

16 火 口市教委訪問A(旭が丘小)

17 水 口都一般訪問(ー中)

18 木 0教務主任会

19 金

20 土

21 ⑮ 

22 月 0中学校生活指導主任会 0六年時研修会 ム同和教育推進委員会

23 火

24 水 ム生活指導担当指導主事 ・連 ， 

25 木 ム都市指導主事会

26 金

27 土

ー 28 ⑮ 

23日

-30-



3月

日 曜 市 都

1 月 0生活指導主任会 0保健主任会

2 火 ム定例校(園)長会 o体育委員会

3 水

4 木 0教育相談研修会

5 金

6 土 ム学校保健連絡協議会 ム都市指導主事会(分室)
『

7 ⑪ 

8 ，月 0中学校生活指導主任会

9 火 0新任教諭研修会 ム学校訪問協議会

10 水

11 木 0教務主任会

12 金 A定例教頭会 o進路指導主任会

13 土

14 ⑮ 

15 月

16 火

会要量毒言語筆聖霊童絡協17 水

18 木 ム中学校卒業式(四中) ム都市指導主事会(分室 )

19 金 ム幼稚園卒園式 ム中学校卒業式

20 土

21 ⑮ 春分の日

22 ⑨ 振替休日

23 火

24 水

25 木 ム小学校卒業式
245 (開校記念日 日曜日 )
244 

26 金 春 季 休 業

27 土 ※生活・世話人協

28 ⑮ 

29 月

30 火

31 水

三

月

議

会

-31-
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日野市教育相談室

設置の趣旨

日野市内における幼児・児童・生徒(高校生も含む)を対象に、学校および家庭において主として学

習意欲・能力 ・生活態度につき、保護者又は担任教諭が教育上望ましくない事実を見出した場合、相談

に応ずることを設置の趣旨とする。

構 成

相談室長 高野 降 (日野市教育委員会学校教育課長)

教育相談員

井尻武子(日野一小教諭) 石原八重子 (旭が丘小教諭) 平向 邦江 (日野四幼教諭)

、J・水妙子 (
" 中沢英美子(平山台小 " ) 河井英子 (教 育委 員会 )

士沢佐久子(日野二小 11 ) 海老原敷日子(東光寺小 11 ) 金子 ふみ( " 
西山 伸(日野三小" ) 古厩 清夫 (日野一中" ) 御子柴万里

内藤勝義(潤徳、小 11 ) 川本浩子(日野四中" ) 

橋和代(高幡台小 " ) 鈴木清司(三 沢中") 

教育相談研修

ロロ川久美子(日野一小教諭) 越村あや子 (日野七小教諭 ) 在原妙子(来光寺小教諭 )

中隆夫 ( 11 矢野百合子 ( 沌 合 小 " ) 大場照彦 〈七位 中 " ) 

今井 道恵 (日野三小 H 川村 史代( " 鈴木良身(同野四中 H

飯田 竹(日野四小 H 松本陽子 ( " 11 )川木 精子 ( 11 

小山富子( 11 高橋和代(日幡台小 11 ) 柁原 宏ITC三 割〈中" ) 

佐藤正身(日野五小 11 ) 川原田和子 (程久保小 11 ) 樋 山欣7・(日野一幼 H

桑沢悦子( 11 佐藤清隆( 11 渡辺明子( 11 

川田浩子(日野八小 H 竹霊友子(旭が丘小 1/ 市川 股羨 〈日野ニ幼 " ) 

担当指導主事 井深祐 榎本和男

担当指導係長 馬場時 冒

願 問 佐藤 正 (東京女子体

石 島徳太郎 (社会福祉法人 島田療育関々
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運営

保護者の直接又は、保護者及び担任教諭に よる各校(幼・小 ・中)の学校教育相談係を通じての申込

みに より毎週火 ・木 (8月を除く)の 2回、教育相談員が 2名 1組 となって相談に応 じてし、る。(午後

1時より 5時まで )申込みは無料で受付けている 。

0 場 所 教育委員会内教育相談室

。申 込 み 先 日野市教育委員会学校教育課内日野市教育相談室

( TEL 85-1111内線 420) 

0 教育相談事 務担当 高 橋 喜代子 (月~土

0 一 般教育相談担当 河井英子 (火・木

。心身障害教育相談担当 金子ふ み (月・ 金

御子柴 万里子 (水・ 金

0 教 相 談 概況 54. 4. 1 - 55. 3. 31 

問題別相談件数

種 )]IJ 

性 格 ・行 動

に関するも の

精 神 ・ 身 体

に関するもの

知能学 業

(進路適性)

に 関 す る もの

そ の 他

(一般教育相談)

よよ¥ゴ?
登園 ・ 登 校 拒 否

集 団 に入れない

わがま ま ・泣 き 虫

い たず ら ・乱暴

やる気がない ・のろま

ぬ す み ・ 万 引

夜 尿

ヨド 行 . 放 浪

チ ツ ク

、、ー- とば の 遅 れ

知 的 発達 の 遅 れ

そ の 他

就 A弓~ . 進 A弓叫」

知 能 検 査

学習 ・おけいこ ごと

家 庭環境 問 題

その他

計

相談件数

面接延回数

幼児 小学生

5 

3 

1 

2 2 

3 

1 

1 

3 

1 

1 

1 1 

1 

3 

1 1 

5 26 

-33ー

9:00 - 17:00) 

13: 00 - 17: 00 ) 

9:00 - 16:00 ) 

" 

中学生 高校生

12 4 

1 

1 

1 

3 

1 

1 

19 5 

言十

21 

3 
」

1 

4 

4 

1 

1 

1 

3 

1 

1 

2 

2 

3 

4 。
3 

55 



(心身障害教育相談件数 ) 相談 件数 92件

種 別 措 置 数 計

都 立 養 護 8 

障 笠1=至z 員寸ιー 級 17 

就学相談 ， 

(中学を含む) 一 般 品寸ι一 級 15 44 

猶 予 1 

転 出 3 

一 般 A寸崎一 級 3 

措置替相談 障 害 出"Tι- 級 3 8 

訪 間 ρ:o:;f込ι」 級 2 

都 立 養 にそ のまま 1 

都 立 養護 間転 学 1 
転学相談 6 

dむ 障
一一￥

転 出 3 

都立養→障害学級 1 

入 園 相 談 10 

言語障害相談 2 

その他 の相談 身体障害相談 7 34 

生 活 指 導 等 7 

進 路 相 談 8 

教育相談員の研修

教育相談員の資質と相談技術の向上のため、毎月第二火曜に研修会、 事例研究会を交互に、第三土曜

に事例協議会(顧問の先生が指導)を聞いている。研修会には、 日野市公立学校教職員なら誰でも参加

してきしっかえないことになっている 。

-34ー



日野市心身障害教育推進協議会

目的

この協議会は、日野市より心身障害教育の充実を図るために、研究委託を受けて、心身に障害のある

児童 ・生徒に適切な教育を保障するための教育措置のあり方、教育条件の整備、指導内容、方法の改善

に関する研究および、一般教職員の心身障害教育に対する意識・理解を深めるための研修等諸事業を企

画し実践することを目的とする。

事業の内容

この会の目的を達成するため、協議会長校に事務局を置き、会の運営に当たる 。主な事業として、

(1) 心身障害教育の理解を深めるための研修事業

(2) 新教育課程の改訂の主旨を生かすための指導内容・方法の改善に関すること の

(3) 心身に障害のある児童 ・生徒の適切な教育措置のあり方、普通学級に在籍する心身に障害のある

児童 ・生徒の適応指導に関する研究

(4) 将来的展望に立った日野市の心身障害教育のあり方の検討に関すること。

組織

(1) この会は、次に掲げる者をもって組織する。

日野市教育委員会、教育長、学校教育課長、指導主事、指導係長、日野市立心障学級設置校長、

心障学級担任、幼小中学校(園 )の各校 1名以上の教員、教育相談室専任相談員、顧問医。

(2) この会には、次の専門部を置き、それぞれの活動を行う 。

同研究部 主として、普通学級に在籍する障害児の適応に関する研究

(イ) 研修部 教職員を対象とした、理解を深めるための研修事業の計画

(明 相 談 部 就学指導委員会との連携を図り、就学児の中で心身に障害のある幼児の就学に

同担任部

同検討部

関する指導、相談、現に就学している児童・生徒の実態の把握、情報交換。

心身障害学級に在籍する児童 ・生徒の指導内容・方法の改善に関する研究。

5 5年度まで、検討委員会の名称のもとに.心身障害教育の望しいあり方につ

いて検討を重ねてきたが、委託契約の一本化および、名称の繁雑さを避け、心

障協議会のー専門部として位置付ける。事業内容としては、日野市の将来的な

展望に立って、障害の種別に応じた心障学級の設置、適正配置のあり方、さら

に教育施設・設備の充実に向けて検討し、その具現化をめざす事業を行う。

尚、昭和 56年度の研究として、次の内容を委託している。
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日野市心身障害教育研究委託要項

日野市では、心身障害教育推進協議会に対して、 心身障害教育の本質を深く考え.心身に障害をもっ

幼児 ・児童・生徒の教育について全教職員の理解を一層深めるとともに、障害の特性や発達に即した指

導の充実を期して、次の事業を委託する。

1. 日野市立幼小中学校(園)の教職員を対象とした心身障害教育の理解に関する研修事業

2. 日野市心身障害学級に在籍する児童・生徒の指導内容・方法の改善に関する研究

特に、計画的に指導プラ ンを立て、障害の特性に応じた指導について研究を深め、 一人一人の可能

性を伸ばす指導内容・方法の工夫改善を行 う。

普通学級との交流のあり 方について研究する 。

3. 普通学級に在籍する心身に障害のある児童・生徒(幼児)の適応指導に関する研究

集団の一員として充実 した生活が送れるように、全職員の共通理解を一層深め、基本的生活習慣の

育成に努めるとともに、学校・学級の一員として社会性・ 集団参加を高めるための事例研究。

4. 就学(措置替えを含む)指導 ・相談の円滑化を図るための情報収集 ・交換及び、 実態は腕に関する

事業

日野市心身障害教育推進協議会長が会長となる就学指導委員会は例年 10月及び、 12月に開催さ

れるが、 昨今のよ うに普通学級への就学を希望する傾向が強くなる中にあっては、 12月以降の就学

指導 ・相談では時間的にも充分な効果をあげることが困難である。そのため、定例的に就学に関する

連絡会を開き、情報収集 ・交換を行 う必要がある 。

そのための就学指導・相談連絡会の開催とそれに関わる事業の推進。

5. 日野市心身障害教育の今後のあり方について。

特に、今までに検討された内容の具現化に対する検討について。

6. 日野市心身障害教育要覧の作成
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日野市立小学校科学教育センター

1. 名称・所在

日野市小学校科学教育センターと称し、昭和 56年度は、北部センターを日野第七小学校に .南部

センタ ーを平山台小学校の校内に設置する。

2. 設立の趣旨

日野市公立小学校における科学教育の振興をはかるために設置し、日野市の教員の理科指導の充実

向上のための研修と児童の科学的態度 ・能力・技術の向上に役立つ諸事業を行う。

3. セン ター長・センタ一次長・指導員

南部センタ ー 学 校 名 北部センター 学校名

センター長 小 )11 格 平 山 台 小 センター長 梅田 茂 七

次 長 石 井 三 土 1/ 次 長 上山洋一郎 1/ 

主 任 吉 川 郁 子 // 主 任 秋山憲一 // 

指 導員 藤 井 清 11 指導 員 松沢義信 1/ 

// 谷 津誠 一 11 // 西 村幸江 11 

// 橋 本允子 // // 大 畑雅幸 // 

11 藤井泰蔵 11 // 舞 田章子 // 

11 千葉関夫 11 // 信 夫頼子 1/ 

1/ 飯 田 宰 次 // 1/ 小 林弘 子 1/ 

1/ 中 村 大 j閏 徳 1/ 小 杉博司 11 

1/ 浜 本 末子 平 山 " 金山邦子 1/ 

1/ 菊 地 義光 八 1/ 平 山 毅 1/ 

11 鈴木 節 子 1/ 1/ 長 田正夫 1/ 

1/ 塚 本純子 百草台小 1/ 小 室 恒 11 

// 白 勢玲 子 滝 ム口 1/ 草 刈喜一 。

1/ 長 沼正幸 高 幡台小 1/ 三 村礼子 1/ 

1/ 森 清晃 南 平 1/ 小 幡 建 一

1/ 川 上卓ー 程久保小 1/ 糸 井則子 H 
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南 部センタ ー 学校名 北部センタ ー 学校名

指導員 白 鳥 みのる 三沢台 小 指 導 員 杉本快技 一
1/ 梅原すみ子 一

一

1/ 福 地 保 一
， 

1/ 赤 池正人 1/ 

1/ 中 村静江 四

" 会 田尚子 1/ 

1/ 稲 葉 喜 文 五

1/ 鹿 島田恭江 r、. 

1/ 渡 辺健 一 旭が丘小

11 松田 秀男 東光寺 小

4. センタ一員

南部セ ン タ 一 北部セ ン タ 一
校 メ口~ 

j閏 平 八
百草

滝
幡高

南
程久

平 一一 一 一 一一 四 五 -F1-¥ 七 1巴 東 小

徳、 山 ムロ 平
山 沢 が 光

名 ぷ口ょ、 i口A 保 ぷ口品、 ぷ口a、 丘 一寸←よ 言十
計 3十

男 4 3 2 2 5 2 3 2 3 2 28 4 3 1 2 6 4 2 3 。25 53 

女 。2 G 2 。2 2 3 4 1 16 1 2 3 1 。。4 1 3 15 31 

計 4 5 2 4 5 4 5 5 7 3 44 5 5 4 3 6 4 6 4 3 40 84 

5. 年間指導日程

南部セ ン タ 北部 セ ン タ

回数 月日 指導内容 指導者 回数 月日 指 導 内容 指導者

1 : 5. 9 !?鞘罪 全 員 1 5.16 開講式 全 貝

2 16 ①オ(リ基エ礎ン技テ能ーのシ習ョ熟ン) 
藤井、中村、吉川

2 23 オリエンテーショ泊 小幡、 西村川、)11

3 23 ②オ(リ多エ摩ン動テ物ー園シ昆ョ虫館ンI鈴石木井、小川、藤井 3 30 
オリ エンテーション②

秋山、草刈
講師による講話

4 30 オリエンテーショズ② 問、小川、白鳥 .4 ~. 6 課題研究 ① 松沢、松田、小林

一一一一一
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回数 月日 指導内容 指 導 者 回数 月日 指導内容 指導 者

5 6. 6 課題研究 ① 川上、白鳥、藤井タ 5 6.13 課題研究 ② 松沢、渡辺、 信夫|

6 13 課題研究 ② 森飯、田鈴木、川上 6 20 課題研究 ③ 梅原、渡辺、西村

7 20 課題研究 ③ 森、中村、藤井 7 27 決自定由研究計(テーマの
画 ) ①

杉中本村、 福地、 赤池村 I

、会田、西

8 27 決自定由研究(テーマの
、計画)

川上、藤井、吉川 8 7. 4 決自定由研究計 (テーマの
画)②

小稲秋幡葉山、、 松糸井岡、、 梅大原畑 I

9 7. 4 決自定由研究計(テーマの 長森沼、川、上白鳥、藤、井白勢 9 9. 5 察自由)研究(実験・③観 稲=葉村、杉本、秋山 I

画、方法)吉川

10 9.12 自由研究 ① =白と鳥、長沼、藤井
}II 10 12 察自由)研究(実験・④観 稲室葉、杉本、西村

11 19 自由研究 ② 菊地、千葉、吉川 11 19 察自由)研究(実験・⑤観 松舞田回、大畑、秋山

12 10. 3 自由研究 ③ 塚本、吉川、谷津 12 10. 3 察自由)研究(実験・⑥観 小西村幡、梅原、秋山

13 17 自由研究 ④ 浜本、橋本、藤井 13 17 察自由)研究(実験・⑦観 秋山島、梅原村、
鹿田、西

14 24 自由研究 ⑤ 菊地、中村、吉川 14 24 察自由)研究(実験・⑥観 鹿小幡島、田糸、井金山、

15 11. 7 自由研究のまとめ① 中村、千葉、藤井 15 31 成自由)研究(原稿・③完小幡、糸井、西村

16 28 自原由研稿究のまと完め成②) 
( 、清書、

森石井、川上、吉川 16 11.14 発表準備 ① 福地、赤池、 長田l

17 12. 5 自(研由研究究発表の準ま備とめ)⑤ 森石井、長沼、 吉川 17 21 発表準備 ② 福地、赤池、平山l

18 1.16 研究発表会 ① 
浜本、白勢、吉川

18 1.23 研究発表会 ① 中村、 会田、秋山
川、石井

一一

19 23 研究発表会 ② 塚藤井本、、 小石井川、 白鳥 19 30 研究発表会 ② 中村、 会田、秋山

20 2. 6 閉講式発表(南会北(合同)) 
研究

全 員 20 2. 6 開 講 式 全 員
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6. 連絡協議会

委員長 日野市教育委員会教育長 倉又秀作

委員 南部センター長小川 格 日野市立平山台小学校長電話 0425-92-6382

次 長石井三土 " 教頭

主 任吉川郁子 " 教諭 " 
委 員 北部センター長梅田 茂 日野市立日野第七小学校長電話 0425-83-3907

次 長上山洋一郎 教頭

主 任秋山憲 一 " 教諭 11 

顧問 日野市教育委員会学校教育課長 高 野 隆

11 指導主 事 井津祐

日野市中学校科学センター

1. 名称・所在

日野市中学校科学教育センタ}と称し、昭和 56年度はセンターを日野第二中学校の校内に設置す

る。

2. 設立の趣旨

小学校科学センター設立の主旨に準ずる。

3. センタ}長・センター次長・指導員

センター長 渡辺吉彦 日野市立第二中学校長

次 長 奥村節生 H 教頭

主任 小高辰雄 H 教諭

井津祐一 日野市教育委員会指導主事

指導員 福島良樹(ー中) 渡辺貴一・小高辰雄・渡辺欣哉・岡悦子(二中)

加藤和則(三中) 富士亮(四中) 辻野良子(七生中) 橋本貴幸 ・原沢和江

(三沢中) 小林喜司 (大坂上中) 和田孝・福地和子 (平山中)

4. センター生 各中学校 1-3年から 40名を募集する 。

5. 指導計画(案)年間 10固とし、 6月より 11月までの隔週土曜日の午後指導する 。

第 1 回 6月 13日(土) 開講式講演

第 2 回 6月 20日(土) 一斉指導

第 3 回 6月 27日(土) 一斉指導

第 4 回 7月 11日(土〉 研究テーマ

第 5・6回 8月 日 ( ) 野外観察・見学夏休み中の一日

第 7 回 9月 5日(土) 一斉指導 自由研究

第 8 回 10月 17日(土) 研究テーマ

第 9 回 11月 21日(土) テー?別・一斉指導 原稿提出・映画

第 10 回 2月 6日(土) 研究発表閉講式

6. 中学校科学センタ}運営委員会

(センター長、次長、運営委員各校 1名、市教委をもって構成する)

運営委員福島良樹(ー中) 渡辺貴一(二中) 加藤和則(三中) 富士莞(四中)

辻野良子(七生中) 原沢和江(三沢中) 小林喜司(大坂上中) 福地和子(平叫仲)
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日野市立小・中学校使用教科書

学 校

国 三ロロ五 科 「小学校国語 」 (学 校 図書)

「小学校書きかた」 (学 校図 書)

社 よヨミ』 科 「新しし、社会 」 ( 東京 図 書)

「小学校社会科地図帳J (帝 国 書 院)

算 数 科 「小学校算数J (学 校 図書)

理 科 「新しい理科」 (東京書籍)

2日b三 楽 科 「新しい音楽」 (東京書籍)

図画工作科 「図画工作 」 (開 隆 堂)

家 庭 科 「新しい家庭」 (東 京書籍)

2. 中 学 校

国 至ロロ五 科 「現代の国語J 省 堂)

「中学書写」 〈教育出版)

社 企ヨミ』 科 「新しい社会(地理)J (東京書籍)

「新しい社会(歴史)J (東京書 籍)

「中学社会(公民的分野)J (日 本 書籍)

「中学校社会科地図」 (帝図書院 )

数 戸寸凶一 科 「新しい数学」 (東京書籍)

理 科 「新しい科学 (1・2分野)J (東 京書籍)

ヱ圭日乙 楽 科 「中学音楽」 (教育出版)

「精選中学生の器楽」 (音楽之友社)

美 術 科 「美 術」 (日本文教 出版)

保健体育科 「中学保健体育」 (学 習 研究社)

技術家庭科 「新しい技術・家庭」 (東 京書籍)

外 国語 科 i NEW HORIZON J (東 京書籍)
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昭和 56 年 度

指 導 主 事 分担表

日野市教育委員会

指導主事 井沢祐

榎本和男

校種別 分担

o幼 稚 園教育一一井沢 0小 学 校 教育一 井沢 0中学校教育 一一榎本

2. 教 科 ・領域別分担

0国語 (書写 )ー 榎本 o社 会 一 榎本 0算数数 学 一一井沢

0理 科一 井沢 0音 楽一一 榎本 0図 工 ・美 術 一一井沢

0体育・ 保健体育ー 榎本 0家庭 ・技術家庭一 井沢 0外 国 語 ー 榎本

0道 徳一榎本 o生活指 導一一榎本 0特別活 動 ー榎本

0学 校 行事等ー 榎本 0学校経営一 井沢 0教 育 相談一一榎本

o心障 教育一井沢 0視聴覚教育一一 井沢 0図書 館教 育 一一榎本

0学校給食ー 榎本 0保健教育一一井沢 o安 全 教育 一一井沢

0同和教育一一榎本 o公害 教育一一井沢 o進路 指導 ー 榎本

0幼児教 育 一一井沢 0学校 事 務ー榎本 o心 障相談 一一井沢

3. 施設 ・行事等分担

o教育相談室一 井沢 o心障学級一一 井沢 0科学センタ一一一井沢

0教科書センター一榎本 o文化行 事一一 榎本 0体育行 事 ー榎本

0修学 旅行ー 榎本 0移動教室一 井沢

ヮ'
M

S
斗
ゐ



4. 指導事務分担

0指導部・都研一井沢

o研究集録一榎本

o差足修学旅2-榎本

0まどベ編集発行一井沢

o授業研究一一井沢

教育課程
一一井沢

年間指導計画

5. 渉外分担

O校 長 会一一井沢

o生活指導主任会一一榎本

0都市指導主事会一一井沢

6. 研修等分担

0学校経営研一井沢

榎本
0学習指導研一

井沢

o幼児教育研一一井沢

一一榎本o教育課程研
井沢

0六年教諭研一井沢

研究員
ー一井沢

教育開発委

0学校訪問一井沢

0調査資料収集ー榎本

0月行事予定一榎本

0都・研究奨励ーー井沢

就学・措置替
of包 導一一井沢

日

0教 頭 会一一井沢

o保健主任会一井沢

0日野市教研一井沢

0教育課程 届出一一榎本

0教材届出承認一一榎本

o指導要領一井沢

o教 育 実 習 一 一 井 沢

o社会科副読本一井沢

0教務主任会一井沢

0遡各指導主任会一 榎本

。第 2 地堅一榎本
指導主事耳

0新任教諭・学級経営研一榎本・井沢

榎本o実技研修一
井沢

榎本
0同和教育研一ー

井沢

井沢
0学校保健研一

榎本
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昭和 56年度市教委委嘱事業等担当者

名 称 小学校長 中学校長 小学校教頭 中学校教頭

1 授業研究連絡協議会 。高竹小野寺内田 音東 智治雄 0渡辺 吉 彦 上 辻 敏 雄 安谷 功

2 教 務 主 任 之ヨミ』 o黒 沢保雄 。渡辺 吉 彦

3 生活指 導 主任 会 。鈴 木敏郎 0花牟礼 哲

4 進路指 導 主任会 。山本 保

5 保 健 主 任 企ヨミ』
。深 尾 真

o長 岡 宗次
鈴木敏郎

6 
心身障 害教育 。竹小田 永川中 秀光 雄格 。長谷川 辰美 長妻谷議川 鉄警 夫郎 市塚正史

推進協議会 山本 保 小林節 夫

7 就学指導委員会 。竹小田 永川中 秀光 雄格
。長谷川辰美

山本 保

8 まどベ編集委員会 。竹内 音 治 津野田昭 二

9 学校 保健会
。深 尾 真 o長 岡 宗 次 古 田取介 古 屋 登 吾
鈴木敏郎

10 日光移動教室 。童田日首中 警光 高 上石村 松川山 保徹洋一郎徳一

11 中学校移動教室 。長谷川辰美

12 小学校体育委員会 。松日楽敬治 o白井 岩吉

13 小中水泳記録会 。fE;量。長谷川辰美 荒 木健治 立川 泰司

14 科学教育センタ}
。梅田 茂

。渡辺 吉彦
0上山洋一郎

奥村節生
。小川 格 0石 井 三 土

15 
小学校評価資料 。高田 智 大 島 昭 子

作成委員会 光永久夫 田中光穂

16 防災対 策委員 渋谷義一 松延耕作 和田国平 川崎昭三

17 学校給食 ~ 
。林 元美

0河野 寄 忠
o梅田 茂

18 日野市教育研究会
。古谷洋太

。 古川 豊 山口武彦 立川泰 司
o渋谷義一
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(会(副)長、部長等)
。…長 0…副 56.4. 14 

名 称 小学校長 中学校長 小学校教頭 中学校教頭

19 夏季 問題協 議 会 日2;露 清 水七郎

20 幼 稚 園 担 当
釜 池 博 (会長 )

光永久夫 (庶務)

21 公民館運営審議会委員 鈴 木 英夫

22 図書館運営審議会委員 村田安正

23 社 会 教 育 委 員 古 谷 洋太 花牟礼 哲

24 
青 少 年 協 議 会 委 員

鈴木 英夫 松延耕作
(市委嘱)

環境週間行事運営委員
25 小野寺 東雄

(都教委委嘱)

26 社会科副読本改訂委 近内信輝 山口武彦

一27 
国際障害者年対策協議会

山 本 保
(市 委 嘱 )

市 P 協 1 15i 山本 保

書 初 展 梅田 茂

体 連 釜池 博

中 体 連 古 川 豊

市教職員互助会
鈴 木 英夫 野 口昭平

高リ 理 事 長

多摩地区幼稚園会長 釜 池 博

11 庶務 古谷 洋 太

1/ 会計 近 内 信輝

-45-



教育委員会

委員長
森久保敏治

職務代理
池尾テル 子

委員
肥後和 夫

委 員
野呂昭 朗

委員 下回

-ム
倉又秀 作

σ3 

日野市教育委員会 事務 局組織

昌 久

庶務係長

槙島英紀

施設係長
宮本

学務係長
青 山

寿f

武

1. 教育委員会K関する こと。
2.公印、 職員の管守K関すること。
3.条例、規則等の制定、改廃K関する こと。
4.訴願、訴訟、和解、異議の申立及び請願K関すること 。
5. 表彰及び儀式K関すること。
6. 関係機関との連絡調整K関すること。
7. 教育委員会所管職員の任免その他人事K関すること 。
8 教育委員会所管職員の給与K関する こと。
9. 教育委員会所管職員の研修、服務、福利、厚生K関すること 。

10. 文書の受発、保管K関すること。
11. 公文書の浄書、校合K関すること。
12.公告、示達K関すること。
13. 歳入、歳出、 予算及び経理K関すること。
14 広報K関すること。
15.備品、消耗品の調達K関すること。
16. 事務局内取締lJVC関するこ と。
17. 奨学資金K関すること。
18.他謀、係K属さ左いこと。

1. 教育施設の営繕、保全の計画及びその実務K関すること 。
2.教育財産(施設を含むもの )の管理K関する こと。
3. 教育施設の目的外使用K関すること。
4.教育施設K関する研需司査及ひ被計K関すること。
5. 教育関係起債補助の計画及び申請K関すること。

1. 学校の設置、廃止及び管理運営K関すること 。
2. 学級¢編成、割当K関すること。
3 小中学校の通学区域の設定、廃止K関すること 。
4. 園児の入園、転園及び退園K関すること。
5. 児童 ・生徒の就学、転学及び退学K関すること 。
6. 幼児 ・児童 ・出走の安全K関すること 。
1 移動教室等K関すること。
8.育英会その他就学奨励K関する こと。
9. 教材教具の整備K関するこ と。

10. 学校教育関係補助金K関するこ と。
11. 学令簿の調整、整理、保管K関するこ と。
12. 学校教育係の調事統計K関すること。
13. その他、他の係K属さ左い こと 。



教育長
倉又秀作

-Aコ
ー

学校教育課長

高野 隆

教職員係長

馬 場 時

指導係長

馬 場 時

「一社会教育係長
| 大西基

社会教育課長 l 
谷 正幸一寸

主幹 (文化財担当) I 
佐久間義信 」 家庭教育係長

大西基

体育課長

大谷俊 夫

保健給食係長
馬場

1. 校長及び教職員(以下「学校教職員 」という)の任免、服務、分限、昇給、昇
格等の内申事務人事調査、その他人事K関すること。

2.学校教職員の給与、恩給、退職手当、公務災害補償K関すること。
3 学校教職員の職員団体K関するこ と。
4 学校教職員の福利、厚生K関すること。
5. 執行委任Kよる都費の経理K関すること。
6. 学校教職員の共済事業K関すること。

司

司

「ー 1. 社会教育の総合計画K関すること。
I 2. 社会教育委員、青少年委員、文化財専門委員、青少年問題協議会K関すること。
I 3.芸術、文化、芸能K関すること 。

一一一→ 4. 各種学級、講座の開設、運営K関すること。
I 5. 文化財 (古文書を除く)の調査及び保護K関すること 。
I 6. 文化団体の助成K関すること。
L-- 7. 課内の庶務K関すること。[1雑教育の総合側ーすること

2. 家庭教育学級、講座、通信、相談K関すること。
3. 社会教育指導者の養成、充実K関すること。
4. PTA(tL関すること。
5. その他家庭教育K関すること。

「一 1. 学校教職員、児童、生徒及ひー園児の保健管理K関すること。
守~~ 学校の環境衛生K関すること。

一I 3. 学校安全会K関すること。

1. 教育課程の整備、改善の指導K関すること。
2. 学習指導、生活指導K関すること。
3. 教科用図書の採択、教材の取扱L、K関する事。
4. 校長、教員の研修K関すること。
5. 学校教育K関する専務的事項の指導と指導相談K関すること。
氏 動苔担当 K関すること。(含障害教育)

体育施設の計画、調査K関すること。
体育(スホ二ーツを含む)及びレクリエー ンョンの計画実施、奨励、助成K関す
ること。
体育指導委員K関すること。
学校開放(体育施設K限る)(tL関すること。
体育及びレクリ エ一一ンョン団体の助成K関すること n

体育及びレクリ エ一一ンョン指導者の養成K関すること。
市民総合グラント及ひ布民フL づレの管理運営K関するとと。

(兼)業務係長
市立図書館長 「一 分 館 長…一…・→斉藤隆夫

砂川 雄一一→一一 奉仕 係長…一…一→植 田光明
」 ー 庶務整 理係長………ー→北津博幸

体育係長

奥住文

(指導主事 の事務分担は本文中に示す)
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校百草小学台

寸持ι一 一 一 四 五 /ー..L、- 一 一 一一 四 五 r、、- 徳、 山 七 八一 一 一
校 幼 幼 幼 幼 幼 幼

名 稚 稚 稚 稚 稚 稚 Aす忌4ーる 弓ぶ注子L， AマLιー ヲ""ιー 点~ 品~ Aす叫ー 点て凶r 点寸""ーh ーおニ注子L， 

園 閤 園 園 園 園 校 校 校 校 校 校 校 校 校 校

校
光 林 村 釜 古 近 村 鈴 竹 釜 田 光 黒 林 梅 古 竹

国
永 田 池 谷 内 田 木 永 池 中 永 沢 田 谷 内

、、J

長
久 フE 安 洋 信 安 英 秀 光 久 保 フE 洋 音

名
夫 美 正 博 太 輝 正 夫 雄 博 一 夫 雄 美 茂 太 治

学級数
特普 特普

一 一 一 一 一 一 一 一
プて 一一一 一一一 一一一 一 一 フ‘て ヨ三 区90 一一一 ーーヨヨし 一一一 プじ 一 ^ 一 ^ I 

山厚崎I教職尼長数( ) 員

、 、
一 〈コ o 寸コ ^ ブし ^ ---b ^ 寸コ ^ 寸コ

一一一 ノ、 一 ノ、、 寸コ プて /'て 一一一 豆王 ブし ブL 一一一 一一 区ヨ Cコ lZ9 一一一
ブL プて ヨ玉 一 一 寸コ ア‘て ブし 一 ブし プじ ヨ玉 Cコ ^ Cコ ブし Cコ

一 一 LfプJq、二寸二コ 一 '"'ニ=- 一 一 一 一 一 一/、、 lZ9 lZ9 区日 一一一 一一一 一一一 Cコ 、、../-ーー ζコ フ‘て ブし ヨ三 プU 三五

電 81 91 81 83 92 92 81 81 81 81 81 81 91 91 83 91 91 I 

話
0073 0070 0101 0038 0407 0366 0409 4123 3907 24.11 

4124 4125 7127 3903 04お 6330 0061 0851 0850 3076 0445 4686 0410 0512 3908 2412 0998 

摩多 平111 野日
石

程久
日

農東
日 石

摩多
摩平多

幡高
平 日理 一一

百草
回 沢 野

野i口A 

田 111 野地 沢
所 平 区目 一 区B 一 保 一 田 区目 平 lZ9 区g

市神域内 一 プし

区日 ^ 一一一 寸コ f、、 、̂ 一 一 一一一 ァ・て 一一一 に...) Cこコ プし

在 ^ o 一 ヨヨし 寸コ Cコ Cコ 一 ^ 明一 Cコ プし

一一一 Cコ フ‘て Cコ 一 一 一 一 上。

地 プて プて lZ9 一 一 ア‘て

整区画内一 一
一 一

央線豊中
思王

央線中
思

央線中 央線量中線R 王 央線中凪王バ
央線豊中線央中日 央線盛中京王パス

京
京王

線央中
京王

王線高幡

王
線

線幡高
線

線幡高
不徒

平 日 日
田平南

日ス 平 日
動駅五歩

交
田 山

野駅
野

野駅下車徒、野動車前田自

又田駅野
田小 111 野駅

駅

社斌1、2、
不 駅 駅駅 駅西 不

強J壮品司、、. 耳動駅之
よ分

下車 下車 動駅 下車 下車下車 は日下車
北六

動駅 下車
り

口裏門 百草通 園
下車 百草

需喜F品美
野駅パス 下 闘

、
下車

徒歩 下車
徒 徒

徒歩十分徒歩五十

下車、下車 主幹:
下車

徒 団
歩

地行団
歩

十歩下車

下車バス目、野動車前目自

歩
、

行地機
十分

七
徒歩

/-k¥ e 徒 東 十 徒

宇徒 分 分 五 歩三 オヒ 徒 五 歩 ノ、‘' 

十 /、e 分 分徒

徒評高四
十分 "" 歩 分 ート ス

関 ス 歩 徒 八 五
百草分 分

幡高 七 分 歩 分 分
分

野五前下車
五 セ

£口品、 分 、ノ

地団
市駅分

タ

下
、

下

-48ー



滝
幡高 南

校程保学久

旭
平山

光寺校東学

第 第 七 第 第 一一 大 平
メ口』 平 ヵ:
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管理運営規則第八条

学校名 学校長 教務主任 生活指導主任 保健主任

日 野 一 小 |村田安正l古屋光男|佐々木玄吾|清雲よ志子

日 野 二 小 |鈴木英夫|紺屋 冨'夫|吉沢佐久子|内藤まつ代

日野三小| 竹永秀雄|福地 保|赤池正人 |伊佐 弘江

日 野四 小|釜池 博|次回圭三|吉村正三|佐野純子

日野五小 |田中光一 11生田 彰|長沢佳都子|小島典子

日野六小|光永久夫|曽我哲夫|五十嵐 一 郎|斉藤八重子

潤徳小| 黒沢保雄|中村 大|小竹 章|松井玉枝

平 山 小|林 元美|田村利樹 | 大 上 琢 磨 | 小 板 橋 五 佐 男

日野 七小 |梅田 茂|平山 毅|草刈喜一|長田正 夫

日 野 八 小 |古谷洋太 11波多野 坦|西田 陽|石 川 耀子

百草台小|竹内音治|高倉教行| 中川和代|佐々木加津子

滝 合 小|鈴木敏郎|伊藤恵造|宮川征三郎|須崎絹江

高 幡台小!近内 信輝 |勝俣 友子!斉藤正 子 |金野峰

南平小!松 日 楽 敬 治 11進 其郎 l森 清 晃 |榊原 一 男

程久保小|渋谷義一|堀越満枝|上野森良|井浦 弘

旭が丘小 |小野寺東雄 11渡辺 馨 鴻|渡辺健 一 |石原八重

平山台小|小 川 格 |古 山 郁夫|藤井 清 |谷 津 誠

東光寺小|高 田 智|井上 保|藤本 意 康|橋本 美千代

三沢台小|深尾 真 |内 藤 康|長浜和 子 |鳥 飼政

進路指導主任

日野 ー 中|松延耕作 |長谷川 忠 男|島倉昭雄|三 浦 佐 智子 |保阪 暁

日野二中 |渡辺 吉彦 11中根 勉|広瀬 昭|内山芳雄 |座光寺瑞江

七 生中|山本 保|臼田重孝|白井 政|中島志津子|天野正治

日野三中|長岡宗次|水野英世|富山謙 一 |伊佐節子|福田慶閤

日野四中|花牟礼 哲 |丸山尚夫|鈴木良身|藤原和代|吉見光雄

三沢 中| 古 川 豊 |明石敏春|鈴木 清司 |島田きく子 |笠原孝之

大坂上中|長谷川辰美|野沢昭兆|加藤常光|倉林紀子|逸見 敏

平 山 中 |河野忠寿l三富恒男|三浦義次|桜井絢子|喜多村靖 事
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に基づく主任 一 覧 表

Aヲ主4ー 年 主 任

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

守屋ふみ 野口すみ子 有 泉 徹郎 井尻武子 小幡 建 広沢 フサ子

沢本年人 高島和 子 川崎照子 石岡 信 行 大竹三郎 中川金作

山 口 和子 有馬由紀子 金 子直 子 久保田由子 谷口丈 夫 関恨敦子

田中延子 板谷 敏 飯田 竹 宗 近孝 子 貫 井春 子 田 森 {帝 詮

井上明子 岩 本 高 明 逸見 繁子 笠 井祐 子 伊山節雄 岩 尾 ふき

窪 田正 子 遠 回 弘 依田逸 夫 小野 博子 五十嵐 一 郎 斉藤 八重子

三 浦 みのり 小川 雪 子 遠藤 綾 高 橋 茂子 小林 繁 人 増賀 従 男

石郷岡 日出子 小 林 和 子 富 田 桂 子 鈴木 実幸 末 次久 利 畑 野元 一

舞田 章子 小 林 弘 子 松 津義信 平山 毅 長田 正 夫 三 村礼 子

鈴木 節 子 川 田 浩子 未 継逸夫 波多野 土日 和田常雄 太田イ介 子

幸 野 嘉子 斉 藤 茂 山浦幸子 若月美登里 宇野有斐子 荻沢モト子

石 川 成 子 須 崎絹江 渡辺かほ 志 村道子 老沼義晴 村越 正

福 田信子 丹羽亮典 高橋和代 村越裕子 中村 笠子 渋 谷範 子

関 恒 夫 片岡 千寿子 和田いさを 藤田 孝 彦 藤 川 花 子 首 間 糸 子

井 浦 弘 小畑智恵子 上野 森 良 加 藤 タ イ 鷹 尾富貴子 土 方 邦 男

中 村 麗 子 石 井 和 子 馬場 富 男 斉 藤弥生 岡田 寿美子 泉 芳 夫

古 賀輝 子 飯田 幸 次 上 (傑 ゑみ子 溝 江恵美子 橋 本 允 子 高 慣 富 子

西 田敦 子 橋 本美千代 浅野昭雄 藤本 憲 康 井上 保 江 口耕 一

後 藤楚 子 安斉 満里子 柳沼敏男 成井朝雄 秋山照 子 海老沢良 子

古 厩 清 夫 松 原 清 清 水 春 海

伊 藤 務 大 石 幸 雄 可ri"l主b 辰 雄

渡 辺 勉 大 場 照 彦 林 敏 朗

長 島 寿 平 山 本 康 良R 東 郷 隆 盛

長谷川 日百 西 J 11 手リ 行 萩 原 典 子

花 上 良 枝 新 井 教 旦 橋 本 貴 幸

武 藤 光 哉 松 浦 不 及 大 山 正 昭

設 楽 益 穂 北 原 景 昭 佐 藤 恒
ー

FD 



日野市立小・中学校

言;------_竺|ー小 二 小|三小 四小|五小|六小

11 研究・研修主任(担当)1有泉徹郎|大竹三郎|関根敦子|田森 {総|戸塚春男|窪田正子

21人権尊重教育担当 |田中隆夫|紺屋冨夫|関根敦子|回森{判長沢佳都子 |五十嵐一郎

3|国語主任(担当)I有泉徹郎|紺屋冨夫 |有馬由紀子|田森 伸詮l桑沢 悦子|依田逸夫

4|社会科主任(担当)I永野修二|大竹 三郎|久保田吋会田 尚子|宮崎 宏子|遠回 弘

5|算数・数学主任(担当)I田中隆夫|吉川都子|上田 憲二 |久保起世|日 11 忠男|古川 明子

61理科主任(担当)I小幡 建l梅原すみ子|川原田和子|中村静江|高困 難 |鹿島問

71音楽主任(担当)I保坂町|大場とみ|細谷京子|三部 一枝|高野 紘|後藤真理子

81 臨・新説(担当)1岸本和子|鶴吋子|岩永ヒ ラ|渡辺芳郎防春男|鈴木陽子

9 1 体育・腕任(担当)I武内忠雄|沢本年人|山田 一夫|森田芳博|小倉 勇|上条浩子

1o 10技術・家庭(男)主

11 I家庭・技家(女)主|清雲よ志子|小笠原本江|鈴本利恵子|日下部芳子|本保陽子|永石暢子

12 10外国語(英)主

13 1 道徳主任(担当)I広沢フサ子|内藤まつ代|山口 和子|菊地敬子|菊池静枝|五十嵐一郎

14 1 特別活動主任(担当)I小笠原久雄|中川金作|赤池正人|吉村 正三|八木文夫|弥延潤太

15 1 学校行事主任 (担当)1古屋光明屋冨夫|赤池正人|吉村正三|生田 彰|佐藤和子

16 I視聴覚主任(担当)I永野修二|島問子|市川純子|佐藤 操|高野 紘|安達美武

17 I 報鴎駐任(担当)1守屋ふみ|高島 和子|関根敦子|松本真知子|岩本 高明|依田逸夫

181給食主任( 担 当 )I馬場延子|塚本喜美子|鳩山|日下部芳子|本保 陽子|高橋孝子

19 1 安全教育主任(担当)I佐々木玄吾|岡田充生|橋本満喜子|三部 一 枝 |高野 紘|辞意言

2o I養護主任(担当)I清水妙子|菊地直子|伊佐弘江|佐野純子|小島典子|中村孝子

什管財主任(担当)I藤本新八|須藤 村三輪佐和子|渡辺芳郎|球ト叶伊東 淳司

22 I事 務 担 当|藤本新八|須藤 茂|三輪佐和子|古河哲三|小村絹子|伊東淳司
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主任( 代表)一覧表

潤徳小 平山小 七小 八小 百草台小 滝合小 高幡台小 南平小

小林 繁人 藤岡和子 秋山 憲一 和田常雄 石黒 芳子 井 上 善夫 宮 口 周 次 越村 清治

増 賀従男 田村 利樹 平山 毅 波多野坦 雨宮 充 山口智恵子 勝俣 友子 森 清晃

村井三哉子 菊池和子 三村礼子 馬場 令子 大 槻正茂 矢野百合子 村越裕子 阿部二三子

内藤 勝義 幸野 貢 長田正夫 樋口江以子 山内好子 石割やす子 安西 利江 越村 清治

伊沢 裕一 d、仮借迂王位ヂ3 金山邦子 和田 常 雄 田中 鈴子 老沼義晴 大鳥ノレ ミ子 若松富紀子

中村 大 浜本 末子 秋山 憲一 太田 イ介子 塚本純子 田辺 友子 長沼正幸 森 清晃

内山美知子 立花せつ子 玉川多恵子 捜川 順子 飯島 睦子 川村 史 代 河原田桂子 村上悦子

遠藤 綾 沢田末吉 河合 香子 高山 晴子 丸 カズ子 西尾 信博 伊藤 和夫 関賀穂留

山崎 淳 中島志郎 草刈 喜一 比企通男 雨宮 充 井上善夫 小田良和 大房秀樹

植松久美子 藤岡和子 斉藤イク 荒井和世子 石黒 芳子 萩原章子 渋谷範子 当間糸子

小林 繁人 畑野 元一 平山 毅 波多野坦 山浦 幸子 北脇 春樹 高橋 和代 片岡千寿子

小竹 章 諏訪英樹 川上美糖子 比企通男 飯島 陸子 白勢玲子 宮 口 周次 丸茂洋子

中村 大 田村利樹 末継逸夫 飯島 陸子 宮川征三郎 l勝俣 友 子 藤田 孝彦 |

小林 繁人 末次久利 小室 恒 鈴木 啓一 宇野守斐子 村越 正 丹羽亮典 堀竹 充

小川 雪子 富田桂子 信夫 頼子 太田 {介子 丸カズ子 増賀久子 安西 利江 当問糸子

高橋茂子 由 美枝子 舞田 章子 荒井和世子 山内好子 石川 成子 玉置 順子 片岡千寿子

滝沢千雪 菊池 和子 小林弘子 窪田浦生 寺井尚一 西尾信博 青柳 佳子 大房 秀樹

松井 玉江 田辺さと子 福島 雪江 佐藤ヒサ子 佐々 村醇子 松本陽子 金野峰子 南沢 芳子

佐藤裕之 橘田 E主 板橋久美子 石川一政 横田昭子 高橋和男 原 早苗

佐藤裕之 橘田 最 藤井悦子 加藤ふみ江 石川一政 横田 昭子 高橋和男 原 早苗
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主テ-----ごて 程久保小 旭が丘小 平山台小 東光寺小 三沢台小 一中

1 研究 ・研修主任(担当) 川上卓ー 泉 芳夫 信夫清彦 西国 敦子 柳沼敏男 村田志信

2 人 権尊重 教育担当 上野森良 渡辺'馨鴻 藤井 清 橋本美千代 安斎満塁.子 福島良樹

3 国語主 任 (担当 ) 藤井 章 飯田国代 赤 松 昭子 海老原真知子後藤楚子 小林紀代子

4 社会科主任(担当 ) 佐藤智子 諏訪喜代子 古山 郁夫 井上 保 安斎満里子 日塔光博

5 算数・数学主任(担当) 川井 矩子 金畑昭 正 塩川 和貴 入倉美恵子 安室 清治 松原 1青

6 理科 主 任(担 当 ) 川上卓一 渡辺健一 吉川 郁子 沢山 茂夫 柳沼 敏男 辰巳 忠子

7 音楽主任 (担当) 小堀こ う子 伊東春子 村田那智子 森 甫 土師慶子 村田宏、信

8 図工・費荷主任(担当 ) 藤沢由美子 加納博之 北野 義昭 中尾 公治 鳥飼政喜 足闘いずみ

9 体育 ・保体主任(担当) 土方邦男 大津 保久 信夫清彦 松田 秀男 成井朝雄 鶴田 幸夫

10 o技術 ・家庭 (男 )主 保阪 IW~ 

11 家庭 ・技家 (女 )主 岡島 政吉 奈良 悦子 岩崎 マサ 林 茂子 白鳥みのる 鈴木美代子

12 o外 国語 (英)主 柳沢 美澄

13 道 徳 主任 (担当) 上野森良 石原八重子 藤井 清 橋本美千代 長浜和子 城田 治 男

14 特別活動主任(担当) 川原田和子 佐藤 慎一 溝江恵美子 沢山 茂夫 土師 慶子 福島 良樹

15 学校行事主任 (担当 )堀越 満枝 中村麗子 古山 郁夫 江口耕一 内藤 康 長谷川忠男

16 視聴覚主任 (担当) 川井 矩子 野村 治子 北野 義As森 甫 安室 清治 能瀬 典子 l

17 学校区膚館主任(担当) 安藤みち子 中村 鹿子 古賀臨子 内田美代子 後藤 楚子 能瀬典子

18 給食 主 任 (担 当 ) 小畑智恵子 奈良悦子 太田喜久子 林 茂子 白鳥みのる 尾関いずみ

19 安全教育主任(担当) 上野 森良 大津 保久 飯田 幸次 藤本 憲康 間瀬静夫 島倉昭雄

20 養護 主 任 (担当 ) 原田暢恵 竹重 友子 田島 佳子 上山美智子 細野智子 三浦佐智子|

21 管 財主任 (担当 ) 石田 義一 伊藤 功 北野 義昭 内 田 県 弓 郷原 敦 田 辺 正 志

22 事 務 担 当 石田義一 伊藤 功 幸地 道夫 内団 長 弓 郷原 敦 田辺正志
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二 中 七生中 三中 四中 三沢中 大坂上中 平山中

安原美代 高橋定吉 福田慶園 富士 完 笠原孝之 小林 喜司 阿部隆男

伊藤 務 臼田重孝 富山謙一 樋口恢武 沓沢 博 守屋千佑 高崎雅子

西 恭利 井田 武 菊次生子 天野 節子 鈴木邦吉 佐藤玲子 高崎雅子

森 紀子 松尾晴至 金子民造 樋口恢武 中村勝郎 六本木茂 国信武司

野村文男 臼田重孝 山 本康 郎 鎌須賀正克 新井教E 鈴木幸子 喜多村靖事

渡辺欣哉 辻野良子 加藤和則 大島 幸雄 原沢和江 宮田和子 和田 孝

鈴木晶子 天野敏明 新井 幹 西村美紗子 大宅 寛 村上敏雄 山田よし子

鎌田正人 高野 徐一 中 山 且 己 小畑 亮 乙黒 静子 逸見 敏 阿部晃一

鈴木直也 瀧尾 悦子 橘 陽臣 鈴木健一 杉本三郎 桑原 尚 益田志郎

柳 哲夫 小浜廉教 加島 俊博 鈴木良身 佐藤至正 五十嵐英一部 三浦義次

筆吉 則子 田倉正子 高橋清子 萩原典子 石田洋子 土田キミヨ 佐藤寿枝

広瀬 明 浅倉隆書 綿引 正巳 井手裕子 月尾 洋 真柴 哲子 久保田俊司

溝口育子 菅野 同日 加島 俊博 樋口恢武 花上良枝 松浦不及 高崎雅子

鎌田正人 菅野 岡リ 長島寿平 設楽悦代 花上良枝 村 上 敏 雄

中恨 勉 渡辺 勉 新井 幹 丸山尚夫 大宅 寛 野沢昭兆 三富恒男

大山裕子 高野徐一 加藤和則 持田 友宏 橋本 貴幸 岩村 武 議田宏、郎

内田耕一郎 原 義秋 小林桂三郎 水田節子 松田健司 大貫米子 上原 純子

水野美鈴 松尾晴至 細谷洋三 野田志乃ぶ 原沢和江 大湖l隆夫 渡辺 京子

鈴木 直也 白井 攻 橘 陽臣 稲川 正義 新井教旦 六本木茂 三浦 義次

座光寺瑞江 中島志津子 伊佐節子 高橋恵子 島田きく子 倉林紀子 鈴木由紀子

森 昇市 吉岡興村 大塚長栄 和山日出男 八木 守 大淵l隆夫 大野 馨

市川 昌子 吉岡 興村 大室 郁夫 和山日出男 八木 守 大樹l隆夫 大野 馨
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昭和 56年度授業研究主題

J拓. 小学 校名 研 究 主 題

1 日野第一小学校 主体的に学習を進めるための指導法

2 日 野第二小学校 生活指導とくに聞 く態度を育てる指導法の研究

3 日野第三小学校 主体的に学習する 子どもの育成をめざし指導法の改善をはかる

4 日 野第四小学校 集団の中で生き生きと活動する子ども一一学級づくりを中心として一一

5 日 野第五小学校 学習意欲を高める指導法の研究

6 日野第六小学校 「考えさせる授業の手だて」の追求

7 潤 徳 ρナu与 校 自ら考え進んで活動する子どもを育てる指導法の研究

8 平 山 Aす叫一 校 ひとりひとりを生かす指導をめざして

9 日野第七小学校 発想を豊かにする指導法の工夫(理科)

10 日野第八小学校 児童の主体性を高める指導法の研究一一理科学習を通して一一

11 百草台小学校 ひとりひとりを生き生きと学習にとりくませる授業

12 滝 メ口:... A寸.... 日- 校 児童の主体性を伸ばす指導法の研究

13 高 幡台小学校 特活、児童会活動の活発化とそれに対する学級会の活動

14 南 平 戸4子時 校 児童が主体的に取りくむための学習指導法の研究

15 程久保小学校 ひとりひとりがし、きいきとする学習指導一一発問の工夫一一

16 旭が丘小学校 子どもに考えさせる授業のあり方(仮題)

17 平山台小学校 児童が主体的に学習できるための授業の創造

18 東光寺小学校 一自一主自的分なの学考習え態を度もをち育、て筋る道指を導立法てのて研最究後まできちんと発表できる子供一一

19 三沢台小学校 一「一よ教く材わ教か具るの授効業果」的をなす利る用た、めの手だてを考える
発問の工夫一一
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J伝 中学校名 研 究 主 題

1 日野第一中学校 学習意欲を起こさせるための研究

2 日野第二中学校 到達度評価の研究

3 七 生 中 A寸崎一 校 新教育課程に基づく教科の研究

4 日 野第 三 中学校 教材観を適切に表現する指導用語

5 日 野第四中学校 すべての子どもに発見と達成のよろこびを感じさせる授業の方法

6 一 沢 中 Aす叫い 校 基礎学力の充実のための教材精選、系統化を通して学習の効率化をめざす

7 大坂上中学校 生徒自ら考え学習するための教師の発問についての研究

8 平 山 中 A寸u，一 校 意欲的、自主的学習態度を育成する。
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2. 

3. 

4. 

昭和 56年度

都 教育研究員・教育開発委員・道徳助言者・研究奨励

教育研究員

1.小学 校 国 三ロ五ロ 潤徳小 増賀従男

理 科 旭が丘小 渡辺健

体 育 四 森田芳博

特 活 四 吉村正

書 写 七 松 沢 義信

英 三ロ五ロ 中 安原 美 代

教育課題 中 中根 勉

11) 障 平山台小 谷 津 誠

教育開発委員

社 Z左ミ』 南平小 越村清治

技・家 七 中 小浜廉教

外(英) 中 柳沢 美澄

，心 障 五 佐藤 正 身

道徳助言者

広沢 フサ子

七 平山 毅

中 小 高辰雄

中 富山謙

研究奨励費受給者

1. グループ研究B

o体 育…・・・信夫清彦(平山台小)・八木文夫 (五小 )・森田芳博(四小 )・藤井泰蔵

(平山台小)・ 進 異郎(南平小)・ 内藤 康 (三沢台小 )・渡辺磐鴻

(旭が丘小)・ 武内忠雄(一小)・ 草刈喜一 (七小)・ 中島志郎 (平山小)

2. グループ研究A

o生徒指導…・・・和田 孝・益田志郎・国信武司・堀江富男

(平山中)・田中佳弘(ー中)
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就業・進学状況の推移 (S.51--55年度) ( )はノミ一セ ント

l
印
川
町
|

高等学校全日制課程 高等学 校定時制課程 その他の教育機関 就職・その他
年 性 卒

/品1二、. 立 私 立 ~、• 立 就 専門職 盲養 両 就 無
業総 総、 . 等 総 雀

普 職 金臼量E 職 普 職
職 業

ろ護 専
進

草校各訓練校

職 業家事庭
者

通 業 言十 通 業 言十 通 業 寸Aう4ー，当・
門

総
計 言十

二お孟子ι :長子与ι
計

度 7J1j 科 科 科 科 科 科 者 校校 校 者 者 数

言十
1，390 700 125 825 508 57 565 18 14 4 7 33 1 3 19 13 6 1，464 

(94.9) (47.8) ( 8.5) (56.3) (34.6) ( 3.8) (38.5) ( 1.2) (0.96) ( 0.2) ( 0.4) ( 2.2) (0.06) ( 0.2) ( 1.2) (0.8) ( 0.4) 

51 男 687 364 55 419 228 40 268 14 10 4 7 8 。 3 16 10 6 728 

女 702 335 70 405 280 17 297 4 4 。 。 25 1 。 3 。 3 735 

言十
1，508 741 112 853 612 43 655 15 13 2 10 21 2 2 32 24 8 1，580 

(95.4) ( 46.8) ( 7.0) (53.9) (38.7) ( 2.7) ( 41.4) ( 0.9) ( 0.8) ( 0.1) ( 0.6) ( 1.5) ( 0.1) ( 0.1) ( 2.0) (1.5) ( 0.5) 

52 男 779 369 64 433 316 30 346 10 8 2 7 7 。 2 21 15 6 819 

女 729 372 48 420 296 13 309 5 5 。 3 14 2 。 11 9 2 761 

計
1，616 812 111 924 623 70 695 25 23 2 

(12.21 ) 
17 3 2 30 25 5 1，693 

(95.5) ( 48.0) (6.55 ) (54.5) (36.7) ( 4.1) (41.0) ( 1.4) (1.35) ( 0.1) ( 1.0) ( 0.1) ( 0.1) (1.77) (1.4) ( 0.2) 

53 男 840 422 52 474 324 42 366 21 20 1 17 4 1 2 19 16 3 887 

女 776 390 59 450 299 28 329 4 3 1 4 13 2 。 11 9 2 806 

言十
1，834 1，060 149 1，209 581 44 625 43 25 14 

(1.109 ) 
26 2 6 61 49 12 1，972 

(93.0) (53.7) ( 7.6) (61.3) (29.5) ( 2.2) (31.7) ( 2.2) ( 1.3) (0.71) ( 1.3) ( 0.1) ( 0.3) ( 3.1) (2.5) ( 0.6) 

54 男 857 494 74 568 264 25 289 35 19 12 15 13 2 6 52 45 7 965 

女 977 566 75 641 317 19 336 8 6 2 4 13 。 。 9 4 5 1，007 

言十
1，848 987 126 1，113 685 50 735 37 13 4 

(1200 ) 
25 3 3 51 42 9 1，967 

(94.0) (50.2) ( 6.4) (56.6) (34.8) ( 2.5) (37.4) ( 1.9) ( 0.6) ( 0.2) ( 1.3) ( 0.2) ( 0.2) ( 2.5) (2.1) ( 0.5) 

55 男 917 467 80 547 333 37 370 33 11 4 18 12 1 3 37 31 6 1，∞3 

女 931 520 46 566 352 13 365 4 2 。 2 13 2 。 14 11 3 964 
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No 小学校名 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 心障

1 日野 第 一 小学校
164 196 174 193 155 172 1，054 
(4) (5) (4) (5) (4) (4) (26) 

2 日野 第 二 小 学校
150 192 179 167 171 179 1，038 
(4) (5) ( 4) (4) (4) (4) (25) 

138 130 118 145 119 102 752 心・・訪2・・情7 
3 日野第三小 学 校 17 

(4) (3) (3) (4) (3) (3) (20) (2)・(1)・(1)

4 日 野第 四小 学 校
143 158 160 167 135 137 900 
(4) (4) (4) (4) (3) (4) (23) 

5 日野 第 五小 学 校
171 190 151 174 155 149 990 9 
(4) (5) ( 4) (4) ( 4) (4) (25) (1) 

6 日 野第六 小 学 校
144 140 140 137 148 121 830 
(4) (4) (4) (4) (4) (3) (23) 

7 潤 徳 学 校
115 121 111 130 120 134 731 
(3) (3) (3) (3) (3) ( 4) (19) 

8 平 山 :お子hι 校
127 150 139 155 1fi) 124 845 
(3) (4) (4) (4) (4) (3) (22) 

9 日野第七小 学 校
128 132 108 124 115 95 702 
(3) (3) (3) (3) (3) (3) (18) 

10 日野第 八小 学校
142 152 155 135 147 124 8日
(4) (4) (4) (3) (4) (3) (22) 

11 百草台小 学校
119 127 129 132 120 107 734 
(3) (3) (3) (3) (3) (3) (18) 

12 滝 メ口L Aでふ'f-与 校
190 184 185 166 174 161 1，0ω 
(5) (5) (5) (4) (4) (4) (27) 

13 高 幡台小 学 校
149 138 162 151 115 130 845 
(4) (4) ( 4) ( 4) (3) (3) (22) 

14 南 平 寸凶ゐ日 校
123 138 142 159 138 141 841 
(3) (4) (4) ( 4) ( 4) (4) (23) 

15 程久保小 学 校
84 101 98 119 109 124 635 
(2) (3) (3) (3) (3) (3) (17) 

16 旭が丘小学校
145 187 148 168 145 110 卯 3
(4) (5) (4) (4) (4) (3) (24) 

17 平山台小学校
100 118 133 139 126 11.0 726 26 
(3) (3) (3) ( 4) (3) (3) (19) (3) 

18 東光寺小 学 校
106 108 93 107 91 70 575 
(3) (3) (3) (3) (3) (2) (17) 

19 三 沢台小 学 校
114 115 112 110 105 125 681 
(3) (3) (3) (3) (3) (3) (18) 

計 1 9 校
2，552 2，777 2，637 2，778 2，538 2，415 15.697 61 
(67) (73) (69) (70) (66) (63) (408) (8) 

』ーーーーー
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No. 中 学 校名 1 年 2 年 3 年 言十 /() 障

1 日野第一中 学 校
317 273 229 819 
(8) (7) (6) (21) 

2 日野第 二 中 学 校
291 282 233 806 
(7) (7) (6) (20) 

3 七 生 中 でρふf-ら 校
233 234 183 650 6 
(6) (6) (5) (17) (1) 

4 日野第 三 中学校
413 402 329 1，1 4 4 
(10) (9) (8) (27) 

5 日野第四中 学 校
282 274 242 798 
(7) (7) (6) (20) 

6 沢 中 :ぶ子注4 校
226 21 6 206 648 

一 (5) (5) (5) (15) 

7 大坂上中学校
263 281 223 767 25 
(6) (7) (5) (18) (3) 

8 平 山 中 こぶ子>4 校
275 263 232 770 
(7) (6) (6) (19) 

言十 8 校
2，300 2，225 1，877 6，402 31 
(56) (54) (47) ( 157) (4) 

No. 幼稚園名 3 才児 4 才児 5 才児 百十

21 9 21 9 
1 第 一 幼 稚 園

(6) (6) 

86 86 2 第 一 幼 稚 園
(3) (3) 一

38 77 1 1 5 3 第 一 幼 稚 園 (1) (2) (3) 

40 42 82 4 第 四 幼 稚 園
(1) (2) (3) 

71 71 5 第 五 幼 稚 園 (2) (2) 

67 67 
6 第 ー/且¥ー・ 幼 稚 園 (2) (2) 

78 562 640 言十 6 園 (2) (17) (19) 
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避難所一覧表

!16 施設名 所在地 電話番号
収容

!16 施設 名 所在 地 電話番ー母 j人lX7i7L1 

人員

1 た かはた保育園 高幡 705 91ー2679 444 21 第七小学校 榊赴区画整理!t~ 83 -3907 

2111004645400 0 0 0 
2 ひらやま 1/ 東平山 1-1'-13 81-9225 392 22 第 八 H 三沢200 91-2411 

3 とよた、 H 豊田 4-10-3 81-3451 280 23 潤 徳 H 高幡 402 91-u409 

4 たまたいら H 多摩平 4-3 81-0004 390 24 平山 H 平山 4-8-6 91-4123 

5 あらい H 潟キ 842-i> 91 -i>132 300 25 百草台 1/ 百草 999 91-u998 
8剛80|| 

6 みさわ H 三沢 200 91-6131 396 26 商幡台 1/ 程久保 550 91-7011 

7 た訪サまた台 H 程久保 650 91-2231 360 27 滝合 1/ 
西南平平山 2-3-1 83-5172 800 

8 み左みたいら H 平山 4ー 20-1 91-2468 370 28 南平 1/ 4 -18-1 92 -2021 2000 

9 あさひがおτかH 旭が丘2-42-1 81ー7676 290 29 第 一 中学校 日野お 14 81-∞09 1520 

10 第一 幼稚園 多摩平 4-3 81-4124 448 30 第二 11 多摩平 4--5-2 81-u056 2160 

11 第二 1/ 平山 4-8-4 91-4125 193 31 第三 1/ 程久保 681 91~ 2229 500 

12 第 三 11 日野 2800 81ー7127 256 32 第四 11 旭が丘 2-42 83-3907 1320 

13 第 四 1/ 石田 431-6 83-a03 185 33 七生 1/ 南平 6-7ー1 91-0174 1280 

14 第 五 H 三沢 175 91-u432 5∞ 34 福祉センタベ牧)日野 2614 83ー2329 668 

15 第 一 小 学 校 日野 2加O 81一切 73 1920 35 1/ 信幡)高幡 696 91-4510 92 

16 第 二 11 東豊田 2-14-1 81--0070 1360 36 中央公民館 日野 2614 81-7580 羽 8

17 第三 " 日野台 2-1-1 81-u101 1440 37 都 立日 野 高 校 石田 190 91-7123 4272 

18 第 四 " 石田 4却 81-∞38 1520 
38 

千代田区 立
落川 1400 91-<1497 2∞ 

19 第五 " 多摩平 6ー21-1 81--D407 2800 七生 自然 学 園

20 第六 " 多摩平 3-21 81寸 686 2000 

避難所位置図

八

王

子

市

B 関

凡 例

. '…迎随 所

世字・H ・避難場所対照番号 国

立

N
4よ
!

市

M
hsl'' 

多摩 市
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市立小中学

番 開校 建 築 校舎保 有 普通
校 名 年度 校地面積 ト一一一一ー

号 年度 増改築 面 積 教 室 理
η1 

m" 科

1 一 M 6 37. 38. 39. 20， 947 4，420 25 1 

2 一 M 7 42.43. 48.53'""-'54 11， 640 4， 747 26 1 一
。3

一 S 23 41. 42.47. 4.9'""-'50 16， 806 6， 015 3 O( 5) 1 

4 四 M 6 39_ 40. 44. 15. 593 3. 865 19 1 

5 五 S 34 36. 39. 40. 43 18. 435 5. 212 34 2 

6 l'、・ S 40 38. 39. 43. 48 19. 833 6. 092 31 1 

7 潤徳小 M 6 39. 40. 45 15， 376 4. 822 28 

8 .平山小 M 6 39，. 40. 41. 44 13. 349 4. 439 24 1 

9 八 S 44 44. 47. 49 18. 428 5， 081 26 l 

10 百草台小 S 45 44. 48. 50 15， 143 5， 248 26 l 

11 滝合小 S 46 45---46 20， 545 5. 506 27 1 I 

12 高 幡台小 S 47 46. 48. 52. 16， 017 4， 952 27 1 . . 

13 七 S 48 47'""-'48. 52---53 13，509 3. 809 18 1 

14 南平小 S 49 48'""-'49. 53. 55 16. 519 5， 254 26 

15 程 久 保 小 S 52 49---51 16. 988 4， 072 18 1 

16 畑が丘小 S 52 51'""-'52 16， 642 5， 097 22 1 

17 平山台小 S 53 52---53.54 18. 536 4， 928 21(2) 1 

18 東光寺小 S 54 53--54 19， 586 4， 335 18 l 

19 三 沢台小 S 55 54'""-'55 15， 170 4， 483 18 l 

1 一 中 S 22 37. 38. 40. 47. 50 t 9. 186 5， 408 24 2 

2 一 中 S 29 34.. 35. 38. 40. 4J. Ij少--50 21， 150 6， 274 28 2 一

3 七生中 S 22 36. 38. 44. 45. 50---51 20， 367 5， 600 25 2 

4 一一 ヰI S45 45. 47. 49 2]， 520 6， 065 28 2 

5 四 中 S 48 47. 49. 52. 17， 278 6. 168 27 2 

6 三 沢 中 S52 51'""-'52 20， 679 5， 411 16 2 

7 大坂上中 S 55 54'""-'55 19，389 5， 561 19(2) 2 

8 平山中 S 56 55'""-'56 18. 200 5， 959 ':24 2 

( )心障教
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校施 設 覧
56.5.1 

教 室 ブνハブ

ブ ー ル
，、

特 別 教 室 教 室

美 技 視 そ 普 特
体育 館 対 25Xllm) 給食室 実学 級

3目2己 図 家 図
ηl d、(1Ox5m) ηl 

楽 工 術 術 庭 見~ 書
他の

通 別

1 1 1 1 2 1 575 大.小 149 26 

1 1 1 1 1 761 /1 172 25 

1 1 1 1 1 761 11 119 20(4) 

1 1 1 1 5 765 /1 128 23 

2 1 1 1 761 11 191 25(1) 

2 1 1 1 765 11 148 23 
言

1 1 1 779 /1 164 19 

l l 1 1 545 /1 133 22 

1 1 1 1 710 11 231 22 

l 1 1 1 752 
. 

11 188 18 
、

2 1 1 . 1 2 701 11 256 27 、. ふ a
‘~ 

~ もd

1 1 1 714 11 226 22 
込 J ‘ ， 

1 1 1 1 736 11 209 18 

1 1 1 1 1 734 11 188 2'3， 

1 1 1 1 760 11 216 17 

l 1 1 1 1 760 11 213 24 
. 

1 1 1 1 1 (2) 760 大.12x5m 268 19(3) 

1 1 1 1 760 大 .小 214 17 

1 1 855 /1 215 18 

2 1 2 2 2 1 1 842 大 21 

2 1 2 2 1 1 1，075 /1 20 

2 2 1 2 1 765 11 17， ( 1) 

2 l 2 2 1 1 3 1，067 // 27 

2 2 2 2 1 1， 136 1/ 20 

1 1 2 2 1 1 1， 118 // 15 

2 1 2(1) 2(1) 1 1 11 1/ 18(3) 

2 2 2 2 1/ 11 230 19 
L一一
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園 名 日野市立第一幼稚園

所在地 日野市多摩平 4-3

電 話 0425-81-4124・4105

/1国 路 豊田駅より北へ徒歩約 10分

園児数 男 116名女103名計219名

園長氏名 光永久夫 主任氏名 田中澄子

1.沿革の概要

昭40. 4. 1 日野市立第一幼稚園として設置

さる。学級 7、定員 280名、

職員教諭8名、用務員 1名。

4. 10 

5.25 

5. 30 

昭 43. 9. 6 

12.20 

2. 10 

昭 44. 6. 1 

7. 15 

昭 48. 3. 14 

10. 23 

昭 50. 3. 10 

12. 25 

2. 歴代園長

園敷地 2，700m
2
、園舎 777m

2 

プレハプ 1棟。

開園園児 280名

創立記念日とす

園章制定

プール第一次計画完成(中庭)

ホール増築完成

プール第二次計画完成

(プールサイド、シャワー)

プレイ、プ園舎、ベランダ増設工

事完成

運動場拡張完成

東京都交通安全教育実験学校

研究発表会(第一年次)

東京都交通安全教育実験学校

研究発表会(第二年次)

1 0周年記念研究発表会開催

国歌制定

園舎増築完成

保育室 3、プレイコーナ一、図

書コーナー各 1、保健室 1、資

料室 1、屋上、 トイレ、物置 1

氏 名 | 年月~年月

江角正子|昭40.4. 1 ---昭 56.3.31

光永久夫|昭56.4. 1 ---現 在

3. 地域の環境

市の一大集団住宅地域である多摩平団地およ

び周辺住宅の中心にある。近くには公園もあり

比較的閑静な環境にあったが、甲州街道と平行

してそのパイパス的役割をなす道路に面してい

るため近年は交通量も多くなり危険になってき

た。

4. 教育目標

(1) 明るく元気にがんばるこども

(2) よく見、よく聞き、よく考えるこども

(3) やさしい心をもっこども

5. 本年度指導の重点

(1) 学級経営の充実をはかり一人一人のこども

を大切にし、感情や個性の豊かなこどもの育

成に努める。

(2) 戸外の遊びを重視し、 圏外保育や体育的な

遊びを多くとり入れ、心身ともに健康なこど

もの育成に努める。

6. 本年度の研究主題

「活動意欲をもりたてる指導法」

7. 本校の特色

地域と園とのつながりを大切に考え、母親コ

ーラ スなどを通して教育の場を豊かにしている。

8. その他(教職員の研究歴)

開 発 委 員 ( 現 代 化 )

田中澄 子 (48.経営)

樋山欣 子 (50.自然)
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園 名 日野市立第二幼稚園

所在地 日野市平山 4-8-4

電 話 0425-91-4125 

JI頂 路 京王線平山域社公園下車徒歩 10分

園 児 数 男 39名女47名計86名

園長氏名 林 元美 主任氏名 沖山英代

1. 沿革の慨要

昭 40. 4. 1 日野市立第二幼稚園として平山

小学校内に設置

5. 10 開校記念日と定める。

5. 30 闘章制定

昭 46. 3. 10 日野市研究協力闘として研究発

表を行う

第二幼稚園の歌制定

昭 48. 2. 21 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会(第一年次)

昭 49.10. 22 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会本発表(第二年次)

12. 14 創立 10周年記念式典開催

昭 51. 4. 6 保育室、廊下、職員室、医務室

床、改装完成

昭 53. 9. 30 玄関入口広場を図書 コーナーに

改装完成

IlB 55. 9. 1 図書コ ーナ一本棚設

昭 56. 4. 6 市水道管引込工事完

2.歴代凶長氏名

氏 名 年月~年月

後}藤 正 太 昭 40.4 ~昭 42 . 3 

安 積利治 昭 42.4........昭47. 3 

小野 昆 昭 47.4........昭 51.3 

深滞真人 昭 51.4 ........昭 55.3 

林 元美 昭 55.4........現 在 |

3. 地域の環境

市の南西部にあり、南に多摩丘陵がつらなり 、

自然に恵まれ景観のよい環境である。

近年は宅地や住宅団地造成により 住宅地と化し、

都内に勤務する家庭の子弟が多くなっている。

4. 教育目標

(1) 元気に遊べる子ども

(2) やる気のある子ども

(3) 心の豊かな子ども

5. 本年度の指導の重点

(1) いろいろな遊びに、 白から働きかけをし、

積極的に取り組む姿勢をもっ子どもの育成に

努める。

(2) 地域の自然を活用し、圏外保育を多く取り

入れて自然に親しむ豊かな子どもの育成に、

努める。

6. 本年度の研究主題

・地域の自然環境をどのように、保育にとり入

れるか、実踏調査を通して、資料作りをする。

7. 本閣の特色

(1) 道路幅が狭く、近年交通量の富みに多くな

ってきた地域の実態に即し、交通安全に万全

をきたすよ うに、 家庭へもよびかけを行い協

力を得ている。

(2) 闘庭の花壇や植物に関心をもたせ、 計画的

な指導 と緑化を進めている。

その他

研究員 現代化委員

沖山英代 (52幼)

石川和子 (54幼 )1石川和子 (53幼)
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園 名 日野市立第三幼稚園

所在地 日野市日野 2800

電 話 0425-81-7127 

JI関 路 国電 日野駅下車東へ 10分

園児数 男 57名女58名計 115名

園長氏名 村田安正 主任氏名 坂口嘉津子

3. 地域の環境

交通量の多い甲州街道、川崎街道、市道に囲

まれた所に位置する。数年前までは、周囲に梨

畑などがあり、四季の変化を身近に感じ、こど

もたちも自然を利用した遊びを楽しむことがで 1 8. その他

きたが、最近では宅地化が進み、周囲の自然が| 教員の研究歴

失なわれていくようである。 Iじ註堕丹 研究 員

1.沿革の概要

昭 41. 4. 11 日野市立第三幼稚園 として

日野第一小学校内に設置

学級数 4 園児数 143名

5. 4開園記念日と定める

昭 42. 5. ブロック塀完成

11. 観察池設置

昭 46. 4. ‘ 市研究協力園

昭 47. 3. 屋外飼育舎新設

招51. 2. ・区画整理のたゆ、正門移動

・園庭整備

・10周年記念研究発表

昭 53. 8. ホール保育室等床改装完成

昭 54. 8. 廊下床改装完成

2. 歴代園長名

氏 名 年月~年月

音田辰次 41. 4--41. 5 

永野林弘 4 1. 6 --42. 3 

音田辰次 42. 4 --44. 3 

下回 忍 44. 4 --5 o. 3 

溝白木桂次 5 o. 4 --55. 3 

日十回一宏正 55. 4 --現在

4. 教育目標

心身ともに健康で、調和のとれた人格形成を

めざす。

0丈夫な身 体で 元気に遊ぶ

0自分で考え 最後までやりぬく 子

o心のやさしい 素直な子

5. 本年度の指導の重点

o友だちとかかわる中で、 一人の人間 とじて

必要な社会的生活態度を身につける指導を

する。

04才児、 5才児とし、 う年令の臭った集団の

場で、相互に育ちあ う指導に心がける。

0ひとりひとりのこどもを、より 正 しく理解

し個性をいかした指導を進めるo

6. 本年度の研究主題

日々の実践をとおして

o教育課程のみなおし、特に経験や活動の選

択と配列について

o 4才児の指導について

7. 本園の特色

0園庭に畑をつくり こどもたちが自らの手

で育て、収穫する喜びを味あわせているo

0一年中、いろいろな花が咲いている よう心

がけている。

開発委員

坂口嘉津子(44年)1 坂口嘉津子(51年)
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園 名

所在地

電 話

I1国 路

園児数

園長氏名 釜池 博

1. 沿革の概要

昭48. 4. 1 日野市立第四幼稚園として開園

学級数2、 園児数41名

教諭数 3名、 用務員 l名

昭 48. 4. 10 入国式挙行

10. 29 落成式挙行

11. 1 開園記念日と定める。

11. 7 園庭の植樹完了

12. 1 鉄骨製藤棚完成

昭 49. 3. 20 第一回修了児 46名

昭 50. 1. 13 うさぎ小屋完成

昭 51. 8.30 各保育室前、テラス完成

昭 53.10. 11 観察池完成

昭 54. 9. 8 廊下床、足洗い場改装完成

2. 歴代園長

氏 名| 年月~年月

内 藤 達 夫 I48. 4. 1 --52. 3. 31 

釜池 博 I52.4.1 --現在

3. 地域の環境

国道20号線の日野橋架橋より東へ約 1Km入っ

た、多摩川の土手近くにあって、日野第 4小学

校に隣接している。前面に中央高速道路が東西

に走り、西側の都道は交通量が多く 、道巾も狭

いため危険で、ある。周辺にはまだ田畑が多く、

桑畑や梨畑が続いている。農業用水路、 農道な

ども子どもたちの遊び場ともなり、緑も多く、

四季を通じて野外活動の場になっている。近年

少しずつ宅地化がすすみ、自然破壊が懸念され

る。園児のほとんどは、四小学区域からの通園

日野市立第四幼稚園

日野市石田 431- 6 

0425-83-3903 

立川一高幡不動京王パス四小前下車徒歩 5分

男 39名女42名計81名

主任氏名 平向邦江‘

であるが、二年保育が再開されてから、他の学

区域からも通園するようになり広がりをみせて

いる。

4. 教育目標

(1) 丈夫なからだで仲良く遊べる子ども

(2) 意欲的に活動する子 ども

(3) ゆたかな心を持つ子ども

5. 本年度の指導の重点

(1) 地域の自然環境を利用した野外活動を中心

に、 「見たり Jr手を触れたりJr試したり」

「世話をする」など、園児が直接体験として

自然事業に関わる中で、豊かな感受性ややさ

しい心を育てるとと込に、機敏性や体力増強

等身体諸機能の発達を助長する。

(2) 幼児の実態を的確に把握することに努め、

発達段階に応じた、環境構成をくふ うして、

幼児の自発性を育てる。

(3) ひとりひとりの幼児理解につとめ、個に応

じた指導法をくふうする。

6. 本年度の研究課題

幼児の発達段階及び閣の実態に即応 した教育

課程の編成 一指導計画を中心にー

1 本閣の特色

0河原遊び、草摘み、梨も ぎな ど、闘の囲り の

環境を利用した四季折々の経験や活動を通し

て「自然Jに思う存分親しませている。

o圏内では小動物や草花の飼育栽培を通し科学

性の芽ばえを培うよう環境整備に配慮してい
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る。

0場、種類、指導形態などを考慮した体育的な遊びを多くとり入れ、園児の健康増進や運動能力など

高めるよう努力している。

。年長、年少児相互の交流の場を通し、遊びを伝達させ、経験や活動の巾を広げるとともに、年長児

の中に、思いやりや優しさ、責任感、協調性などが育つように配慮している。

8. その他(教職員の研究歴)

研究員

平向邦江(4 9年)

-70ー



園 名 日野市立第五幼稚園

所在地 日野市三沢 175

電 話 0425-92-0432 

11贋 路 京王線高幡不動駅下車東へ約 13分

園児数 男35名 女 36名計71名

園長氏名 古谷洋太 主任氏名 上野美津枝

1. 沿革の概要

昭 49. 4. 1 日野市立第五幼稚園として設置

される。

学級数 2、 定員 80名

教諭 3名、 用務員 1名

4. 15 第一回入園式挙行 閣児数62名

11. 1 落成式を挙行 同日を開園記念

日とする。

昭 50. 1. 20 園庭拡張される。

昭 51. 3. 20 第 1回修了式修了児 70名

昭 53. 4. 1 1学級増のためフ。レハプ教室増

築、学級数 3、定員 120名

昭 56. 4. 1 学級数 2、定員 80名

4. 10 第八回入園式挙行、園児数71名

地域の環境

京王線高l幡不動駅と百革関駅のほぼ中間の位

置にあり、周囲は田んぼ、畑が多く、自然に恵

まれ、 小学校、中学校に隣接している。近くに

は、高幡不動、多摩動物公園、百草闘などがあ

り、四季折々の野外活動を楽しむことができる。

4. 教育目標

0遊びに参加し、存分に楽しむ子

0豊かな心を持ち、自分を素直に表現できる

o望ま しい生活習慣を身につけた子

5. 本年度の指導の重点

(1) 一人、ひとりの幼児が自ら遊びに取組み、

存分に楽しみ、充実感、満足感を味わい、 生

き生きと活動できる環境構成の工夫につとめ

る。

(2) 興味や、関心をもって、積極的に取組み、

探求する心、感動する心をも った子どもに育

つよう、教育内容、指導方法の検討を密にす

る。

(3) 圏外保育を多くとりいれ、自然の中で遊ぶ

楽しさ、解放感を味あわせる。

6. 本年度の研究主題

一こどもの見方・育て方一

個人記録、行動観察をとおして、ひとりひ と

りのこどもを理解 し、育ててし、く。

7. 本闘の特色

。広い闘庭をし、か して、こどもたちの運動能力

を高める遊びを多 くとり いれているo

0闘l屈に畑をつくり、 こどもたちが自らの手で

て、収穫する苔びを味あわせているo

8. その他

研 究員

上野美津枝(53年)
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園 名 日野市立第六幼稚園

所在地 日野市程久保 876-2 

電 話 0425-92-6330 

I1原 路 京王線高幡不動駅より百草団地行きパスに乗車
高幡台団地で下車徒歩 5分

園児数 男31名女 36名計 67名

園長氏名 近内信輝 主任氏名 鷲見照子

1.沿革の概要

昭 50. 9. 6 圏舎新築工事起工

昭 51. 3. 19 園舎完成

4. l 日野市立第六幼稚園として開園

鉄筋平家建園舎

学級数 2 定員 80名

教諭 3名 用務 員 1名

敷地面積 1，408 m2 

園舎面積 473 m2 

4. 10 入園式挙行 園児数 73名

昭 52. 3. 19 第 1回修了児 80名

昭 53. 3. 20 第2回修了児 75名

4. 1 1学級増設 プレハプ教室 1

昭 54. 3. 19 第 3回修了児 95名

昭 55. 3. 22 第 4回修了児 93名

4. 1 1学級減プレハブ教室1撤去

2. 歴代園長

氏 名| 年月~年月

手代木和夫|昭 51.4.1 --54. 3.31 

近内信輝|昭54.4.1--現在

3. 地域の環境

日野市の東南部にある多摩丘陵に造成された

高幡台団地との分岐点に位置し、園舎は緑の森

林に固まれた美しい眺めの場所にある。近くに

は多摩動物公園、百草園、高幡不動などがあり、

野外遊びのできる場所も多く、自然に親しむこ

とヵ:で、きるO

8. 教職員の研究歴

4. 教育目標

(1) 明るく、元気なこども

(2) やさしい心で助けあうこども

(3) 最後までがんばるこども

5. 本年度の指導の重点

(1) ひとりひとりの発達や特性を生かし、心身

ともに調和のとれた幼児の育成につとめる。

(2) 自然に親しみ、情感豊かな心の育成にっと

める。

(3) 運動遊び、当番活動などの実践を通し、最

後までやりぬく心を育てる。

6. 本年度の研究主題

「ひとりひとりが遊びゃ活動にじゅうぶんと

りくむための指導と環境構成」

7. 本園の特色

(1) 在園する園児の約 85roが、高幡台団地、 百

草団地の公団住宅から通園している団地幼稚

闘である。 入園前には、 そのほとんどが、何

らかの形で集団保育の経験をして、入国して

くるため、集団へのとまどいや不安感が少な

く、慣れている子が多し、。

(2) 園舎内外の環境の整備と、その効果的な活

用法について力を注ぎ、家庭とも協力しなが

ら園づくりに努力している。

研究員 | 現代化委員 | 中心学校委員

鷲見照子(43社会)I 鷲見照子(49自然) I鷲見照子(50 --52自然)
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学校名 日野市立日野第一小学校

所在地 日野市日野 2，800番地

電話 0425-81-0073・0061

順 路 中央線日野駅下車徒歩 6分

児童数男 564名女 502名計 1.066名

校長氏名 村田安正 教頭氏名 大島昭 子

1. 沿革の概要 昭 48.11. 創立百周年記念祭

明 6. 5. 5 土淵山普門寺の本堂をあて開校。 昭 51. 4 非常階段(東側)設置

第一大学区第八中学区第五十四 8 給食室の改修。理科室の整備

番小学日野学校と称す。 (現在 昭 52. 7 体育館の屋根塗装

の中央公民館のどなり。当時、 昭 53. 2 理科室ガス配管 電気配線

神奈川県) 3 家庭科室改修

明45. 2. 11 校歌、校章制定、校舎増改築、 昭 54. 2 プ}ル改修、塗装、非常|階段

校地拡張 設置(西〉

昭 11. 4. 29 校旗寄贈(古谷剛次郎氏〉 昭 55. 8 排水溝改修、受水槽設置

昭 15 日野 28 0 0番地(現在地)に

土地 90 0余坪、新校舎建築開 2. 歴代校長

始。(戦時中、軍徴用) 氏名 年月~年月

昭 23. 4. 25 新校舎に移転完了 1 日野義順 明 .6. 5---明 9. 7 

昭25. 4. l 東京都指定実験学校となり、教 2 国府田学 明 9. 7---明 11. 3 

育課程の研究発足 3 小川則要 明 11. 4---明 15. 3 

昭 27. 3 5 上記の研究発表 4 鈴木宗也 明 15. 4---明 16. 8 

fJg 28. 8. 22 8 0周年記念プール竣 5 上 野 兼松 明 16. 9---明 18. 3 

昭 38.11. 3 日野市制施行により日野市立日 6 二見友三郎 明 18. 4---明 19. 4 

野第一小学校と校名を変更 7 八木岡党制 明19. 5---明21.10 

fiB 43. 4 日野市研究協力校として「教育 8 佐野鶴松 明2L.11---大 5 3 

環境の整備」を主題 として研究 9 古谷剛次郎 大 5. 4---大 12. 1 

発足。 10 河合平作 大 12. 2---大 15. 3 

8. 1 日野市集会場を屋内運動場兼 11 古谷削次郎 大 15 4 ---1171 1 l. 

講堂として移管 12 宮川 海三 昭 11. 2 ---1I{1 1 8 3 

昭 44. 2. 21 日野市研究協力校として「教育 13 貫井半蔵 昭 18. 4 ---Us 2 3. 8 

環境の整備について」 発表 14 小池 嘉一 昭 23. 9 ---1J{j 3t1. 3 

5. 1 東京都学校花壇協力校と なる。 15 尾崎半次郎 昭 34 4 ---I:IR 37. 3 

昭 46. 4 1 日野市小学校訪問学級設置。 16 五十嵐夜光 昭 37. 4---昭 38. 3 

5月 17日開級。 17 木村 清 昭 38. 4---昭 41. 3 I 

昭 47 2. 都市計画神明上区画整理事業開 18 吉田辰次 昭 41. 4---lijg44 

始。校庭南側一部縮少。 19 下回 忍 昭 44. 4 ---118 5 o. 3 

5. ビデオ一式購入 20 溝呂木桂次 昭 5O. 4---昭 55. 3 

昭 48. 4. 授業研究校。(以来現在まで) 21 村田安正 昭 55. 4---現在
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3. 地域の環境

本校は中央線日野駅の南方に位置し、農地、工場、商庖、住宅により構成される地域を校区として

いる。駅より近く 、交通の便はよいが、甲州、川崎の両街道をかかえ、交通禍の危険をはらんでいる。

校区内は、区画、地番の整理も十分でなく、近代都市への脱皮の途上にあるようである。最近、田畑

は宅地造成、区画整理などにより宅地化しつつある。しかし今のところは、公害におそわれることも

ほとんどなく、自然の美しい心やすまる環境も残されている。

4. 教育目標

本校の教育は、地域社会、児童の実態に則し、自主的に人格の完成につとめる児童の育成を目ざし、

次のことを中心に展開する。

(1) 科学性を身につける子ども (2) 豊かな心情をもっ子ども

(3) つよい意志をそだてる子ども (4) じよ うぶなからだをつくる子ども

年度の重点 意欲をもって、生き生きと生活する子どもの育成を目ざし、 学校生活全般において、

「よく聞く j態度を培い、自ら考え、判断する態度を確立させる。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動の指導の重点

ア 各教科 授業研究を通して教材性の吟味と指導の適正に全力を注ぐこと。

指導要領改訂に伴う移行の趣旨、内容を着実に実践、指導すること。

イ 道 徳 人格を尊重し、協力しあえる集団づくりを実践的活動によ って培う。

ウ 特別活動 集団的な実践活動を通して、児童の所属する集団の一員と しての役割を自覚し、

集団の運営に進んで参加するよ うに指導する。

(2) 生活指導の重点

0生活指導の基本的な考え方

全職員が学年、学級の枠をこえて、児童一人一人の個性、 能力をよく理解、犯雌し、厳しさと温

かさのある指導を進める。

根気強い指導のつみ重ねと、創意を生かした活動によって、 一人一人の児童が目標をもち、 それ

なり の場と機会を得て、生活に 「は り」を持たせるよう特に配慮する。

。集団の秩序と安全保持の立場から指導の徹底をはかる。

特に、次の五つのやくそくを重点とする。

①人の話をよく聞く。②整理整頓。③時間を守る。④あいさつをする。⑤正しい歩行。

6. 本年度の研究主題 「基礎的、 基本的内容をおさえた指導法の研究J

本校では、学校生活全般を通 して「よく聞き、よく見る」態度を培 うことに力を入れているがこの

よう な態度や力は、学習のベースとなるものである。 この上に立って、昨年度にひ きつづき一教科を

選び(理科)、 基礎的な学習事項の系統性、発展性を明らかにし、各学年にふさわしい指導方法を、

授業の実態に則して研究してし、く 計画を進めている。 今年度は、特に児童一人一人が意欲を持ってb

習に取り組む態度の育成に力を入れ、授業研究を通して個々の変容をはかつてし、く 。

7. 本校の特色

(1) 本校は、開校百七年を誇る歴史と伝統のある学校である。父母の中に も卒業生が多 く、地域の学

-74ー



校に対する愛情や期待は大きい。古き良きものを愛し、大切にし、地域との信頼、連帯を深めなが

ら、更によい校風を築くことに励んでし、る。

(2) 児童の心情は、すなおでまじめであり、落ちついた生活態度が育ってきつつある。

(3) 自然園、教材園、菜園、花壇等、 教育環境の充実をはかることが、現在の課題である。

8. その他 (教職員の研究歴)

〉ぞぞ 研究員 開発委員 研究生 道徳助言研 教多摩地区委 1 

育推進

1 村田社安 正 香 (川社善平 広(5教沢 フサ子 広 沢 フ サ子 古屋 光男
( 37.t:f: ) 54.t:f: ) 2 育相談) ( 55.56 ) ( 54) 

2 大 (島40給昭)子 小笠(原5 特久 雄
5.% ) 

3 古 (屋37.理光)男

4 
佐々木玄 吾

1.社)

5 井(55尻.教育武相談子) 

6 
有泉 徹郎

4国)

7 小(幡5 建
3理)

8 高(50木教育映方法子) 

9 小笠(原4 特久 雄
9.~ ) 

10 香川特善平
(49.% ) 

11 武 (内52体忠)雄
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学校名

所在地

電 話

11関 路

児童数

校長氏名 鈴木英夫

1. 沿革の概要

明 7. 3 神奈川県 9大区小4区豊田村尋常

小学校として創設、戸長山口平大

夫氏長屋を仮校舎にする。

年月不詳 善生寺本堂を校舎とし、上下 2等

級に分け、上等小学校は満十歳十

三歳までとする。

明 12. 2 豊田 13 2 0番地、善生寺の西隣

に新校舎建築。

明26. 4 東京府に編入される。

明41. 3 日野小学校豊田分教場となる。

昭 17. 

昭 21. 6 

昭 27. 12 

昭 31. 4 

昭 38.11 

昭 43. 6 

昭 44. 3 

sB 46. 2 

昭 49. 3 

昭 49.11 

昭 55. 3 

昭 56. 5 

豊田 218番地に新校舎建築、平

屋建 6教室。

南多摩郡豊田国民学校として再び

独立

第 1次増築、 2階建 8教室

日野町立日野第二小学校と校名変

更。

第 2次増築、 2階建 6教室

日野市立日野第二小学校と校名変

更。

第 1次防音、 4階建校舎完成。

第2次防音、 4階建校舎完成。

体育館工事、落成。

第 3次防音、 4階建校舎完成。

創立百周年記念式典を行 う。

1階建校舎完成

新プール完成

日野市立 日野第二小学校

日野市東豊田 2-14- 1

0425-81-0070・0851

中央線豊田駅南口下車、徒歩 10分

京王線南平駅下車、徒歩 15分

男 537名女 502名計 1，039名

教頭氏名 村松徹 二

2. 歴代校長

氏名 年月~年月

小山茂平 昭 21. 6 ~ 27. 

増島光一 11 2 7. 1 0 ~ 3 4. 

小池嘉一 11 34. 4....._ 38. 

森久保惣次 "38. 4~ 42. 

後藤正太 /1 42. 4""'_ 4 7. 

安積利治 // 47. 4....._ 5 O. 

永井雅夫 11 5 O. 4 ~ 53 

鈴木英夫 11 53. 4""'_現 在

3 地域の環境

9 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

・本校の学区は、かつては"盟国の屯"と11子ド

れた静かな農村で、あった。 とこ ろが、近年にた

って急に宅地造成が進み、 農家の害IJ合が 4%に

も激減している。

それでも、浅川を中心として田畑が広がり、

屋上から見る景観はすぐれて美 しし、。

・また、ロ ーラースケ ー トのできる駒形公凶

民プール、市立中央図書館など、公共施設に

も恵まれている。

・さらに保護者は、 学校教育に対する闘心が深

い。登校時の交通指導を積極的に進めるなど、

きわめて建設的であ り、また、協力的であるo

・一方、学校前の都道をはじめとして学区内の

道路はどこも道幅がせまく、 そのほとんどに歩

道がなし、。 しかも交通量がしだいに増加し、 鐙

下校の安全が憂慮される状況にな ってきている。
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4. 教育目標

5. 

(1) 学校の教育目標

。からだも心も強く明るい子

。みんなと仲よく力を合わせられる子(重点目標)

Oよく考え進んで行動する子

0責任をもって最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

(1) 

0人間尊重の精神に徹し、心身ともに豊かな子どもの育成をめざして

① 教育目標について学年に相応した具体目標をたて、学年会で話し合い徹底をはかる。

② 授業の研究を全職員の協力によって行い、主体的な学習態度を育て基礎学力の充実、思考力を

伸ばす指導を徹底する。

③ 教育活動の全体をとおして、人権、人命の尊重の教育に徹し、豊かな情操を育て、体力の向上

をはかる。

④ 教育活動全体に、児童を自主的に参加させる ようくふう し、 みんなと仲よく力を合わせられる

0指導内容を精選し、到達目標を改善し、指導の効果を高める。

O主体的な学習態度を育て、基礎的な学力の向上をはかる。

イ.道 徳

O愛情豊かな情操を育てる指導を行う。

標と道徳の関連をはかり、効果的な指導を行う。

ウ.特別 活動

の調和的発達をはかるo

O児ri!会、 学級会、 委員会活動、ク ラ ブ活動、 学校行、J~等をとおして 、 自主的、 実践的な態度を

1'1てるo

(2) その他の活動

(3) 

。なわと び等の指導をとおして、体力の向上をはかり辿併感を育て

O挫かな地域の自然を生かして、自然に親

、みんなと仲よく抑

O'llil司乍活をと おして、 越本的生活習慣の汗J此をはかるo

。避難訓練をとお し宅、 防災指滞の徹u'~をはかる

O )t~例研究等を とお して児童への共通足解を深め、協力して指羽にあたる

6. 本年度の研究主題

各教科の系統的学習到達目標の作成 と実践
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1 本校の特色

本校は、開校 106年の伝統を誇る由緒ある学校である。充実した百年祭もおわ久保護者や地域

住民の理解と協力のもとに、これまでの歴史をだいじにしながら、新たな伝統づ、くりに励んでいる。

児童の体位は標準程度であるが体力はすぐれている。これは学区内が自然環境に恵まれていること

が大きな要因と考えられる。

児童の心情は、すなおであり、態度もまじめである。児童の知能の程度は、ほぼ正常分配曲線と同

じ分布である。

8. その他(教職員の研究歴)

内訳 氏 名 研 究 員 研究生 |道 徳助 言 研

1 鈴木英夫 2 9 社 ~ 

2 | 村松徹一 4 1 理 科

3 |内藤 まつ代 5 2 道 徳、 5 4 ま で

4 |尾関博文 5 3 体 育
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学校名 日 野 市 立 日 野 第 三 小 学 校

所在地 日野市日野台 2丁目 l番地 1号

電 話

I1関 路

児 童 数

校長氏名 竹永 秀 雄

1. 沿革の概要

昭 23. 4. 1 日野小学校日野台分校として設

置される。児童 1--3年 340

名、教室 4、全学年 2部授業

昭 25. 6. 10 日野台小学校として独立する。

児童数 69 6名、教室 9、 4年

生迄 2部授業

7. 18 校章制定

9. 19 4教室増築、教室数 13、 3年

まで2部授業

昭 27. 4. 15 4教室増築、 教室数 17、 2年

まで 2部授誰

6. 10 校歌制定

|自 28. 6. 10 校地 850坪拡張、 6教室増築

教室数 23、 2部授業解消され

る。

Iljg 3 O. 4. 1 日野第三小学校と校名を変更

IIs 32. 3. 4 旧教室 4を取除き6教室を増築

教室数 25、児童数 86 9名。

附 33. 8. 3 給食調理室完成

8. 3 大小プール落成

ng 34. 3. 校地 11 0 0坪拡張

昭 35. 4. 1 日野町特殊学級が併↑置される。

|沼37. 4. 5 校門完成

昭 38.11. 3 日野市制施行に伴い日野市立

野第三小学校と校名を変更。

昭 39. 6. 2 放送室、用務員室完成

昭 42. 4. 7 防音校舎新築起工式

昭 43.11. 15 校地地番変更、日野市日野台 2

丁目 1番地 1号

昭 46. 2. 16 体育館落成式、校章制定

昭 48. 4. 1 鉄筋新校舎 9教室増築落成

0425-81-0101・0850

中央線日野駅下車徒歩 15分

男 389名女 389名計778名

(内ひばり 24 訪問 2) 

教頭氏名 津野田昭二

昭 50. 2. 25 鉄筋新校舎 (5教室、職員室、

校長室、事務室、放送室など)

竣工

6. 1 校旗制定

昭 54. 4. 1 東光寺小と分離

昭 55.11. 1 旧校舎渡り廊下撤去

56. 3. 31 文化財収蔵庫を設置

2 歴代校長

氏 名 年 月~年月

6. 1 0 --26.3.1 

aI IIs 47. 

附 5O. 4. 1 --5/1.3.3 1 

竹 永秀雄|出 54. 4. 1--現 准

3 地域の環ザ

京都の南西多摩川の南岸、甲州街道甘い、に

位置し、海技 800rnの日野台地を中心とした

地域である。

野自動車工場と ともに発展 した地域で、あり、

ム地のため公害も少なし、。

野台地(学区域 )の北部は多摩川をへだて

立川市、南は多摩丘陵、 西部は八王子市が眺望

できるすぐれた環境に恵 まれている。
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4. 教育目標

本校の教育目標は憲法及び教育基本法の精神に基づいて民主的社会人としての人間形成の基礎づく

りにある。

0じようぶな子ども

0 よく考える子ども

。明るく思いやりのある子ども

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0主体的に学習する子どもの育成をめざす。

。学校生活全般において言語環境を整え特に聞く態度を育てる。

イ.道 徳

。人権生命尊重の教育を基本として次の点を特に推進する。

・道徳的実践力を養う。

・相手の立場に立って考え、行動する子どもを育てる。

ウ.特別活動

0児童活動、学校行事、学級指導との関連において指導の充実をはかる。

0係活動や勤労活動に積極的に取り組む子どもを育てる。

0 児童の所属感連帯感を強め、協力してよりよい生活を築こ うとする実践的態度を育てる。

(2) その他の活動

0みんなの時間を週一回一単位時間とり、いきいきとした楽しい教育の場とする。

0なかよし広場の時聞を設け教師と児童、児童相互の交流をはかるとともに、体力の向上をめざ

す。

0学級の目、学年の日をより有効に使用し、個別指導の徹底をはかる。

0心障児学級との交流を深める。

(3) 生活指導・進路指導

O基本的行動様式を身につけることを重視し、学級経営の中で指導の徹底をはかる。

0心とからだの健康づくりに積極的に取り組み、実践する子どもを育てる。

O相手の立場に立って考え、自ら実践する子どもを育てる。

o家庭との連絡をとりつつ事故・非行防止につとめる。

o児童の個性や能力の伸長をはかりながら、生涯教育の中で職業の大切さを理解させる。

6. 本年度の研究主題

主体的に学習する子どもの育成をめざし、指導法の改善をはかる。

1 本校の特色

児童は明るくすなおであるが、やや主体性を欠き、ねばり強くやりぬこうとする力がたりない。

校内研修で、市教委の委託研究を受け、児童の主体性を高める授業研究を実施している。また、心

障学級(ひばり学級・訪問学級)があり、教育相談にも力を入れている。

多摩川をのぞみ、たんぽ、畑、丘陵などの緑にかこまれた自然環境に恵まれている。
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学校名 日野 市 立 日 野 第 四 小 学 校

所在地 日野市石田 43 0番地

電 話 0425-81-0038・3076

1原 路 日野駅から立川パス南詰下車徒歩 7分

立川駅北口から多摩動物公園行パス四小前

下車徒歩2分

京王線高幡不動から立川北口行パス四小前

下車徒歩 2分

児童数 男 471名女428名計899名

校長氏名 釜池 博 教頭氏名 白井岩吉

1. 沿革の概要

明 6. 5. 5 下回学舎

明21.11. 下回小学校

明41. 3. 日野小学校下回分教場

昭 29. 8. 18 校地決定 4，259.14坪

昭 30. 4. 4 落成式並開校式 この日を開校

記念日とする。

12. 22 校章制定

12. 25 第三期校舎竣工

昭 31. 3. 5 校旗完成

昭 35. 7. 20 プール落成式並祝賀会

昭 36.11. 1 校歌発表会、以後この日を開校

記念日とする。

昭 39. 6. 10 校地拡張及防音校舎に改築が決

定

昭 4O. 3. 31 防音校舎 9教室完成

昭 41. 3. 31 防音校舎第 2期工事完了

1 4教室完成

7. 9 下回学舎創立 92周年記念式典

昭 43.11. 27 統計教育研究指定校として研究

発表会をする。(都、市指定校)

昭 45. 3. 31 体育館落成

防音校舎7教室増築完成

昭 54. 2. 13 1年 2教室掲示板張替

3.20 受水槽改修、渡り廊下改修

3.25 防火戸改修、非常放送装置設備、

老朽プレハプ撤去、学級増に伴

うプレハプ 3教室増設

6. 20 教室スチール黒板 12教室整備

6. 22 プールサイド全面コンクリート

塗装工事

昭 55. 2. 2 給食室作業場及び休憩室改修工

事

3. 31 プレハプ二教室増設

昭 55. 6. 20 プール内塗装工事

8. 29 黒板スチール 14教室整備

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

浦上増太郎 昭 3o. 3. 2 9 --3 6. 3. 3 1 

田 中善次 昭 36. 4. 1 --4 4. 3. 3 1 

森 巌 昭 44. 4. 1 --4 7. 3. 3 1 

内藤達夫 昭 47. 4. 1 --5 2. 3. 3 1 I 

l1L池 博 昭 52.4. 1--現在

3. 地域の環境

市の東端、多摩川と浅川のおちあう三角地帯

9地区 1.90 0戸である。甲州街道から約 1Km

南にへだった多摩川あたりに位置し、田畑に固

まれ、前面に中央高速道路が走っている。米ど

ころ日野の田園地帯と多摩川梨の産出地域であ

る。

万願荘の集団住宅を始め近年宅地化が進めら

れ、 田園地域より住宅地化しつつある。

-81-



4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

自ら考え正しく判断し、行動しうる児童の育成をめざして、次の教育目標を達成する。

0心もからだも強い子

。すすんで勉強する子

oみんなと協力する子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.毎日の授業を大切にし、授業の中にゆとりと充実を求め基礎的、基本的事項の学習内容を確実

に身につけさせる。

イ.学校、校庭、地域の連携をはかり、道徳の実践的指導に力を入れる。

ウ.体力訓練、集団活動を通して、強靭な意志力、集団規律に対する観念の泊養につとめるo

エ. 特別活動の一層の充実と創意ある教育活動の教育的効果を高める。

オ.学校生活に魅力をもち生甲斐をもって快活に明るい毎日をおくれる児童を育てるO

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

①具体的な学習経験を通して確実な知識を身につけさせ創造的な能力の育成をはかる。

② 自主的な学習態度を育て個々の児童の学力を高める指導法の改善をはかる。

イ.道徳

① 自他の生命、人格を尊重し、健康の増進と安全の保持につとめさせる。

② 勤労を愛し、正しい勤労感を育て社会連帯意識を高める。

ウ.特 別活動

① 望ましい集団の育成をはかり、温い血の通いあった人間関係を育てるo

②各 種の活動計画と実践の工夫を図り自発的、自治的な活動の充実をはかる。

その他の活動

ア.日課表、週時程表の中に、創意ある教育活動の時程を設け、実践活用する。

イ.ゆとりある しかも充実した学校生活を経験させ、豊かな望ま しい生活態度を泊養する。

生活指導・進路指導

ア.学校生活をたのしくするために、き まりを大切に考え実践行動させる。

イ.深く豊かな思いやりのある情操を泊養する。

ウ.生活にゆとりをもたせ、生活に充実感をもってすごさせる。

6 本年度の研究主題

集団の中で生き生きと活動する 子ども

(学級づくり を中心に)

(1) 学級づくりを通して、自らすすんで活動する子の育成をはかる。

(2) 児童の創意を生かした主体的な実践活動により充実した学校生活を創造する。

(3) 集団による活動の中で相互に協力し、援助しあうことによって好ましい人間関係を定着させる。

1 本校の特色

本校は、昭和 43年度に統計教育について研究発表を行い、その成果を更に深化拡充するために昭
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和 46年より子どもの自主性を生かす授業の研究をすすめている。

昭和 54年度、本校の教育目標の改訂に取り組み、教師、父母、子どものみた長所、短所を洗いだ

し、それぞれがどんなねがいをもっているかを調査した。その結果素直で明朗で活発である。

元気よく遊び、与えられた住事はよくやるが、自主性に乏しく、集中力に欠ける。ねばり強さがな

く、発表力に欠けるo 特に、基本的生活習慣が身についていなし、。という児童像がうかびでてきた。

そこで、本校の教育課題として、自主性、集中力、耐性、発表力、自己実現、基本的生活習慣、心身

の健康、創造性、社会連帯意識等の涌養としてとらえ前記の教育目標を設定した。

今年度は、特に、特別活動における児童の自主性を伸ばすことに力を入れると共に、体育的行事や

日常生活における体力作りをもりあげ、心身両面における児童の主体性の伸長をめざして研究に取り

組んでいる。

8. その他(教職員の研究歴)

〉型実 中央研 研 究 歴 開 発 委 員 研究生

1 白井岩吉 (42.体育) 白井岩吉(50.体育)

2 田森イ帝詮 (48.国語)

3 森田芳博 (56.体育)

4 吉村正三 (56.特活)
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学 校 名 日野市立日野第五小学校

所在地 日野市多摩平 6-21-1

電話 o4 25-8 1-0 40 7 (代)・0445

順 路 豊田駅北口より京王パス 日野駅行き

五小前にて下車

甲州街道を通るパス(京王・都)に乗

り日野自動車工場前下車

児 童 数 男 530名女 469名 計 999名(病弱児 7) 

校長氏名 田 中 光 教頭氏名 荒木健治

1. 沿革の概要

昭 34. 4. 1 日野町立日野第五小学校開校

4. 6 日野第二IJX学校、日野第三小学

校の校舎を借用し授業開始

6. 8 第 1期工事完成新校舎にて授

業開始(現在地)

昭 35. 9. 13 第 2期工事完成 2部授業解消

昭 36. 5. 31 第 3期工事完成

8. 28 大プール、小プール竣工

昭 38. 2. 20 校章制定

昭 39. 3. 11 校歌発表会

3. 25 校旗制定(卒業記念寄贈品)

昭 40. 4. 1 芝 山分校日野六小として独立

昭 42. 2. 23 都、 市研究協力校発表会

昭 43. 5. 20 体育館竣工

昭 44. 3. 3 創立 10周年記念式典

昭 50. 4. 1 訪問学級設置

昭 51. 3. 31 校舎全面的改修着手

昭 54. 3. 31 校舎五教室改修

昭 55. 3. 31 校舎五教室改修

昭 56. 3. 31 校舎六教室改修 (H校舎 )

給食調理室サ ッシ改修(外側)
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2. 歴代校長

氏 名 年月 年月

増 島 光 一 昭 34.4.1--昭 36.3. 31 

浦上増太郎 昭 36.4. 1--昭 39.3. 31 

福 寿文雄 昭 39.4. 1--昭 42.3. 31 

星 野 正男 昭 42.4.1--昭 47.3. 31 

荒井 一 男 昭 47.4. 1--昭 49.3. 31 

三 井知 夫 昭 49.4.1--昭 52.3. 31 

多 昌直 之 昭 52.4. 1--昭 56.3. 31 

田中光 一 昭f.6.4. 1----.現 在

3. 地域の概況

昭和 33年日本住宅公団により日野台地が開

発され、多摩平団地が建設された。この一角に

日野第五小学校が設置された。南は中央線、北

は国道 20号線(甲州街道)にはさまれ、パス

網が発達し交通は便利である。

団地の住宅以外に住宅街、商庖街をかかえ、

付近には日野自動車など4つの大会社があり近

代工業地域に接している。

団地内は公園、緑地、広場などが整備され立

木、芝生に固まれた空間は静かな住宅地として

よい教育環境となっている。



4.教育目標<最後までねばり強く >

心身ともに

5. 指導の重点

強健で

自主性と創

造性に富み

勤労と責任

を 重ん じ

規律正しく

協力して

社会生活に

貢献する

児童の育成

を期する

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

心とからだを

きたえます

よく考えて学

びます。

みんなで力を

合わせます。

oひとりひとりの児童の基礎学力の伸長を期するために、指導計画、教材研究を十分行い児童

の思考過程を重視しながら指導にあたる。

。児童の興味や自発性を尊重し、協力して最後までねばり強く学習するよ うに指導するo 特に

「学習意欲を高める指導法」の研究(国語)を通して主体的に学習にとりくむ児童を育成す

るo

イ道徳

。教育目標の具現化を図るため、特に本校児童の実態に即して、 ③整理、物・ 金銭の活用⑤自

由、責任⑧不とう不屈⑨思慮、節度⑮親切@寛容②勤労の T項目を強調し、 道徳的心情を深

化して、道徳実践力のある児童の育成に努める。

ウ特別活動

口毎週一定時程に設定し、学級会活動、クラブ活動、委員会活動、学級指導の実践を通して、

集団の一員としての自覚を深めるとともに、 自主性、協力的態度をもった個性豊かな人間形

成に努め、実践力を育成するo

o代表委員会、各部委員会は、毎月一回ずつ設け、企画 ・調整 ・実践活動を行う 。

(2) その他の活動

。倉Ij意を生かした教育活動として、毎月一回 1----2時間の集会(こいのぼり集会、おたのしみ

集会など )を企画し、 1年-6年のたてわり活動、兄弟学級の場を設定し、重点目標の達成

を図るo

。毎週月・火曜日を学級の日とし、各学級、学年、委員会で年聞を見通した計画をたて、個人

指導、教育相談、花づくり活動、集会活動などの活動をする。

(3) 生活指導・進路指導

。教育目標の具現化を図るため毎学期の目標・具体化方法辛子設定し、 計画 ・実践 ・評価のサイ

グルの中で、徹底を図るo
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。冊子「五小の子どもの一日Jの指導を通して、学校および社会生活における基本的行動様式

や望ましい生活習慣を身につけさせる。

。安全指導は年間 3回、避難訓練は年間 11回実施し、徹底を図る。美化デ一安全点検日を毎

月 1回設け、校舎内外の清掃、危険個所の徐去にあたる。

。生活指導全体会を学期 1回聞き、生活指導、教育相談上の問題、指導について協議する。

。進路指導については、児童の個性や能力の伸長、生涯教育などの立場から、中学進学、将来

の希望、体力づくりなどについて、道徳、特別活動の中で具体的な場を設け指導する。(特

に中学進学に対する不安を解消し、希望をもって進学するよう留意する。)

6. 本年度の研究主題

学習意欲を高める指導法の研究(特に国語を中心に)

7. 本校の特色

住宅公団の進出に伴い、新しい建築様式採用により建設された。当時は少ない児童数と広く静かな

校地の中で理想的教育活動をめざしていた。爾来児童数の急増により、 8回に亘る増改築を行ない様

相は一変した。しかし、校地内には手入れの行届いた樹木が多く、静かな環境の中で学習ができるよ

う環境の整備ができている。児童は身長が高く胸囲が狭いとしみ都市型の体位のものが多く、肥満児

は最近減少しているo 学校では、地域や児童の実態に即し、創意をもって日々実践し、成果をあげて

いるo

8. その他(教職員の研究歴)

J16. 中 央研 研 れフ舟1句4 員 開発委員 研 nノ今し「昭 生

1 荒木健治 (46.道徳、)

2 " (50.教経営育 ) 

3 戸塚春男 (52.図工)
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学校名 日野市立日野第六小学校

所在地 日野市多摩平3丁目 21番地

電 話 0425-81-4686・0366

)1頂 路 中央線豊田駅北口下車徒歩 12分

京王パス 小西六裏門下車 3分

児 童 数 男 451名女384名計835名

校長氏名 光永久夫 教頭氏名 津野田昭一

1 沿革の概要

日吉 39. 1. 1 日野第五小学校芝山分校として

設置児童 1年--3年

7学級 263名

ag 40. 4. 1 日野第六小学校として開校

14学級児童数 515名

教職員 21名

9. 6 プール完成(6コース 25m)

H百42. 2. 21 校歌の発表会

日百 43 2. 22 児童の体力づくりの研究発表会

6. 19 南校舎(普通教室 11、職員室、

校長室)完成

昭 45. 2. 28 屋内体育館完成

3. 16 落成式挙行(学校、 PTA共催)

日百 47. 2. 28 正門前舗装、北西門取付

3. 「児童の社会性育成の実践指導」

発表(市研究協力校)

4. 「考えさせる授業への手だて」

発足

日召 49. 4. 南校舎 3階増築(普通教室 5、

音楽室、管理室 4) 

日召 49. 5. 南門完成

10. 26 給食調理室増改築完成

ag 50. 3. 18 49年度都愛鳥モデル校に指定

6. 28 開校十周年を祝う会

12. 22 東京都選挙管理委員会より感謝

状を受ける。永年選挙ポスター

コンクールに協力したため。

H百52. 1. 10 体育倉庫完成

4. 1 日野市旭が丘小学校分離

昭 54. 9. 北校舎非常階段完成

2. 歴代校長氏名

氏 名 年月 年月

加々美良 英 昭 40.4. 1--昭 43.3. 31 

峰 岸 敬次郎 昭43.4. 1--昭 46.3. 31 

新海 圭 三 昭 46.4. 1--昭 50.3. 31 

安積利治 昭 50.4. 1--昭 53.3. 31 

光永久夫 昭 53.4. 1--現 在

3. 地域の環境

多摩平の台地に位置し、公団住宅と分譲住宅

よりなり、近くに小西六、 富士電機、帝人、 千

代田自動車等の工場がある。飛行機の騒音はあ

るが教育的環境は比較的よし、。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は法規に基づき、地域社会の特

性をふまえ、児童の個性と能力に即して、次

のことを目指して行なう。

。たくましい身体と心をきたえる

。考えながら学ぶ

。みんなと仲ょくする

。がんばりぬく心を養う

。しっかり働く

。生きものを育てる

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア 各教科の指導については「よくわかる、

楽しい授業」をめざして、協力共同組織で
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ある「ふれあう授業方式」による集団指導を一層強める。

イ 「ゆとりのあるたっぷりした授業」をすすめるために校内研究組織を一層充実させ、学年での

教材研究や準備、また教科研究部での「たての関係で、の研究」を基盤とする教科研究や授業研究

を深める。

ウ 「楽しい学校、規律ある生活」への実践活動として「こどもの創る学校Jのとりくみを一層充

実させ、行事やB土曜日活動を生き生きしたこどもの主体的活動の場とする。また、その内容に

ついては、創造、総力、協力を主なねらいとする「こども祭りjづくりに力を入れる。

エ 「体力づくりJや「やる気のある子」の育成をひきつづき推進させ定着をはかる。

オ 以上の基本方針を科学的に実践するため、授業時数の配当・ B土の設定、創意ある行事や教育

活動を保障する時数設定は年間計画表として年度当初に定め、さらに教育活動の企画連絡・準備

に関する組織構造と時間確保を確立しておく。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

。新教育課程 2年めとしてなすべきカリキュラム編成上の諸問題に対して意欲的にとりくむ。

。授業研究「考えさせる授業への手だて1の追求は整理と一般化のための検証を一層すすめ、 10

年めにふさわしい節をつくる。

。意欲的な自主学習、つまづきをなくす授業の研究活動は学年を中心に充実させ、さらに 「おく

れた子」に対するとりくみは学年はもちろん全校規模のとりくみにする。

イ道徳

o児童の感動を尊重し、心豊かなおもいやりのある人間の育成をめざす。

o進んで働き、労働のすばらしさを感じながら、がんばりぬく態度の育成と実践を尊重する。

ウ特別活動

。「子どもの創る学校Jや「楽しい学校づくり」の集約である「こども祭り」づくりの具体的活

動として、 B土活動、代表委、各委員会活動、クラブ活動、そして学級学年活動を位置づけ、

その中核推進組織として「こども祭実行委Jを設置する。

。すべてのこどもの主体的とりくみを通して、生きる力を育て、そして意欲的、実践的な集団づ

くりをすすめる。また、その実践をそのまま公開する機会を持つ。

(2) その他の活動

。指導組織の重点化・合理化のため委員会分担制と学年分担制の併用はひきつづきおこない、活

動の効果をあげる。

。授業へのゆとりと共に、それをささえる討論、準備学習を保障するゆとり、さらにこどもとす

ごすゆとり、この 3つのゆとりの確保をみんなで努力する。

(3) 生活指導・進路指導

。生活目標達成のため全校で力をあわせられるこどもを育てる。

。学校・家庭・地域のきまりを大切にし、自ら実践できる子を育てる O

。たくましい身体と心の発達をはかり、安全な生活のできる子を育てる。

そのため、指導組織としての「くらしの会JI特活委員会JI学年Jのつながりを深め、全員へ

具体的な事柄を示してし、く。また子どもの主体的な実践計画や運営のために特別活動と深いつな

がりをもたせる。
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6. 本年度の研究課題

「考えさせる授業」への手だてとして過去の授業研究で提起されてきたものを整理しながら、一般

化・普遍化のための検証をさらに試み、日常授業の質向上を図る。

7. 本校の特色

(1) 多摩平団地の造成の併なって新設された団地校で、ある。

(2) 児童は細長型、都会型の体位をしめし、ねばり強さに欠け、父母への依頼心が強い。

(3) 父母の教育的関心は高く、父母会の出席状況はよし、。

(4) 児童、教職員一体となって、花壇、自然、林、情操池を作成し、学校緑化と環境整備に効果をあげ

ている。都の愛鳥モデ、ノレ校となり野鳥の愛護にも努めている。

(5) I考えさせる授業への手だて」を主題に、校内研修活動に力を入れている。授業研究を 10年継

続しているo

(6) Iふれあう授業」として、全校で協力授業をしている。

(7) こどもが創る楽しい学校づくりをめざして全校あげてとりくんでし、る。

8. その他(教職員の研究歴)

研究員 文部省教科等調査委員

光永久夫(44.教育方法) 光永久夫(39.道徳)
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学校名 日野市立潤徳小学校

所在地 日野市高幡 402番地

電 言苦 0425-91-0409・0410

!I頂 路 京王線高幡不動駅下車北へ徒歩 5分

児童数 男373名女357名計730名

校長氏名 黒沢保雄 教頭氏名 高橋立身

1. 沿革の概要

明 6. 5 三沢医王寺本堂を仮校舎として開校、

潤徳学舎と称す。

明 11.11 三沢 701番地に移転し、潤徳学校

と称し校舎を新築する。

明 20. 4 校名を潤徳尋常高等小学校と変更。

明 26. 4 校名を潤徳尋常小学校と変更。

明 34. 4 校名を潤徳尋常高等小学校と変更。

明 42. 5 昭景尋常小学校を廃止し、落川分校

とする。

昭 16. 4 校名を潤徳国民学校と変更。

昭 22. 4 校名を七生村立潤徳小学校と変更。

昭 27. 5 創立 80周年記念として、白鳥省吾

作詩、信時潔作曲の校歌を作成する口

昭 33. 2 校名を日野町立潤徳小学校と変更。

昭 34. 4 給食調理室完成

昭 37.10 大・小プールならびに更衣室完成。

昭 38.11 校名を日野市立潤徳小学校と変更

( 90周年記念式典挙行、記念事業

として水棲動物園、河川模型完成)。

昭 40.12 安全教育優良校として都教委及び都

学校保健会より表彰される。

昭 41. 3 現在地に鉄筋コンクリート三階建防

音校舎完成、落川分校廃止。

昭 44. 2 屋内体育館落成。

9 日野市立日野第八小学校分離開校。

昭 45. 4 日野市立百草台小学校分離開校。

昭 46. 2 日野市研究協力校として「学級指導

の計画と実践」の主題のもとに研究

発表協議会を開催。

4 普通教室 9教室、学校図書館(2教

室分)増築。

昭 48. 5 開校百年記念式典挙行記念碑植樹完
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成。

昭 49. 4 日野市立南平小学校分離開校。

昭 52. 4 日野市立程久保小学校分離開校。

昭 55. 9校庭整備完了。

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

初 大塚四郎右衛門 創 立

2 覚井諦暁 明 9.12 --明 11.11 

3 和田作太郎 明 11.11 -明 15.11 

4 土方喜久太郎 明 15.11 -明 17. 2 

5 宮倉 保五郎 明 17. 2-明 19.10 

6 小 宮 太之助 明 19.10 -明 20.10 

7 須崎和蔵 明 20.10 -明 31. 2 

8 小宮浦一郎 明 31. 2-明 34. 4 

9 加藤菊次郎 明 34. 4-明36. 1 

10 佐藤良輔 明 36. 1-明42. 4 

11 沖倉与一 明42. 4-明43. 4 

12 荒木田大夫 明43. 5--明45. 3 

13 小宮浦一郎 明 45. 4-大 12. 3 

14 平 杉 蔵 大 12. 4--大 13. 3 

15 矢沢久司 大 13. 3-大 14. 9 

16 小泉栄一 大 14.10 -昭 3. 3 

17 広井博昭 昭 3. 4--昭 7. 9 

18 重松正顕 昭 7. 9-昭 14. 7 

19 鈴木慶蔵 昭 14. 7-昭 22. 2 

20 赤坂克春 昭 22. 2-昭 27. 9 

21 塚本 正 昭 27. 10 -昭 37. 3 

22 尾崎半次郎 昭 37. 4-昭 41. 3 

23 塚本 正 昭 41. 4-昭 43. 3 

24 溝呂木桂次 昭 43. 4--昭 47. 3 

25 星野正男 昭 47. 4-昭 51. 3 

26 村田安正 昭 51. 4-昭 55. 3 

27 黒沢保雄 昭 55. 4--現 在



3. 地域の環境

南に多摩丘陵が連なり、北は浅川が流れ、東西に田園が広がり、自然環境には恵まれていたが、最

近急激に団地や住宅がふえ、ベッドタウンとしての様相を呈するにいたった。

東西に走る)11崎街道の交通量も激増し、交通事故の心配も多くなっている。また、平日は日野高校、

実践女子大学、明星大学、中央大学生の通学に、休日には、高幡不動尊、多摩動物公園、多摩テック

等の行楽に高幡不動駅を中心にその乗降客でにぎわっている。

4. 教育目標

敬愛

自由

勤労

。わかるまで考える子

。すすんで、はたらく子

。思いやりのある子

。からだをきたえる子

学校の教育目標を達成するための基本方針

① 児童の実態に即して学年・学級経営の充実と教育内容、方法の改善に努める。

② 教育活動全体を通じて体を動かし、思考をはたらかせ感動を与える機会を多く設定する。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

自ら進んで考え、創造性豊かな知性と技能を育てる。

。基礎学力を重視し能力特性に応じた指導を行う。

。健康でたくましい体力づくりをめざす。

イ道徳

人間関係を深め相互に信頼と尊敬を得られるよう、道徳的心情と実践力を高める。

。図書 ・視聴覚教材等の活用により道徳指導の充実を図る。

。自然や人聞を大切にし公共心を培い情操を豊かにする。

ウ特別活動

協力実践的態度を育て個性の伸長と連帯意識を養う。

。集会活動や学級会活動等児童の表現の場や機会を多くする。

。共通の興味を追求するためのグラブ活動に時間をかけ充実する。

(2) その他の活動

児童や教師の創意により充実したしかもゆとりのある活動を推進するo

o学級の時間を確保し、個性能力に応じた指導を徹底する。

。勤労体験を豊かにする活動を重視し意欲的に物事をやりぬく態度を育成するo

。朝の「読みきかせ」の時間を設定し言語環境を整え情操を高める。

(3) 生活指導・進路指導

望ましい基本的生活習慣を身につけさせるため指導体制を強化する。

。問題行動、心身に障害のある児童の理解を深め適切な指導の実践に努めるo

o家庭や地域社会との連携を深め、心身ともに健全な児童の育成に努める。

。健康安全に関する熊力、習慣をつけるための指導を増進する。
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6. 本年度の研究主題

自ら考え、進んで活動する子どもを育てるための指導、法

1 本校の特色

本校は開校百年余りの輝かしい伝統と歴史にはぐくまれ今日にいたっているが、近年地域の宅地造

成による急激な児童数の増加はプレハブ教室の新増築、そして学校分離の繰り返しを余儀なくされ、

落ち着くところのない悪条件のなかをよく全職員・父母一体となって克服してきた。

しかし昭和 52年 4月程久保小学校分離以来、大規模校としてのさまざまな困難な条件も解消され、

適正規模のもとに着々とその成果をあげつつある。さらに教育目標を達成するため施設設備等教育諸

条件の整備と教育内容の充実をめざし努力を傾注してし、る。

8. その他(教職員研究歴)

ノ係 中 央 研 研究員 研 究 生 |

1 黒沢保雄(39.社会) 黒沢保雄(35.社会

2 小竹 章 (47.特活)

3 小林繁人(53鱒)
4 
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学校名 日野市立平山小学校

所在地 日野市平山4-8-6

電 話 0425-91-4123・0512

}I煩 路 京王線平山域社公園下車徒歩 7分

児 童 数 男 445名女403名計848名

校長氏名 林 元美 教頭氏名 石川保徳

1. 沿革の概要

明 6. 5 宗印寺を仮校舎として開校(真心学

舎とし、し、修業年限は 8カ年)

明 17. 平山 598番地に新築移転

校名を平山尋常小学校と改める。

明 35. 5 校名を平山尋常高等小学校と改める。

明 41. 尋常科を 6カ年、高等科を 2カ年と

する。

昭 16 4 国民学校令の施行により七生村立平

山国民学校と改める。

昭 22. 4 新学校教育制度の実施により七生村

立平山小学校と改める。

昭 32. 2 日野町、七生村合併により日野町立

平山小学校と改める。

昭 38.11 市制施行により日野市立平山小学校

と改める。

昭 42. 5 平山 4-8-6に移転する。

昭 46. 3 滝合小の新設に伴なう学区変更、平

山小学区は浅川の南側の地区となる。

昭 53. 4 平山台小の新設に伴なう学区変更、

平山苑と京王住宅地区を分離する。

昭 54. 9 校庭整地

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

梁 義 伯 明 6. 5-明 12. 1 

大沢教之助 明 12. 1--明 20. 3 

石井芳丸 明 20. 4-明 30. 5 

吉永信丸 明 30. 6-明 35. 5 

小宮浦一郎 |明 35. 6-明 45. 3 

古屋障司 |明45. 4-大 2. 5 

勝又房太郎 大 2. 5 -大 4. 5 

平 杉 蔵 大 4. 6 -大 9. 3 

上田富大 大 9. 4-大 15. 3 

杉山喜知太郎 昭 15. 4 -昭 6. 3 

石川雄丸 昭 6 4-昭 11. 3 

鳥羽照司 昭 11. 2-昭 13. 3 

石谷倉太郎 昭 13. 4-昭 21. 3 

飯塚節=昭 21. 3-昭 22. 3 

田宮五郎右衛門 昭 22. 4-昭 28. 3 

森久保惣治 昭 28. 4-昭 34. 3 

高橋本義 昭 34. 4-昭 37. 3 

加々美良英 昭 37. 4-昭 40. 3 

後藤正太 昭 40. 4"__昭 42. 3 

安積利治 昭 42. 4--昭 47. 3 

小野 晃 昭 47. 4--昭 51. 3 

深沢真人 昭 51. 4--昭 55. 3 

林 元美 昭 55. 4--現 在

3. 地域の環境

(1) 浅)11と多摩丘陵に狭まれた西は八王子市に

接する平地、田んぼ、畑等の農地も残ってお

り、自然に恵まれた環境で‘ある。

(2) 近年、団地、都営住宅、造成地住宅等市街

化されつつあり、他地域からの転入者が多く、

児童数も増加しているo

4. 教育目標

(1) 健康安全教育目標 ① 健康で明るい子

ども
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(2) 学力の充実

(3) 自主性の育成

② よく考えてさいごまでやりぬく子

③ 進んでよいことをする子ども

④ 力を合わせて働くこども

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教 科

。十分な教材研究のもとに楽しく力のつく授業をする。

。重点研究を通して指導法にくふうを加え、効率のよい授業をする。

イ道徳

。学校生活の中で、望ましい道徳的心情、態度、実践力を育てる。

。道徳の時間を充実し、実践的態度を育てる。

ウ特別活動

。行事、学級指導をとおし、安全教育の指導をすすめる。

。児童会活動、クラブ活動、委員会活動をとおして自主性を育て、協力する態度を育てる。

(2) その他の活動

。子どもまつり、地域の特性を生かした田植え、稲刈り等の生産的行事をする。

。基礎学力の定着、ひとりひとりの児童への多面的な指導のため、 「まと めの時間Jを設定する。

(3) 生活指導 ・進路指導

。ひとりひとりの児童の個性を生かし、よりよい学校生活の実現をはかる。

。安全教育には特に留意し、児童ひとりひとりがよく考えて行動するよう指導する。

6. 本年度の研究主題 ひとりひとりを生かす指導をめざして

評価基準を明確にし、ひとりひとりが確かな理解が得られるよ うに授業研究を通して実現をめざす。

7. 本校の特色

本校は、南に多摩丘陵を目前にし、北に浅川の流れがあり、田園に固まれ、豊かな自然環境に恵ま

れている。また、校内には、 131m2の大花だん、教材圏、約 100m2の芝生園と約 200m2の田ん

ぼ(借用)がある。本校では、これらの環境を最大限に生かし、教科、領域の指導を通して情操豊か

な児童の育成に努めている。

8. その他(教職員の研究歴)

ド|届¥¥内訳¥ 研 n九h品 員 現代化委員

1 小板橋五佐男(45. 算数) 小板橋五佐男(50. 算数)

2 大上琢磨(54. 特活)
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学 校 名 日野市立日野第七小学校

所在地 日野市神明上区画整理地域内 106

電 話 0425-83-3907・3908

JI頂 路 国電 中央線日野駅下車徒歩約 10分

児童数 男 385名女 315名 計700名

校長氏名 梅田 茂 教頭氏名 上山洋一郎

1. 沿革の概要

昭48. 4 0 日野市立日野第七小学校として開

校。 12学級児童 384名

。トラックを除く運動場全面に洋芝

の植付け。

6 0 校章制定

9 0 校旗制定

12 0校歌制定

昭 49. 3 0 日野市立日野第七小学校「校舎・

体育館落成記念式」及び「校歌J

発表会

。3月1日を開校記念日に制定

。第 1回卒業式 45名卒業

4 0 開校 2年めの入学児童 77名

昭 52.4 0開校 5年め入学児 79名 ・13 

学級となる。教室不足のため、 プ

レハブ 2教室増設

10 0 校舎の増築工事着工

昭 53. 4 0 学級数 14となる。

5 0 増築工事竣工普通教室 6 図書

室 1教室

昭 54. 4 0第 7回入学児童 93名

15学級となるo 職員 23名

昭 55. 4 0第 8回入学児童 111名

1 7学級となる。職員 24名

昭 56. 4 0第 9回入学児童 128名

。転入児童 2年以上 82名

昭 56. 4 0 1 8学級となるo 職員 25名

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

星野武之 48. 4. 1 -.. 52. 3. 31 

上部正 彦 52. 4. 1 -.. 56. 3. 31 

梅田 茂 56. 4. 1 -..現 在

3. 地域の環境

本校は、中央線日野駅から線路ぞいに徒歩で、

10分。日野台地に設置されている。本校の所

在地は、日野市神明上の区画整理地域内の呼称

が示すように、校舎の周囲は、住宅が建ち始め

たために、昔ほどの緑は眺められなくなった。

屋上に登ると、南には多摩丘陵、西には秩父

山地や丹沢山地をへだてて富士の秀麗が眺めら

れ、この日野台地には、遺跡が発堀されるとい

う、まことに環境に恵まれた場所に設置されて

いる。

本校の児童の約 72%が中央線の線路を経だ

てた西側の住宅地に居住しているo この地域は、

ここ 10年余りの聞に、旧甲州街道ぞいに急に

増設されてきた、新興住宅地帯である。都営住

宅・分譲住宅が主である。尚本校の周囲には、

大学・市庁舎・消防署と、子どもが学習するに

最適の地域として恵まれている。しかし、最近、

南側を東西に走る道路の交通量のピークが、児

童の登校時刻と合致し、しかも中央をまたぐ陸

椅を利用する児童数が圧倒的に多いことから、

交通事故発生の心配がある。

4. 教育目標

生命の尊重を基調とし、仲よ く健康で、豊か

な個性と能力をも った子どもを育成する。

。 みんなと仲よ くがんばります。

。 心とからだをきたえます。

。 深く考えて学びます。

いきものを、だいじにそだてます。
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5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科

。 基礎的・基本的事項を身につけさせ、学習活動にゆとりをもたせるo

児童の豊かな発想、を育てる学習指導法をくふうする。

。 教材教具の効果的な整備活用を図る。

(2) 道徳

。 実践につながる道徳性を育てるD

。 特設時間の指導を充実させ、心情の陶ゃを図るo

。 全教育活動を通して道徳、指導の充実を図る。

(3) 特別活動

学級会活動を基盤とし、委員会活動・クラブ活動及び創意ある教育活動へのひとりひとりの参加

意識を高めることにより、児童に楽しく、充実した学校生活をおくらせる。

(4) その他の活動

創意ある教育活動の推進にくふうを加え、児童の連帯意識を育てる。

。 特別活動との関連を図りながら、七小児童の一員としての意識を高める。

。 地区別や、兄弟学級別による遊び、の時聞を特設し、児童教師相互の親密化を図る。

。 校庭の芝の手入れを行うことによって、勤労意欲を育てるとともに芝に対する愛着を深める。

(5) 生活指導・進路指導

ア生活指導

。 校内・校外の安全指導の徹底を図る。

。 望ましい生活習慣(特に、ことばづかい・物を大切にする)の育成に努める。

。 望ましい友達関係の育成に努める。

児童の健全育成を図るよう生活指導の年間計画を検討する。

イ 進路指導

児童の特性の発見につとめ、これを伸長するとともに、将来、国家社会及び人類の発展に寄

与できる人聞を育成する。

t). 本年度の研究主題

発想を豊かにする指導法の工夫(理科)

1 本校の特色

(1) 小規模校の特性を生かした学校づくりを進める。

知・徳・体の調和のとれた児童の育成を進めるために、特に本年度は教育課程の編成にあたっ

て、教育調査の内容をどのように位置づけるか配慮、した。そのーっとして、児童相互・児童及び

教師・教師相互の交流を、創意、ある教育活動を通して深める週時程の編成をする。

(2) 学校環境をより充実させる。

。 本校は開校 9年めを迎えるが、学習環境及び自然環境の整った七小をより充実させるために、

環境委員会を中心に本校の将来あるべきビジョンの設計と、環境保全のための全体計画を作成し、

本年度より実施に取り組むことになった。

(3) 校庭緑化の一環として、校庭の芝の保全と補植に努める。

。 芝で逆立ちする子、寝ころんで天を仰ぐ子、読書する子、ときには、緑のマットとなり、緑の

ジュータンとなって子どもたちの心をほぐくんでいるo これをいっそう深めるために、今年度は、
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創意ある教育活動の一環として、学年を解体した縦割りの組織の中で、児童と教師が協力しあっ

て、芝の保全と補植を進める計画を立てた。

8. その他(教職員の研究歴)

〉で 中央研 研究生 研究員 開発委員 道徳助言研 その他

1 斉藤(3 イク 長田正夫 上山洋一郎 上山洋一郎
8) (52) 43) (海外48) 

2 上山(4洋2一)郎 秋山(54憲)一
平山 毅

39) 

3 平山(48) 
毅

平山( 55) 
毅

4 長田正夫
(50) 

5 草刈(5 1喜)一

6 秋山(5 1憲)一

7 小室(5 恒

司
dQ

U
 



学校名 日野市立日野第八小学校

所在地 日野市三沢 200

電 話 0425-91-2411・2412

)1贋 路 京王線高幡不動駅より東へ徒歩 15分

児 童 数 男434名女415名 計849名

校長氏名 古谷洋太 教頭氏名 山口武彦

1. 沿革の概要

昭44. 1. 2 開設が決定。工事に着手。

4. 1 八小関係の教員並に児童を分離

し、授業を開始。

8. 16 日野第八小学校開校o

校長金子武夫教頭長井新

次郎着任

教諭 16名事務主事 1名が補

せられる。

9. 1 4 1 5名の児童に転入学通知が

出されたが、校舎未完成のため。

そのまま潤徳小で授業を行う。

11. 1 開校式を挙行。開校記念日と決

定。

11. 25 校舎落成祝賀式挙行。

昭45. 1. 15 公募により校章決定。

4. 1 14学級となり、プレハブ 2教

室増築。

7. 15 校旗ができる。

7. 16 25m 6コースのプールが完成

し、プール聞きを行う。

9. 7 校歌完成。作詩米津千之、作

曲渡辺浦人。

昭 46. 4. 1 15学級 プレハブ教室増築。

昭48. 3. 本校舎 8教室の増築完了。

5. 校地前程久保川の工事完了。

昭 49. 3. 1 校門が完成。

4. 1 学級増のため、プレハブ 5教室

を使用。

8. 15 プレハブ 2教室が増設され、図

書室、教材室として使用。

9. 10 都市水道に切替え。

昭50. 1. 20 校地拡張。西門整備完了。

2. 20 第 3期増築完了。普通教室 6、教

材室2、非常階段、更衣室、自転

車置場、危険物貯蔵庫、投てき板。

7. 15 プール市水切替工事完了。

10. 25 体育館床塗替え。

12. 20 砂防 (10X8m)完成。

昭52. 4. 16 プレハブ教室、調理室改修工事

完了。

昭 53. 4. 15 プレハブ2階建工事完了。

教室 8、図書室、音楽室として

使用。

昭54. 3. 31 プレハブ 2階建 2教室増築工

事完了。

11. 17 開校十周年記念式典。

昭 55. 3. 31 三沢台小学校を分離。

6. 4 社会教育のための校庭開放を実

施する 0 2. 歴代校長

9. 15 体育館工事着工。

昭 47. 2. 15 体育館落成式を挙行する。

4. 1 プレハブ 2教室増築。

プレハブ、 5教室使用。

6. 20 西武百草団地入居のため 250名

の児童転入。
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氏 名 年月~年月

金子武夫 昭44. 8 --48. 3 

岡本省吾 昭48. 4 --53. 3 

古谷洋太 昭53. 4--現 在



3. 地域の環境

学校は、京王線高幡不動l駅と百草園駅の中間に位置している。学区は東西に細長く、学校まで徒歩

で 40分位要する児童もし、る。周辺は、開発途上にあり、田をつぶして住宅・商屈が建設され、都市

化が著しし、。 通学路の殆んどは、旧農道のため細長く曲がりくねっていて危険である。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

個性が豊かで調和と統一のとれた人間形成をめざして、次のような子どもを育成するo

(例ア升) 健康で

i何附イ引) 深く考えやりぬく子

(防坊 美しく豊かな，心むの子

(ェj 力をあわせはげみあう子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

地域や学校の実態に配慮し、児童の発達の段階に即じて次の基本方針により全教育活動や日常生

活の指導を行う。

(対 人間尊重の精神に基き、具体的事例を通してひとりひとりの人権を尊重 し合い、相互の人間関

係を深めることの大切さを学びとらせる。

何) 各学年毎の指導目標を明確化し、評価を適正に行いながらゆとりがあり、しかも充実した学習

を進める。

(坊 体力の向上、健康の増進を図るため月、季節、学期ごとにパラェティーのある体育的活動を実

施し実践的な態度を培う。

同 理科的な学習環境を整備し、教材の有効な活用をはかる。

同 交通や非常事態に際する安全行動や学校生活における基本的行動様式をしっかりと身につけさ

せる。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

。話を聞き本を読み自然、やものの美しさふしぎさに感動する心を育てる。

。深く広くものごとを考えるために、その方法を身につけ粘り強く取り組む姿勢をつくる。

イ道徳

。家族・友だちゃ多摩の自然、を愛し生命をいとおしむ心情を高めるO

。全教育活動を通じて友だちと協力し合い、思いやりや公平公正な態度を養う。

ウ特別活動

。学級・学年・学校の一員としての自覚を高め、さまざまな活動の計画、 実践、反省をさせな

がら四季おりおりの学校生活を楽しむ。

。学校行事や児童活動に全力を投入させ、自主性・協調性・創造性・ 実行力を強める。

(2) その他の活動(特活を含む)

。図工・音楽などを主とした創造活動の日を設け、児童の個性、特性を伸ばす。

。季節に合ったスポーツ活動を推進し，心身を鍛える。

。社会的行事に関連した活動を通じて人間性を豊かにする 。
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(3) 生活指導・進路指導

。教育相談を充実し、正しい生活や行動への意欲を高める。

ロもちものへの記名・忘れものをなくす・学校のきまりを守る・明るいあいさつ・正しいことばづ

かし、等の生活習慣を確立するo

。安全日の設定や日常清掃活動等により環境美化に努める。

。勤労について正しく認識し、人間らしい生き方に興味を持つO

6. 本年度の研究主題

「児童の主体性を高める指導法の研究」一理科学習を通して一

7. 本校の特色

① -iきれいな学校Ji明るいあいさつJi正しいことば」が、本校の努力目標である。そこで、広

い意味での教育環境づくりに力を入れている。

② 教師手づくりの各種遊具を使用しての体育活動や遊びを通して、子どもの体力づくりや創造性を

伸ばしている。

8. その他(教職員の研究歴)

/16. 中 央 研 研 'J斗1叫A 員 開発委員 研 n丸~ 生

1 山口武彦(49. ) 古谷洋太 (45.図) 山口武彦 (47社)

2 山口武彦 (46.社) 石川耀子 (53.体)

3 西国 陽 (52.国)

4 波多野担 (49.社)
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学校名 日野市立百草台小学校

所在地 日野市百草 999

電 話 0425 -91-0997~0998 

JI慎 路 京王線高I~番不動駅より百草団地行きパス

にて 5分、百草センター下車

児 童 数 男372名女358名計730名

校長氏名 竹内音治 教頭氏名 大熊喜一

1， 沿革の概要 よび周辺の児童は、高幡台小学

昭 44. 8. 12 校舎新築起工。 校へ転校o

12. 1 日野市立潤徳小学校百草台分校 昭 47. 4. 1 高幡台小学校新設により、児童

として潤徳小学校内で授業開始。 数 416、学級数 12、教職員

H百45. 4. 1 日野市立百草台小学校として新 1 8となる。

校舎に移転開校する。学級数 8、 6. 17 体育館落成式挙行。

児童数 11 8、教職員 16、市 昭 48. 3. 24 第 3回卒業式、卒業生 43名。

職員 30 4. 6 児童数 463、学級数 13、教

6. 1 開校式挙行、 6月 1日を開校記 職員 200

念日とする。 9. 26 校舎新築工事開始。

9. 1 高幡台団地の入居により児童数 昭 49. 3. 25 第 4回卒業式、卒業生 39名。

増加、 296名となるo 学級数 3. 31 増築 7教室竣工。

1 1、教職員 170 4. 6 児童数 541、学級数 16、教

昭 46. 3. 8 校旗・校歌発表会を聞き、 3月 職員 240

8日を制定記念日とする。 昭 50. 3. 25 第 5回卒業式、卒業生 48名。

3. 25 第 1回卒業式、卒業生 34名。 4. 7 児童数 613、学級数 17、教

4. 1 社会増による教室不足のためフ。 職員 250

レハブ 6教室増設。 昭 51. 3. 25 第 6回卒業式、卒業生 56名。

4. 6 児童数 604、学級数 16、教 4. 1 増築校舎完成。(普通教室 7、

職員 23、市職員 30 図書室 1) 

4. 30 校舎北側の埋立工事完了。 4. 6 児童数 700、学級数 17、教

7. 13 プール工事完了、大プール、小 職員 250

プール、シャワ一、更衣室、機 昭 52. 3. 25 第 7回卒業式、卒業生 77名。

械室竣工。 4. 6 児童数 738、学級数 18、教

12. 15 体育館新築工事着工。 職員 260

昭 47 1. 31 給食調理室および周辺の舗装工 昭 53. 3. 25 第 8回卒業式、卒業生 79名。

事竣工。 4. 6 児童数 779、学級数 20、教

2. 12 調理室火入れ式、調理開始。 職員 280

3. 25 第 2回卒業式、卒業生 44名。 昭 54. 3. 24 第 9回卒業式、卒業生 67名。

3. 31 高幡台小学校の新設にともなう 4. 6 児童数 799、学級数 21、教

学区変更により、高幡台団地お 職員 300
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昭 54. 5. 31 開校 10周年記念式挙行、記念

誌・タイムカ プセノレ作成o

10. 31 校庭南側の階段上に正門落成。

昭56. 3. 25 第 11回卒業式、 卒業生 95名

4. 7 児童数 730川学級数 18、教

職員 250 

昭 55. 3. 25 第 10回卒業式、卒業生

101名。

.， 

4. 1 学区変更により、梅が丘地区の

児童 45名が日野第八小学校よ

り転入。

4. 7 児童数 780、学級数 21、教

職員 28、講師 10 

3. 地域の環境

2. 歴代校長

氏 名 年 月~年 月

初代 岡本 省吾 45. 4. 1 --48. 3. 31 

2代 村田安 正 48. 4. 1--51. 3. 31 

3代 田中春男 5 1. 4. 1 --55. 3. 31 

4代 竹内 音治 55.4.1--現 在

日野市の南東部にあって、 多摩丘陵に造成された百草団地と梅が丘団地と が主な学区域である。団

地の内外ともに起伏が多く、 まわりには緑が豊かな、 静かで変化に富んだ高台である。

眼下には、浅川がゆっくりと流れ、その向 うには、日野市街に続いて立川 まで一望に見渡すことが

できる。近くには、多摩動物公園や百草園等があり 、日曜日には、都塵をさけたリ クレー ションの人

々でにぎわう。

自然、にいだかれた、よい環境といえよう。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

口元気な子ども

。考える子ども

。働 く子ども

o助け合 う子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 教育目標の意義及び、具体的実践について、教師の共通理解を深める。

② 体力の向上をめざじ、子ども自らがきたえる場を設定してし、く。

③ 基礎的 ・基本的内容を しっかりと身につけ、これをもと に考える力を育てるため、子どもの心

の動きや個性・能力を大切にし、 子どもの側に立っ た授業の充実をはかるO

④ '教育目標を総合的に達成するために、 創意、を生かした教育活動及び学級指導の時間の充実をは

かるロ

⑤ 教育目標の父母家庭への浸透をはかり、理解を深めると共に、子どもの家庭の中で‘の実践化に

ついて協力を求める。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

児童自らが考え、意欲的にとりくむ学習をめざして

。創意ある発問や課題の提示をはかる。

。体験や行動をとり入れた学習を大切にしてし、 く。
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。教材や教具の活用をはかる。

。教職員の協力による授業研究をすすめる。

イ 道 徳

道徳の時間だけでなく、学校生活全体の中から問題をほりおこし、ひとりひとりの子どもの心情

にはたらきかけ、実践化につながる指導をすすめる。

ウ 特別活動

。児童の創意や発想を大切にし、児童が自発的に参加する学年や学校の行事を積極的に企画推進

する。

。役員会を中心とし、児童総会、代表委員会、学級会、各種委員会など相互に連絡協力し合わせ

ることによって、指導効果を高める。

(2) その他の活動

。月曜日 5校時(1、 2年生 )、 6校時(3年生以上)を学年学級を中心とした創意ある教育活動

の時間とし、 学年または学級内の協力による児童の自主的な活動をすすめる。

o隔週木曜日の 6校時(必要に応じて 5校時)を全校児童を対象とした創意ある教育活動の時間と

し、 ゆたかな人間性の育成を目ざす児童の自主的な活動をすすめる。

。体力増強に重点をおき、児童自らが自分の目標をも って達成への努力を重ねるよ うにしむけてい

く。

(3) 生活指導 ・進路指導

。学校生活全体をとおして集団生活のきまりを身につけさせ、秩序ある安全な生活と協力の心を育

てる。

。学校環境の美化、清掃活動への積極的参加をとおして、公共物を大切にする態度や勤労の精神を

養 う。

。基本的生活習慣を身につけさせ、より良い社会人となることをめざす。

。指導を一過性のものとせず、評価と見届けを大切にし、成就感、満足感を味わわせる とと もに、

定着化をはかる。

6. 本年度の研究課題

「ひとりひとりを生き生きと学習にとりくませる授業の研究」

7 本校の特色

在学児童のおよそ 90パーセ ントが、 住宅公団百草団地から通学する児童であり、いわゆる団地学

校である。そのため通学略は整備 され、 専用の遊歩道が通学路となり、 安全性は極めて高L、。 しかし、

反面学区域が狭まく、変化を求め土のにおいに無限の魅力を感じているのが本校児童の実態である。

8 その他(教職員研究歴)

/係 中 央 研 研 究 員 研 究 生

1 竹内 音治 (42.社会) 大熊 喜一 (39鵠)
2 高倉教行 (51特活)

3 佐藤カズ子 (52.図工)

4 佐々村醇子(49.保健)
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学校名 日野市立滝合小学校

所在地 日野市西平山 2-3-1

電 話 0425-83-5172・5173

)1頃 路 京王線平山域社公園下車徒歩 10分

児童数 男541名 女523名計 1，064名

校長氏名 鈴木敏郎 教頭氏名 長谷川鉄夫

1. 沿革の概要

昭 44.12. 26 敷地購入(仮称第 11小学校)

昭 46. 3. 31 南校舎 (A棟)完成。プレハブ

校舎仮設使用。

4. 1 日野市立滝合小学校開校。

20学級編成 ・教職員 27名

市職員 6名。

4. 6 第 1回入学式・始業式

4. 30 運動場体育固定施設の設置

5. 30 北校舎(B棟)完成

6. 1 開校記念日

6. 5 掲揚塔、水飲場、足洗場完成

6. 30 給食室竣工

7. 1 学校給食開始

7. 20 プール竣工

10. 1 校庭鉄柵竣工、花壇・池完成

12. 1 校章、校歌制定

昭 47. 1. 21 エルサルパドル国教育局次長視

察

2. 20 体育館・校内通路完成

2. 25 落成式

3. 25 第 1回卒業式(卒業生 78名)

昭 50. 2. 18 体力作り研究発表会

4.---- 校庭植樹 250本

昭 51. 8. 動物園完成

3. 旭が丘小分離(児童 201名)

4. 校地内に学童保育所完成

6. プール補修エ事

昭 53. 9. 26 校庭全面整備完了

11. 排水工事・避難設備工事完成

2. 歴代校長

氏 名 年月~年 月

1 峰岸敬次郎 昭 46.4 ----50. 3 

2 鈴木英夫 昭 50.4 ----53. 3 

3 梅田 戊 昭 53.4 ----56. 3 

4 鈴木敏郎 昭 56.4 ----現 在

3. 地域の環境

本校は、日野市の南西にあって、校庭の南に

浅川が流れ、その向うに緑の多摩丘陵が続き、

周囲に田畑が多く 、屋敷森等ものこる回閣の中

に位置 している。小鳥のさえずりも聞かれ、 冬

には浅川周辺に数多く のわたり鳥もみられる。

しかし、 学校新設にみられるよう に、数多く

の住宅が建ち児童数も急増して、日野市の学校

の中でも一二といわれるほどになっている。学

区域は、中央線の南側、 豊田駅の近くまでと広

く、通学時間で 30分ぐらいの児童もいる。

近年、間道に自動車の通過もみられ、交通事

故の危険も増大しつつあ る。

4 教育目標

本校の教育は、教育基本法・学校教育法に基

づき、教育委員会の基本方針をふまえ、地域の

特性・児童の実態に基づき次の目標をめざして

行なう。

ア 健康で、たくましい子ども

イ 勉強に努力する子ども

ウ 進んで協力し実行する子ども

エ 生きものを大切にする子ども
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。 学校の教育目標を達成するための基本方針

教育目標をさらに具体化し、日常の指導に生かしていくために、学年・学級の実態・発達に即し

た具体的目標を設定し、この精神を生かし本年度の指導の重点とあわせて日々の実践活動をすすめ

るO

ひとりひとりの児童の理解に努め、学習指導にあたっては、立案・反省を確実にし指導法を工夫

し、児童自身に学習目標を持たせ、主体的・積極的・継続的に学習に取り組ませるよ う努める。

また、基本的・自主的生活態度を身につけるよう学校生活全般にわたり全職員をあげ全児童の指

導に努める。

ひとりひとりの教師の特性を生かし、協力的で創意あふれる指導と、学年・学級経営の充実をは

かるB

5. 指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動

ア各教科

。 各教科の目標をふまえて計画を密にして指導にあたる。さらに児童が学習に対してゆとりを

持って問題の解決にあたれるよう十分に配慮する。そのために教材、・教具 ・各種の教育機器を

効果的に活用し創意ある指導法の研究をする。

。 子どもの主体性を伸ばす指導法の研究を重点的に取り上げ、児童ひとりひとりに理解と愛情

のゆきとどいた質の高い授業をめざす。さらに学年を中心にして指導法の改善に努める。

イ道徳

o 人命はもちろん動植物の生命を尊重し、それに基づく健康の増進と安全教育に努力する。

。 互いに信頼し合い人間尊重の精神に基づいた実践活動を重視する。

。 やさしい心を持って、動物・植物はもちろん自然、を愛護する態度の育成に努める。

ウ特別活動

o 生活指導 ・保健・給食指導と緊密な連絡をとり、職員共通理解の上にたって活動をすすめる。

教育目標を達成するため、個 々の児童の自主性・創造性を重視、 尊重しなが ら積極性を高め

連帯意識の昂揚をはかるとともに実践的な態度の育成に努めるo

(2) その他の活動

学校として、児童の体位・体力の向上をめ ざしての時間を設定し、施設 ・遊具の活用と管理

を充実し児童ひとりひとりが課題を持って自己の目標達成に努力するよう努める。

学年・ 学級裁量の時間をとおして、 基礎学力の充実をはかり、体力向上・ 集会活動を実施し

て学校生活の充実をはかる。

(3) 生活指導 ・進路指導

。 学校のきまりを日々の教育活動に結びつけ家庭と密接な連絡をと って日常生活の基本的な行

動様式の育成をはかる。

o 交通・避雛の訓練行事や学校の全教育活動をとおして安全に対する意識や理解を深め自他の

生命を尊重する実践的な熊度を培 う。

6. 本年度の研究主題

「児童の主体性を伸ばす指導法の研究」 一保健・教科体育・生活化-

一般的に今の子どもは、体格はよくなったが体力は劣るといわれている。本校 5・6年生のスポー

ツテストの結果をみても、日野市のそれの平均値より劣っている種.目が多い。これは、 学校をとり ま
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く環境の都市化・生活様式の変化・遊び時間の減少・遊びの内容の変化など様々な要因が考えられる。

現在、体育指導は週三回、教科指導として行われている。クラブ活動やその他の領域の指導を含め

ても、体力が低いといわれている現代の子どもたちの体力を高めるためには十分とはいえない。もち

ろん学校だけで子どもの体力云々はできなし、。生涯をとおして体育 ・スポーツを愛好し実践する態度

を育成していくことが重要な問題である。

そこで、校内の体力向上委員会では、 4 7年度から 50年度まで続けられた研究を参考にして休み

時間を利用して体力づくりを進めようということにした。

遊びの中で主体的に体力作りを推し進めるためには、まず、授業の中で、意図的に指導されたものが

発展的に、主体的に遊びの中生活の中にとり入れられることが考えられる。そのためには授業そのも

のにも工夫がなされなければならない。

つぎに遊びの中で十分利用される固定施設なども整備しておく必要がある。そして何よりも子ども

に興味をもたせ主体的に「体力づくり」へ取り組むことができるように実践をおし進めていかなくて

はならなし、。

このようなことから、体力づくりの生活化・定着を考え主題を設定した。

さらに、昨年度から、より総合的に進めるため、保健の面からも主題に迫ることにした。

7. 本校の特色

校地面積 21391m2という恵まれた校地の中に一周 200mのトラック、ノミスケットコート二面、 二

の字形にならんだ校舎、周辺部に動物園、花だん、プール、体育館があり、おちついた空間を作って

いる。

校庭に作られた、児童・職員の労作による古材利用の遊具(だっこちゃん，滝合峠・ピョンピョ ン

丸太・宇宙遊泳)や、固定施設(砂場 ・遊び山 ・シーソー ・ジヤンクソレジム ・すべり台・ブランコ・

登り棒・雲梯・鉄棒・回転シーソー・タイヤ群・ジャンピングタッチ等)は、本校を象徴するもので

あり、児童の体力向上には不可欠のものである。

児童は全般的に素朴 ・純情・素直などの美点を持ち、活発に行動する元気な子が多い。

8. その他(教職員の研究歴)

中央 研 研 究 員 開発委員 研 究 生 その他

1 
鈴木敏郎
( 46.特活)

2 長(谷4川7.体鉄育)夫 都(体48力.体測育定)委

3 石川家成庭 子
( 52. %'(l@) 

4 L?1?家子:7 
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学校名 日野市立高幡台小学校

所在地 日野市程久保 550

電 5吉 0425-91-7011・7012

JI原 路 京王線高幡不動駅より百草団地行夫パスにて

5分高幡台団地下車

児 童 数 男440名女405名計845名

校長氏名 近内信輝 教頭氏名 古田歌介

1. 沿革の概要

H百46. 8. 7 校舎新築工事起工

昭 47. 3. 10 校舎完成

4. 1 日野市立高幡台小学校として開

校

鉄筋三階建校舎 普通教室 12、

特別教室 4、特別室 9、学級数

1 2、児童数 402名、教職員

1 8名、市職員 2名

5. 27 高幡台小学校PTA設立総会

6. 24 開校式

本日を開校記念日とする

8. 1 プール完成、プール開き挙行

昭 48. 2. 24 校旗、校歌制定

3. 24 第一回卒業式

卒業生 1学級 3 3名

o. 6 体育館落成式、体育選手模範演

技

昭 49. 3. 25 第二回卒業式

卒業生 2学級 46名

4. 1 第一期増築工事完成

普通教室 9、図書室 1、職員室

改造工事

昭 50. 3. 25 第三回卒業式

卒業生 2学級 5 5名

昭 51. 3. 25 第四回卒業式

卒業生 2学級 6 3名

昭 52. 3. 25 第五回卒業式

卒業生 3学級 97名

昭 53. 3. 25 第六回卒業式

卒業生 3学級 78名

4. 1 第二期工事完成

普通教室 9、教材室 3

昭 54. 3. 24 第七回卒業式

卒業生 3学級 9 8名

昭 55. 3. 25 第八回卒業式

卒業生 3学級 108名

昭56. 3. 25 第九回卒業式

卒業生 3学級 1 1 6名

2. 歴代校長

氏 名 年月 ~年月

松平健太郎 昭 47.4. 1 --5 O. 3. 31 

手代木和夫 5 O. 4. 1 --54. 3. 31 

近内信輝 54. 4. 1 --現 在

3. 地域の環境

日野市の南東部の多摩丘陵に造成された高幡

台団地がおもな学区域である。高幡台団地は 5

階--1 1階の高層鉄筋住宅で、歩行者通路と車

道が分けられていたり、郵便局、ショ ッピン グ

センターが住宅内にあるなど住み良く作られて

いる。団地のまわりには緑の森林をめ ぐらし、

西方には丹沢、関東山地の山々を越えて富士が

望まれ、北西方には日野市街、日野台、八王子

市街から遠 く秩父の山々が連っ ている。学校か

ら眺める景観はまことに美しくかっ壮大であるO

近くには、 多摩動物園、 百草圏、 高幡不動が

あり、都民に親しまれているO 住宅街の近 くに

は田畑も残っ ていて、 農耕にいそしむ農家の人

も々あり、 静かなよい環境である。
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4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

個性豊かで調和と統一のとれた人間形成をめざしてつぎのよ うな子どもを育成する。

。あたたかい心で助け合うこども

oよく考え、自分からやりねく子ども

。働く子ども

。明るく健康な子ども

「たすけあう子」

「かんがえる子」

「はたらく子J

「たくましい子」

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

よく考え 助け合う態度を養うため特活を充実させていく。

本校の実態をふまえ、日常の児童話動の活発化をはかる。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動

ア各教科

口授業にゆとりを持たせ、基礎的・基本的な内容を確実に身につけさせる。

o指導法を工夫し、意欲的な学習態度を養う。

イ道徳

。廊下の歩行、集合の仕方など集団生活のきまりや、望ましい行動の習慣を身につけさせるD

。他人の立場を認め、力を合わせてものごとをやりぬく熊度を養う。

ウ特別活動

。運動会、音楽会等の学校行事や、学校生活の中に、児童の考えを生かし、より楽しい学校生活

を築く。

。児童の計画運営による行事(小運動会、夏休み作品展、六年生を送る会等)を通じて、児童活

動の活発化を図る。

。兄弟学級、お正月遊び会等を通して、児童のたてのつながりを深める。

(2) その他の活動

。地区清掃活動により、地域児童の連帯意識を深め、かつ勤労と自主の精神を養う。

(3) 生活指導・進路指導

。学校のきまりを日々の教育に結びつけ、日常生活に必要な、基本的な行動様式をしっかり身に

つけさせる。

。校舎内外の環境の美化に努めよ情操豊かな児童を育てるO

o学校の全教育活動を通して、自主的・自律的な態度を身につけさせる。

6. 本年度の研究主題

児童会活動及び学級会活動の活発化

7. 本校の特色

団地校であることから家庭の生活程度が平均している D 児童の知能程度も比較的高い。反面閉鎖的

で協力面に欠ける。
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8. その他(教職員の研究歴)

〉ぞで 研 円フ今し守宅 員 研 ~吃4 生

1 勝俣友子(46.給食) 近内信輝(37.社会)

2 古田 歌介(50・教経営育 ) 
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学校名 日野市立南平小学校

所在地 日野市南平 4-18- 1

電 話 0425-92-2021・2022

JI頂 路 京王線南平駅より徒歩 12分

児童数 男435名女 416名計851名

校長氏名 松日楽敬治 教頭氏名 野口昭平

1. 沿革の概要

昭 48.12. 17 日野市教育委員会において、南

平小学校を設置決定。

昭49. 3. 25 仮設校舎完成、プレハブ教室11

職員室 1、校長 ・事務室 1、教

材室 1、他に潤徳小新館に 4教

室、更に保健室、用務員室をク

ラブノ、ウスに設置

4. 1 日野市南平小学校開校

学級数 15、児童数 535名

教職員 22名、市職員 4名

4. 5 仮設校舎校地整理完了

5. 4 本校舎工事着工

総工費 22 0， 1 6 6万円

敷地面積 26，535 m2 鉄筋コ

ンクリート四階建防音校舎

4，456 m2 

5. 22 南平小学校PTA設立

11. 15 本校舎完成

普通教室 20、特別教室 5、保

健室、給食室、校長室、職員室、

事務室、用務員室等

11. 22 校樹として「スズカケの木」を

決定。校旗 ・校章の図案のもと

とするO

校歌 ・校旗 ・校章の制定および

発表会を挙行。

当日を本校開校記念日として制

定する。

11. 29 本校舎へ移転

11. 30 校庭整備完了、進入路舗装、正

門・フェンス取付完了

昭 49.12. 31 体育館完成

昭50. 4. 30 大 ・小プール完成

昭53. 3. 15 校舎 3教室増築

昭54.12.21 体育倉庫(プレハブ)完成

昭56. 3. 27 校舎 3教室 ・図書室増築

2. 歴代校長

年月 ~ 年月

昭 49.4. 1 --55. 3. 31 

松日楽敬治|昭 55.4. 1 --現 在

3. 地域の環境

本校の学区域は、日野市の南部に位置し、前

面に多摩丘陵をきりひらいた南平台(なんぺい

だい)みなみ丘、鹿島台、川崎街道をはさんだ

南平中下(昔からの唯一の集落)京王線と浅川

ぞし、にはさまれた向島の六地区で構成されてい

る。比較的まとまった学区域で、あり、地区の把

握がしやすい。

南平中、下をのぞき何れも新興の分譲住宅地

であり、父母の社会的、経済的地位は比較的安

定している。従って学校教育によせる関心も高

く、学校に協力的である。

学区域には、自然林あり、田畑、果樹園等、

自然条件にめぐまれている。西方に丹沢連峰か

ら秀麗富士を仰ぎ見、施設、設備、校庭等の完

備と相まって、教育的環境としては、最高の条

件を見備しているD
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4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は、憲法、教育基本法の精神に基づき、地域の特性をふまえ、児童の個性、能力の伸

長と自発性、創造性を重視し、調和と統ーのある教育をめざして行う。

。 心身ともにたくましい子ども

。 考えながら学ぶ子ども

。 最後までやりぬく子ども

。 おもいやりのある仲よい子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

。 学校経営へ教職員の積極的な参加を通して、学校や教師の創意工夫を生かし、行事、会議のむ

だを省き、日々の授業を充実させ、ゆとりある学校生活の実現と豊かな人間性の育成をめざす教

育をすすめる。

学校、児童、地域の実態をふまえ、聞かれた学校をめざし、児童、教師、父母の心の交流をは

かり信頼を高め、より校風づくりにはげむ。

。 学習指導要領をふまえ、各教科、領域の基礎的・基本的事項を明らかにし、児童ひとりひとり

が主体的にとりくむ指導法の改善をはかる。

。 体力の増進をはかるため、環境を整備し体育、特別活動、創意を生かした教育活動を通して、

計画的に指導を行う。

。 行事を精選し、年間授業時数を確保し時間的、精神的なゆとりを持たせるため創意を生かした

教育活動を計画的に行う。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科

。 教科を精選し、児童が主体的に取りくむ学習指導法の改善を図る。

地域及び児童の実態をふまえた資料を作成し、指導過程の中で活用できるように指導計画の改

善に努める。

(2) 道 徳

学級・学年のわくをはずして交流の場を意図的に設定した諸活動の中でト責任ある行動と共に、

お互いを思いやること等道徳的実践の指導に役立てる。

。 道徳、の時間では、指導計画にもとづき資料の精選をし、十分活用できるよう配慮、し、指導法の

改善に努める。

(3) 特別活動

。 集団の一員としての自覚をもたせ、協力し合って活動しようとする自主的・ 実践的な態度を身

につけさせる。

学校生活のあらゆる場で、児童が積極的に活動し、楽しく参加できるよう指導計画の改善に努

める。

(4) その他の活動

学校・児童・地域の実態、をふまえ、学校教育目標を具現するために、 学校や教師の創意主夫を生

かした教育活動を行い、学校生活に喜びと充実感をもたせる。

① もみ種まきから田植、稲メIjり、脱穀、収穫を祝う 会、わらじ作りを通して生産の大切さ、勤労

の喜びを体験させると共に、地域との連帯をはかる。

② マラソ 、ノ、なわとび、リレー、球技大会等を通して、体力の増進すはかる。



③ たて割りにより全校遠足・遊び・清掃・給食を通して連帯感、協力、おもいやりの心を培う。

④ 1年生を迎える会、 6年生を送る会、七夕集会等を通して、計画性、創造性、実践力、自発性

を培う。

(5) 生活指導・進路指導

。 ひとりひとりを大切にし、互いに尊重し、助けあう生活態度を培う。

。 学校のきまりを守り、基本的な生活習慣を身につけ、充実した学校生活をさせる。

。 健康で安全な生活に心がけ、清潔で、活気ある学校生活をさせる。

6. 本年度の研究主題

児童が主体的にとりくむための学習指導法の研究

各教科の基礎的・基本的事項を明確にするとともに、児童が主体的に学習にとりくむための教材の

吟味・精選をする。さらに本校の年間指導計画の見直し、昨年作成した社会科年間指導計画が指導過

程の中に生かされるように改善に努める。これらのとりくみを研究の中心として、全員が授業研究の

体制をとり、授業を通して実証的に研究をすすめる。

7. 本校の特色

(1) 本校の児童は、素直で、礼儀正しく落ちついているO 物事に熱心にとりくみ、しっかりできる。

(2) 児童・父母ともに学校を信頼し、協力的である。

(3) 父母の経済的、社会的地位が比較的安定している。

(4) 学校生活の主人公は児童であるの認識のもとに、教職員が一致して教育活動にあたっている。

(5) めくやまれた学校施設・設備、校庭の完備、自然条件等、教育的環境は、最高である の

8. その他

ヌて 研 究 員 現 代 化 道徳助言研 調査委 員

1 野口道昭徳 平 松日(楽理敬治 野口昭平 野口 昭 平
(40 ~~) 49 J! ) 42 ) (50，51) 

2 村上音悦楽 子 片 岡 千 寿 子 和田いさを
(45 1f~D ( 55 55 ) 

3 藤田特孝活 彦
(48 %'n5) 

4 越村社清会 治
(48 fi~) 

研究生

和田いさを
( 53 ) 

つ白



学校名 日野市程久保小学校

所在地 日野市程久保 504の1

電話 0425-92-5014・5015

順 路 京王線高幡不動駅より動物園行きパスにて 5分

中程久保下車徒歩 3分

児童数男 331名女305名計 636名

校長氏名 渋谷義 教頭氏名 秋永悦郎

1. 沿革の概要

本校は潤徳小学校の規模の過大化を解消す

るためと、高幡台小学校の学区の変更に伴っ

て程久味地区に新設された学校で、ある。

昭 52. 2. 1 程久保小学校開設潤徳小学校

に開設準備室を設置

初代渋谷義一校長就任

4. 1 日野市立程久保小学校開校

学級数 18 児童数 652

教職員 26 市職員 8

4. 21 給食開始

6. 28 プール開き

7. 15 体育館竣工

10. 20 落成式挙行、この日を開校記念

日とする。校歌 ・校章発表会を

開く。

1. 19 第 1回音楽会を行う。

昭 53. 4. 4 学級増によるプレハプ教室設置

( 1教室) 1 9学級

11. 3 第 1回展覧会を行う。

昭 54. 1. 16 校内書初展を行う 。

11. 18 第 1回学芸会を行う 。

昭 55. 1. 18 体育倉庫竣工

11. 11 飼育舎竣工

2. 歴代校長

初代 渋 谷 義 一昭52.2. 1--現 在

3. 地域の環境

日野市の南東部にあって八王子市と接してお

り、明星 ・三井 ・電建の新興住宅地が主な学区

域である。住宅は多摩動物公開線の両側の起伏

に富んだ傾斜地に建てられているo 西側には動

物公園の園舎も見られ遠足時には、 子どもの集

団が遠望できる。東側は高幡台団地に接してい

る。緑が多いわりに、子どもの遊び場が大へん

少ない。

4. 教育目標

元気(丈夫で生き生きした子)

本気(一生けんめいとりくむ子 )

根気(最後までやりぬく子)

本年度は本気に重点をおき、 全教育活動

をとおして「本気で取り組む児童Jを育成

していく 。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教 科

。 主体的に学習にとりくむ児童を育てるo

o 教材研究を深め、授業をとおして指導法

の改善をはかり、充実した授業が行えるよ

うにする。

。 教材 ・教具の整備充実と活用をはかる。

(2) 道徳

。 教育目標の元気 ・本気 ・恨気を達成させ

るための道徳教育を推し進める。

。 人間性が豊かで、思いやりの心を持った

児童の育成に努める。

教科・特別活動 ・学校行事等全領の中で、

道徳性の内面化・態度化をはかつてし、 く。
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(3) 特別活動

児童会活動・学級会活動・クラブ活動などの集団活動をとおして、主体的な態度を養い、楽し

い学校生活を計画・実践できるようにする。

。 学級指導の充実をはかり、実践的な態度を育てる。

学校行事に自覚して参加できる児童を育て、学校生活を安全にかつ明るくうるおいあるものに

する。

6. 本年度の研究主題

ひとりひとりがし、きいきとする学習指導 一発問の工夫を通して一

7. 本校の特色

(1) 開校 5年めを迎えた本校は、新興住宅地の学校である。児童の多くは家庭環境にもめくやまれてお

り、いろいろな面でみたされている。そのため、明るくすなおで、のびのびしている反面、保護さ

れて育った感じで、たくましさに欠けるところがあった。

そこで、朝の 10分間体操をはじめ、 学校生活のなかでの体力づく りに努め、ものごとに本気で

取り組むよう指導を重ねてきた。現在では、体力も次第に増強してきており、儀式等で倒れる児童

もいなくなった。

(2) 父母は教育熱心であり、学校教育にも協力的である。

8. その他(教職員の研究歴)

次空 研 ~ 員 研 r九内噌」九 生

1 渋谷義 一 (4 1.理) 渋谷義 一 (42.理)

2 秋永悦郎(45.国 )

3 上野森良(49.国)

4 川上卓ー(55.理)

A
吐



学校名 日野市立旭が丘小学校

所在地 日野市旭が丘 5丁目 21番地の 1

電話 o4 2 5 -8 3 -3 7 3 3・3748
守。 ・ 弘 、

順 路 中央線豊田駅北口下車徒歩 25分

京王・都パス〈石川入口)下車 1.0分ー

児童数 男 487名 女417名計904名

校長氏名 小野寺東雄 教頭氏名 t‘田中光穂

1. 沿革の概要 10. 13、体育館ボーダーライト工事

11. 20 第 2回学芸会昭 51. 8. 18 起工式

市議会はよ H野市立旭が丘小学

校の設置を決定

昭 52. 2. 1 初代校長小野寺東雄発令

3: 31 校舎、プール完成

昭 53.

昭 54

昭 55.

4. 1 教頭、教諭等 25名、市職員B

名計 33名発令

4. 6 第 1回入学式 149名 4学級

全校 18学級 707名

4. 27 教育目標決定

7. 20 校章制定

8. 15 体育館完成

10. 1 開校記念大運動会

10. 12 校旗完成

11. 11 開校記念展覧会

11. 21 校歌制定。開校式典

11. 22 第 1回開校記念日

12. 3 校歌発表会

3. 25 第 1回卒業式 110名

4. 1 教職員 36名

4. 6 第 2回入学式 163名 4学級

全校 20学級 758名

11. 10 第 1回学芸会

3. 24 第 2回卒業式 95名

4. 1 教職員 38名

4. 6 第 3回入学式 156名 4学級

全校 21学級 833名

3. 25 第 3回卒業式 11 6名

4. 1 教職員 40名

4. 7 第 4回入学式 193名 5学級

全校 23級 9 1 6名

、

昭 56: 3: 25 第 4回卒業式 r2'2名

4. 1 教職員 44名

4. 6 第 5回入学式 145名 4学級

全校 24学級 904名

2. 歴代校長

|氏 名|年月~年月

J初代小野寺東雄|昭 52.2. 1ι現在

3. 地域の環境

本校は、日野市西南部で八王子市との境に位

置してし、石。 学区は、浅川の第一河岸段丘と第

二河岸段丘の二段にまたがってし、る。東西 2km、

南北 1.5kmと広く、 学校が西に偏在しているた

め、通学時聞が 30分以上かかる児童もしる。

学区の中心部は、東芝や帝人などの大工場が占

め、その周辺に個人住宅占や集と建団設住宅が混在して

L、る。現在分譲住宅が続 されている。

主要道路には歩道があるが、通工学場路はの交通安全

施設は整備中である。また、 多いが、公

害問題は少なし、。学校の周辺には、畑や雑木林

も多く社、員公が園争もあり、自然に恵まれてふる。父

母は会 く、そのため学校教育への関心

は深い。

4 教育目標

(1) よく考える子ども

(2) なかよ くする子ども

(3) がんばりぬ く子ども

(4) からだをきたえる子ども
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5. 本年度指導の重点

(1) 各教科

45分のー単位時間と指導技術の工夫、指導内容の精選により、学習活動にゆとりJをもたせ、

基礎的、基本的事項の徹底をはかる。

。 授業のあり方を研究し、児童一人一人が「よく見るJrよく聞く Jrよく気づく J望ましい理

解、態度、技能を身につけさせる。

(2) 道徳

、 唱、ι

。 教職員の協力態勢を土台に、学校の教育活動全体を通して特に道徳的実践力の向上に努める。

。 学習活動を多彩にし、児童の主体的な自覚をより促すよう工夫する。

(3) 特別活動

? 年聞や学期ごとの指導方針、目標を立て、適切な指導によって進んでやろうとする意欲を盛り

あげる。

。 活動内容を児童自らが立案し、実行する過程で、ねばり輸くやりぬく実践力とよりよい人間関

係を育てるo

(4) その他の活動

学年・学級の時間等により、児童一人一人に思いやりの心を育て、連帯感を強める。

「全校活動jの時間を設け、全校の交流活動などを行う。

。 各種活動の評価を適切に行い、指導の効果を高める。

。 開校5周年としての行事を通して、児童一人一人に学校の一員としての意識を高める。

(5) 生活指導・進路指導

「学校生活のきまりJの定着化をいっそう推進し、望ましい基本的生活習慣の確立を図るo

o 安全に対する関心を高め、自分の生命は自分で守る態度を育てる。

。 土曜日の職員会議等を活用し、共通理解を深めて、積極的に非行防止にあたる。

。 児童の個性、能力を伸長し、正しい職業感を養う。

6. 本年度の研究主題

昭和 56年度 「子どもによく考えさせる授業のあり方j

1 本校の特色

本年度は開校 5周年目である。教育目標のうちの一つである1(4)からだをきたえる 子ども」を重

点目標として全教育活動を展開してし、く。なお、恵まれた自然を生かした教育環境づくりを目ざして、

いっそう総力を結集する。

(1 ) 全体計画にもとづく授業研究の推進

(2) 織員・児童・父母の協力による環境整備と美化の促進

(3) 敷地内の自然林の保存と活用

8. その他(教職員の研究歴)

研

小野寺東雄(4 2.理)

究 員

中村麗 子(4 8.絵) 田中

田中光穂(3 7.国) 渡辺

奈良悦子(4 4.家) 奈良

に
り



学校名 日野市立平山台小学校

所在地 日野市平山 2-1-1

電 話 0425-92-6381・6382

順 路 京王線平山城祉公園下車徒歩 15分

児童数 男386名 女368名(計内7わ5か4名
くさ学級 26名)

校長氏名 小川 格 教頭氏名 石井三士

1. 沿革の概要

昭 52. 3. 28 学校建設校舎予算市議会議決

6. 3 学校建設準備委員会開催

9. 3 校舎建設工事請負契約締結

昭53. 1. 7 現在地に建設着工

1. 26 プール建設工事請負契約締結

3. 25 体育館建設工事請負契約締結

4. 1 日野市立平山台小学校として開

校、平山小学校の学区から新た

に平山 1，2，3，6丁目を平山台小

学校の学区域と定める。児童数

男 268 女 282 計 550

名 1 7学級(心障 2学級含)

の規模で開校する。

10. 24 校舎落成式校章発表

11. 22 開校記念展覧会 開校記念日

昭54. 3. 9 開校記念校歌発表会

4. 1 昭和 54年度発足(2 0学級)

昭55. 3. 20 校舎増築8教室完成

4. 1 昭和 55年度発足(22学級)

8. 15 中庭排水溝、飼育舎完成、遊戯

室床張替え、カeス配管一期完成

昭 56. 4. 1 昭和 56年度発足(22学級)

2. 歴代校長

氏

初代小川

名

在

同
月年

一
現

~
一
~

月
一
2:
 

一

q
J

年
一
郎

一
格

3. 地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の頂きを開発

して建設。北側は、日野市はもちろん八王子、

立川も一望でき、巨大な鳥撤図を眺めるようで

ある。また、南側は、多摩テックから平山城祉

公園に連なる雑木林が四季折々の風物を語る。

このような、景観だけでなく児童が学習する

上での生きた教材を得た学校である。

学区は、京王電鉄が造成・分譲した平山 1，2，

3丁目に加えて、平山 6丁目を含んだ、まとま

りのある地域である。また、この地に住む人々

は相互に環境の美化、浄化に心している。故に

静かでおちつきのある雰囲気カ帯住持されている。

4. 教育目標

憲法、教育基本法、学校教育法の示す国民の

育成につとめることを目ざし、次のよ うに教育

目標を定めるo

本校の教育は、生命の尊重を基底とし、自ら

考え正しく判断し実践できる力をもっ児童を育

成する。

。 よく考え くふうする子

。 力を合わせてやりぬく子

心豊かな やさしい子

明るく たくましい子

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特活の指導の重点

ア各教科

教科の授業を通して主体性のある児童の

育成につとめる。特に児童 1人ひとりが課

題をもって授業に取り組み、自分の力で課

題を解決したり完成した喜び、がもてる授業

をつくりあげる。また、基礎的・ 基本的事

項の定着をはかるため、教材性の吟味、指
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導内容の検討と重点化をはかる。教材教具の活用を工夫し児童にわかる授業を目ざすと同時に児

童の情報処理能力、資料の活用を高めてし、く。さらに、児童相互が協力し合って学習をすすめる

ことができるように授業を改善する。 巳

イ道徳 υ ;f' 

全教育活動を通して道徳的心情と実践力を育てる。そのため、教科いお 別活動等との関連をは

かり具現する。特に、児童の実態、;今日的課題の上に立づて次のぎをを重点とすfるも 、:

① 人や動物の生命を大切にし、 ，やさしい思いやりのある心を育てる三.

② 望ましい行動様式を身につけさせに節度や協調性のある生活ができるよう指導する。

③ 道徳の授業を充実し、適切な判断や行動のaとれる児童の育成を図る。

ウ '特別活動

児童の主体性を重ん'じ、創意を生がして活動できる学習の機会とする。特に、児童の意欲的な

'ぺ 4 活動を盛りあげJ継続と蓄積による成果を自覚させる。:ん勺

、， 児童が協力して取り組む過程を大切にし、児童自身が物事をよく見つめる、見極めることがで

きるような指導を重視する。

エ生活指導尽

日常の学校生活を通して健康安全の指導を徹底する。入

。 常に目標を持った生活設計が児令童自身に図れるよう留意する。

0 ・知・待、・体の調知のとれた人間性豊かな児童を育成するため、心身の発達段階に応じた指導

をする。

児童ひとりひとりの特徴や傾向をまく理解把握し、厳しさと温かさのある指導をすすめるD

。 家庭や地域社会及び関係諸機関との連携を密にLて協力体制を整える。

。 人権・人命尊重の精神を養い健康で安全に生活できる態度を身につける教育を推進する。

6.- 本年度の研究主題、

「主体的に学習できる児童の育成を目ざした授業のくふう」

7. _'本校の特色

市内全域がほぼ見渡せる所にある開校 3年目の盲学校十自然、環境に恵まれた学校(教材化に活用)。

心障学級設置校で心障児と健丈児との交流をすすめている。

地域の要請に応える教育力の提供について具体化をはかろうとしている。

8. その他(教職員の研究歴) ' 

内訳
開発委員

， 

中 央 研 研究員 研 ~ し 生
;16， 

1 小 )11 格 石'井二 e 士 小 )11 格
48 ) ( 44.国語) -.. .-.- (25理科)

2 信夫体清育 彦
( 54.{;tl0 

3 
藤井泰蔵

( 55.体育)

4 
藤井 清

理科)
一一一」
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学 校 名 日野市立東光寺小学校

所在地 日野市新町 3丁目 24番地 1号

電 言活 0425-84-6200・6201

JI贋 路 中央線日野駅下車徒歩 10分

児 童 数 男 297名 女279名計576名

校長氏名 高田 智 教頭氏名 清 水七郎

1. 沿革の概要

昭 52. 9. 30 学校用地買収予算市議会議決

昭 53. 3. 30 学校建設校舎予算市議会議決

6. 2 学校開設準備委員会開催

8. 21 校舎建設工事着工'"'-'54. 5. 31 

昭 54. 3. 10 体育館建設工事着工

'"'-'54.10.31 

3. 14 プール建設工事着工

'"'-' 54. 10. 31 

4. 1 日野市立東光寺小学校として開

校。日野第三小学校の学区から、

新町 3丁目と栄町 1，2，3，4，5丁

目を東光寺小学校の学区域と定

めるo 児童数 545名(男 287

名、・女 258名)1 5学級の規模

で開校するo

4. 30 教育目標決定

7. 18 校樹決定「さくら」

11. 20 校章・校旗・校歌制定

校舎・体育館 ・プール落成記念

式典、校章・校旗披露・校歌発

表会

昭 55. 3. 25 第 1回卒業式挙行

卒業生 88名

4. 1 昭和 55年度発足 1 6学級

4. 7 第 2回入学式挙行

入学生 109名

昭 56. 3. 25 第 2回卒業式挙行

卒業生 79名

4. 6 第 3回入学式挙行

入学生 10 6名

2. 歴代校長

|氏 名 |年 月 ~年月

|初代 高 田 智|昭 54.2. 1 '"'-'現 在

3 地域の環境

本校は、日野市北西部にあって学区域の一部

は多摩川と八王子市に接している。学区域は新

町 3丁目、栄町 1，2，3，4，5丁目で、東西1.8 km 

南北 0.8kmと東西に長く、学校は学区域の中央、

南側に位置している。通学時間は遠い児童で15

分である。

学区には、天正 16年僧永海が、旧東光寺の

あと地に建てた万松山成就院がある。また、 多

摩川と日野用水にはさまれた低地には農家が点

在していたが、都市化にしたがって兼業農家が

ふえ、まわりには、宅地造成が進み、個人住宅

や集団住宅が混在している。

学校の裏側には自然林があり、 正門近くには

田畑、果樹園等自然、条件にめ ぐまれているo 施

設、設備、校庭が完備され、教育的環境は優れ

ている。父母の学校にょせる関心も高L、。

4. 教育目標

憲法及び教育基本法の精神に基づき、自ら考

え正しく判断できる児童の育成をめざし、次の

ように教育目標を定める。

明るい子ども

(個性を伸ばし、礼儀正しい熊度を育て

る。思いやりの心を育て、協力する態度

を育てるo ) 

Q
d
 



。 考える子ども

(自ら考え、正しく判断できる能力を伸ばす。進んで学習し、自分の言行を反省する。

。 強い子ども

(じようぶな体にきたえる。責任を重んじ根気強く働く態度を育てる。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動

ア各教科

oひとりひとりの能力に応じた指導法をくふうし、基礎的な学力の向上をはかるo

。自主的な学習態度を育てるo

イ 道 徳

o 自分を反省するとともに、他人の立場を重んじ、実践する意欲を高める。

。物を大切にする生活態度や習慣を身につけさせる。

ウ特別活動

。自発的な活動を促し、集団の一員としての自覚と協力的な態震を育てる口

。学校行事に積極的に参加させ発達段階に応じて、心身の調和のとれた児童を育成する。

(2) その他の活動

。学校生活に変化を与え、ひとりひとりの児童の個性を伸ばし、 学校生活に喜びと充実感をもた

せる指導を工夫する。

(3) 生活指導・進路指導

。基本的生活習慣、特に規則正しい生活態度を養う。

。安全指導の徹底をはかる。

。ひとりひとりの個性能力に応じ、課題意識をもって自己を伸長する児童の育成につとめる。

6. 本年度の研究主題

「自主的な学習態度を育てる指導法の研究」

1 本校の特色

開校 3年目を迎え、全職員が一致協力して、次のような学校づくりをめざし、努力しているo

o指導の充実した学校

。美しく整った学校

。父母、地域社会の信頼にこたえる学校

8. その他(教職員の研究歴)

〉 司 王 中央研 研究生 研究員 現代化委員 開発委員

高田 智 43年・算数 37年・算数

清水七郎 50 年T ・特E出a活三口五口 47年:q:..教方法育 50年・経営

江口耕一 53年・特活

上山美智子 43年・保健
」
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校長氏名 深尾

学校名 目野市立三沢台小学校

所在地' 東京都日野市百草 896-1 

電話 o4 2 5 -9 3 -2 3 5 1--2 

順 路 京王線百草園駅下車徒歩 15分

児童数男 329名女353名計682名

員 教頭氏名 和田国平

4. 教育白標

本校の教育は、教育基本法 ・学校教育法に基

づき、地域 ・児童の実態をふまえ、調和のとれ

た人間形成をめざして行う。

からだをきたえる子

最後までやりぬく子

。 よく考え行動する子

みんなと仲ょくする子

1. 沿革の概要

昭 55. 4. 1 開校

日野第八小学校より分離する。

1 8学級 (各学年 ・3学級)で

発足する。

4. 4 市長より校舎引き渡しを受く。

4. 7 第一回始業式入学式

9. 1 校庭使用可(芝生、アンツーカ

ーの運動場)。

9. 10 市主催による落成式。

昭56. 2. 10 校歌 ・校章発表会。開校記念日

とする。

3. 25 第一回卒業式。

昭56. 4. 6 第二回始業式入学式(1 8 

学級)。

2. 歴代校長

初 代深尾 員昭 55.2.--現在

3. 地域の環境

本校は日野市東南端に位置し、多摩丘陵の頂

きを開発した住宅街(西武 ・日本信販)の中心

にあり、北は日野市、立川市方面、南は八王子

市、多摩市及び多摩ニュータウンが一望できる。

東は百草園の雑木林に囲まれ、自然に恵まれて

いる上、静かな住環境で、おちついている。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科 ・道徳 ・特別活動

ア 各 教 科

一単位時間内での指導の効率化をねら

い、基礎 ・基本事項を確実に身につけさ

せ、楽しい授業 ・ゆとりのある授業の展

開を通して、児童の学習意欲を喚起する。

。 教材 ・教具の効果的な活用をはかり、

学習効果の向上につとめる。

指導計画の改善、指導法の工夫を重ね、

児童の発想を豊かにする授業を推進する。

イ道徳

教育活動全体を通して、道徳的心情を豊

かにし、 実践力を育てる。そのために、教

科 ・特活等の横の連りを深めた指導を展開

する。

広い心をもち互いに助けあい実践する

子を育てる。

望ましい行動様式を身につけさせ、節

度と協調性のある子を育てる。

ウ特別活動

児童の主体的な活動を重ん じ、創意ある

活動を助長する場の設定に心がけるO また、

つ臼



児童相互の交流を深め、共に協同して働き、よい校風づくりに励む態度と実践力を育成する。

(2) その他の活動

学校づくり 2年めにあたり、教育活動に、いっそうの創意と工夫を生かし、児童相互の連帯意識

を高める。

。 遊びの指導を通し、児童相互、児童・教師の交流を深める。

。 学年を越えた児童のふれ合いの活動を盛んにし、学校と地域のつながりを深める。

(3) 生活指導

児童ひとりひとりを正しく理解し、個別指導の徹底をはかる。

。 集団活動を通して、児童の各々が自己の役割を果たし、自己の長所を知り、よ り高く向上しょ

うとする指導を推進する。

。 集団と しての規律を理解させ、基本的生活習慣の徹底をはかるO

。 家庭 ・地域との連携を深め、安全指導 ・非行化防止の手だてに万全を期す。

。 各教科・道徳、との関連を密にして、職業に対する正しい理解と判断を育て、働くこ との大切さ

を熟知させる。

6. 本年度の研究主題

「よくわかる授業」をするための手だてを考える。

一一教材教具の効果的な利用・発問のくふう一一

7. 本校の特色

開校 2年め、子どもたちにとって「心のふるさと」となるような学校づくりをめざす。全教職員の

創意を生かし、分業と協業、子どもと共に遊び、働き、学ぶ教職員の後ろ姿から教育実践の効果を高

めてし、く。

8. その他(教職員研究歴)

中 央研 研究生

内藤 康(56) 内藤 康(49) 

q
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学校名 日野市立日野第一中学校

所在地 日野市日野 2614 

電話 0425------81--D00 9 (代)

順 路 国電日野駅下車徒歩 10分

生徒数男 437名 女 382名計 819名 F

校長氏名 松延耕作 教頭氏名 安 谷 功

1. 沿革の概要 3. 地域の環境 、

昭 22. 4.30 公立中学校として設置許可、日 日野市の東部、多摩川と浅川の合流する第

野中学校と称する。 四紀沖積層の低地に当り、水の便よく水田が

昭 24. 4. 1 校歌制定。 発達し、甲州街道ぞいの宿場町として栄えて

昭 29. 4. 1 校名を日野第一中学校と改称。 きた。近年、郊外の住宅、工場、特に中小企

昭 32. 3.22 校旗制定。 業、家内工業、商業が多く、近郊農業も見ら

昭 37. 9.17 新校舎(鉄筋防音)落成。 れる。

昭 38.11. 3 日野市制施行。市立日野第一中

学校となるo 4.教育目標

昭 39. 5. 1 特別教室完成。 I よく考え やりぬく 人

昭 41. 7. 1 体育館落応 2 協力し全体につく す人

昭 42.11. 4 20周年記念式典挙行。 3 心豊かで 思いやりのある人

昭 48. 3.10 校舎増築 (普 2、特別 2)完成 4 進んで心身をきたえる人

東側特別教室への渡り廊下完成

昭 51. 3. 9 校舎増築 (普 3、教材室 1、生 5. 本年度の指導の重点

徒相談室 2)完成 (1) 各教科、道徳、特別活動

昭 52.11. 4 3 0周年記念、校歌刻字の記念 ア.各教科

碑建立(故二代目校長飯塚節三 学習意欲を高め、基礎学力の伸長を図

氏寄贈)記念誌発行。 る。

昭 55. 4. 1 大坂上中の新設に伴い 27(2)学 o発表の場や表現の機会を多くするo

級より 19学級に縮小。 o学習の計画を立てさせ、 予習、復習の習

昭 55. 8.31 プレハブ 4教室解体、第 2音楽 慣をつけるo

室改修。普通教室ガラスブロッ oよく考える態度を養い、学力の伸長を図

グをアルミサッシに取替え。 る。指導内容の精選、指導方法の改善に

昭 56. 3.20 第 34回卒業式挙行。 努める。

(卒業生241名累計9361名) イ.道 徳
2. 歴代校長 実践活動を通 して道徳的心情を高めるo

氏 名 年 月~ 年 月 o一人一人を尊重する態度を養う。
初代町田勘之助 昭 22. 4 ，._ 25. 9 

2代飯塚節ニ 昭 25.10""_' 37. 3 。きまりを守り、行動する態度を養う。

3代大沢 彰 昭 37. 4 ，..._. 40. 3 o感謝の気持ちを育てる。
4代大沢量作 昭 40. 4 ，..._. 45. 3 ウ.特別活動
5代安部達郎 H百45. 4 ，..._. 49. 3 

6代 東 恭朝 昭 49. 4 ，..._. 53. 3 教師と生徒、生徒相互の心のふれ合いを

し7代訟延室生年 昭 53. 4 ，..._.現在 大切に指導するo

qa 
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。生徒自身に深く考えさせ、自主的実践的な活動を伸ばす。

o集団活動を通して、集団の一員としての自覚を深め協力する態度を育てる。

(2) その他の活動

ゆとりあるしかも充実した学校生活の実現をめざして。

。 生徒活動の充実を図る。

o 個別指導を実施し基礎学力の充実に努める。

但)生活指導・進路指導

ア.生活指導

教師の共通理解を深め、全員一致して指導にあたる。

。 基本的生活習慣を身につけさせる。

。 教育相談を推進する。

イ.進路指導

個々の生徒の能力、適性の把握に努め自ら進んで進路を選択する態度と能力を育てる。

6. 本年度の研究主題

学習意欲を高めるための授業研究。

1 本校の特色

教育目標の具現化のーっとして、次の 2点に特に意を用いているo

(1) 基礎学力の向上をめざす指導法の工夫を通して、生徒の学習意欲を高め、よく考え、やりぬく

態度を養うため、他校の参観や、ゆとりの時間の活用等、校内での授業研究を基に、資料の収集

や整理につとめている。

(2) 情操の育成を図るために、教室、廊下などの掲示指導に意を用い、また校舎内外の美化のため

に、清掃に意を用い実施している。登下校時刻の厳守には教師、生徒会が一体となってつとめて

いる。

8. その他(教職員の研究歴)

¥ 研 究 員 研 究 生 現代化及び開発委員等

1 松延耕作(3 6社) 松延耕作(2 6社) 保阪 暁 ( 4 9 技

2 安谷 功(5 0特活) 柳沢美澄 ( 5 6 英

3 長谷川忠男(4 3数 ) 島倉昭雄(5 5道徳助言)

4 島倉昭 雄 (4 6英)

5 村田志信(4 7音)

6 辰己 恵 子 (5 2給食)

7 岸とよ み (5 2英)

8 小林紀代子(5 4国)

9 柳沢 美 澄 (5 5英)

1 0 福 島良樹(5 5理)
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学校名 日野市立日野第二中学校

所在地 日野市多摩平 4丁目 5の2

電 話 0425-81--0056・0262

I1頂 路 中央線豊田駅下車徒歩 10分

生徒数 男417名 女389名計806名

校長氏名 渡辺吉彦 教頭氏名 奥村節生

設立認可、開校式、入学式{生

徒 200名)

第二期工事八教室増築落成

第三期工事竣工落成

第一回卒業式(卒業生 204名)

校旗、校歌制定

産業教育研究校に指定されるo

特別教室(工作、調理、理科)

竣工落成

第二期特別教室竣工

産業教育研究発表会、修学旅行

研究発表会

昭 37年度 プール竣工落成

昭 38年度 保健体育研究発表会

昭 39年度 普通教室 3教室竣工、創立 10 

周年記念式典挙行

昭 40年度 体育館竣工

1. 沿革の概要

昭 29年度

昭 31年度

昭 32年度

昭 33年度

昭 34年度

昭 35年度

昭 36年度

昭 41年度 防音校舎第一期工事完成(6教

室)

昭 42年度 防音校舎第二期工事完成(1 8 

教室)、プール用更衣室工事完

成

昭 43年度 南校舎前、境裁花壇完成

体育倉庫と校庭用便所完成

昭 44年度 プール専用便所一棟完成

プレハブ一棟

昭 45年度 プレハブー棟

昭 46年度 プレハブー棟

昭 47年度 プレハブ二棟

昭 48年度 四中新設のため 34学級より

2 5学級に縮小

F
h
j
u
 

つゐ

昭 49年度

昭 50年度

昭 51年度

昭 52年度

昭 55年度

2. 歴代校長

創立 20周年記念式典挙行

南校舎 3階塗装。技術科教室

及同準備室改造整備。調理室

床塗装。体育館屋根修理.外

装、中庭、池整備

南校舎 6教室増設、南校舎 2

階塗装

理科室、家庭科調理室、机、

床整備

体育館照明工事、暗幕完成

校舎電気配線整備

大坂上中新設のため 26学級

より 20学級に縮小

氏 名 年月 ~年月

初代橋本貫一 昭 29.3.31-却. 9.30 

二代増山 恒 昭 30.10. 1-41. 3.31 

三代飯田栄一 昭 41.4. 1-46. 3.31 

四代河村俊一郎 昭 46.4. 1 - 48. 3. 31 

五代飯田卯吉 昭 48.4. 1-51. 3.31 

六代小林政之助 昭 51. 4. 1 - 55. 3. 31 

七代渡辺吉彦 昭 55. 4. 1- 現在

3. 地域の環境

学区は 3，0 0 0世帯を収容する多摩平公団

住宅を中心に日野五社勤務者の居住する住宅

がこれをとりまき、東南部になお農業地域を

残し、本校は多摩平公団住宅のほぼ中央に位



置している。

4~ 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者としてたくましく 実践力のある人聞をめざし、

(1) 健康なからだと自主的精神を養う。

(2) お互いに尊敬し合い、奉仕の態度を育てる。

侶)高い知性と豊かな情操を養う。

5. 本年度指導の重点

o 各 ー教科

自ら学びとる学習の態度を育成し、基礎学力の充実をはかるo

。守 生 活指導

基本的生活習慣の確立をはかり、相互理解に努めるo

o 進 路 指導

系統的指導計画の実践を通じて自己を理解し、将来の進路を選択する能力を育成するo

6. 本年度の研究主題

「各教科の到達度評価の研究j

(1) 学習指導要領の改訂にともない、生徒ひとりひとりの能力・適性の発見伸長をめざす評価を工

夫する。

(2) 生徒の学習意欲を助長するための評価法を研究するo

(3) 生徒指導要領の観点別評価のあり方や望ましい通知票の様式を検討する。

7. 本校の特色

3，000世帯を収容する多摩平団地のほぼ中央に位置する。東にけやきの大木、北に緑の中央公

園に固まれ、自然環境は良好。海抜 10 5 m。公害を知らない学校。 51年度は 6教室の校舎増築

も完成した。広い校庭に恵まれ、体育系のクラブ活動は活発である。都の愛鳥モデ、ル校に指定され、

情操教育の一環として、生徒の手で野鳥の飼育をしている。青桐祭(運動会、文化祭)も 5年目を

迎え定着じてきた。

生徒数 806名、 20学級。出身小学校は、二小、三小、五小、六小その他である。

進路は殆ど全員が進学である。

8.その他(教職員の研究歴)

、一ー-_.，，， ‘~ 司‘ ・・F / ~ 

¥ 中央 研 研 .~ 員 現 代 化 開発委 その他

1 渡辺吉彦 (38道徳)

2 奥村節生 (39特活)

3 小 両 辰 雄 (36理科) 小局辰雄 (38理科) 小局辰雄

4 内田耕一郎 (41特活) 内田耕一郎 (51数学) ( .;-首b4筋.酎b1言b研、

5 広瀬 昭 (52英語〕

6 永谷 豊 (45翠)
7 永谷 豊 (52特活)

8 伊藤 務(54社会)

9 中根 勉 (56霊草)
10 安原美代 (56英語)

L 一 一一
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学校名 日野市立七生中学校

所在地 日野市南平 6-7ー 1

電 話 04 25-91-D 1 74・0175

}I頂 路 豊南平田駅駅(京王線電 ) 下車車徒歩 7分
(国) 下徒歩 15分

生徒数 (男)358(4) 間女学2級92の(2)生徒計数650(6) 
数字は訪

校長氏名 山本 保 教頭氏名 川崎昭三

1. 沿革の概要

昭 22. 4. 1 学制改革により七生村立中学

校を役場庁舎内に設置。

5. 15 七生村役場庁舎を仮校舎とし

て開校式挙行 2部授業で発足。

昭 23. 2.15 七生村南平 1944番地に七生

中学校敷地決定、地鎮祭を挙

行。

9. 4 新校舎完成、当日より授業開

始

昭 32.12. 1 P T A結成第 1回総会を挙行

創立十周年の記念式典及び校

歌制定の発表会を挙行。

昭 36. 7. 15 プール新設工事着工 (東京都

費による)

昭 37. 7.31 プール聞きを挙行。

昭 41. 7. 1 体育館落成

1. 31 鉄筋コンクリ}ト防音校舎改

築はじまり現在にいたる。

昭 45. 3.31 鉄筋コンクリート防音校舎九

教室完成する。

4. 1 七生中学校三中分校設置

9.30 日野第三中学校開校につき七

生中学校三中分校廃止

昭46. 3.31 第二期防音鉄筋校舎完成

昭 46. 5. 27 防音校舎落成記念式典挙行

昭 46. 8.24 プール浄化装置、更衣室完成

昭 47. 3.20 観察用水槽完成

5.22 訪問学級開級式

7.10 自然観察関完成

昭 50. 5.22 南校舎西側増築工事完成

訪問学級教室完成

昭 52.11. 3 創立 30周年を祝 う会挙行

昭 54. 9.30 校庭、運動場改修工事完了

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

飯塚節三 昭 22. 4 --昭 25. 9 

増山 J恒 昭 25.10...._昭 30.10 

飯島一吉 昭 30.10...._昭 37. 3 

木村 功 昭 37. 4...._昭 40. 3 

芳西幸三 昭 40.4...._昭 44. 3 

羽崎一男 昭 44.4...._昭 47. 3 

高橋太一 昭 47. 4.--昭 51. 3 

吉岡孝二郎 昭 51. 4...._昭 55. 3 

山本 保 昭 55.4...._昭現在

3. 地域の環境

学校は京王線より徒歩 7分、中央線豊田駅

より南へ 20分、浅川にそう静かな位置にあ

るo 学区域は京王線に沿って東西に長く、 平

担部と多摩丘陵からなり、急速に都市化が進

みつつある。生活環境がよく、 生活指導には

恵まれている。

学区近くには、高幡不動、また多摩動物公

園、平山域社等の文化施設があるo

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

教育基本法と学校教育法の定めるところ

にもとづき、自主、敬愛、勤勉、 責任、健

康の五つを教育目標とする。

可
4つf
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(2) 学校教育目標を達成するための基本方針

①人権を尊重し、実践活動をとおして教育目標の達成実現に努力する。

②家庭と緊密な連絡のもとに生徒の生活環境の実態把握につとめ、生徒ひとりひとりの個性を

より広く理解して充分な教育効果を高める。

③年間授業時数を確保し、更に教材研究、授業研究をすすめる。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o 基礎的、基本的事項の指導の徹底をはかるQ

。 自ら進んで学ぶ態度を養う。

指導法の創意工夫により、個に応じた指導をすすめるo

イ.道徳

o 健康で明るく思いやりの心を持ち、互に協力する態度を養う。

。 物事を正しく理解・判断し、建設的に実践していく態度を養う。

o 公共物を愛護し、清潔・整頓に心掛け、奉仕活動をとおして、勤勉な態度を養う。

。 謙虚な態度を養い、他人に感謝する心や崇高なものへの畏敬の念を育てるo

ウ.特別活動

。 生徒の自主活動をとおして、規律正しい学校生活を築き、心身共に調和のとれた自主的な

生活態度を育成するo

(2) その他の活動

o 集団生活をとおして、互に協力する態度を育成するo

o 生徒理解を深める場をつくり、個性の伸長を助けるとともに、学習意欲の向上をはかる。

(学年集会、学校行事への取り組み、クラブ活動、委員会、活動、奉仕活動、教育相談等)

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

。 学校の教育目標を身につけた中学生らしい生活態度を養う。

。 健全な生徒の育成を目指し、非行化防止に努めるo

イ.進路指導

。 教師聞の共通理解のもとに.生徒とのふれあいの場を多くし、生徒の能力、適性について

の自己理解をはかるo

。 学校生活への適応と自己実現をはかり.進路選択の能力を養う。

生徒の能力、適性を知るための検査、調査の活用をはかる。

6. 本年度の研究主題

新教育課程に基づく教科の研究

7. 本校の特色

本校は浅)11と四季それぞれ変化を見せる多摩丘陵にはさまれ、自然環境には恵まれた位置にあるo

昭和 35年頃までは純農村であったが、現在は農業経営の子弟は 2婦、ほとんどがサラリーマンの

-128ー



子弟で、急速に生徒数も激増しつつあるo

生徒は明かるく、素直であり、父母も教育熱心であるo P TA活動も、伝統と新しさをうまく調

和して建設的で意欲的である。

8 その他(教職員の研究歴)

¥ 中央 研 研 究 員 開 発 委 員 現代化 委員

1 山本
学校

御子柴昭治 C5 4・訪) 天野敏明 C5 3・音)保( 3 8・行事

2 川崎昭三(4 0・理科)

3 天野敏明(4 1・音楽)

4 臼 田 重 考 ( 数学)

b 高野除ー(5 4 .美術 )

Q
d
 

q
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学 校 名 目野市立日野第三中学校

所在地 日野市程久保 65 0番地

電 話 0425----91-2228 (代)

順 路 京王線高幡不動駅下車百草団地行パスで

高幡台団地下車徒歩 5分

生 徒数男570名 女574名計1，144名

校長氏名 長岡宗次

1. 沿革の概要

昭 45.4. 1 日野市立七生中学校日野第三

中分校として、七生中学校内

で授業開始。生徒数 26名。

教職員数 12名

9. 9 橋本敏一初代校長に着任

10. 1 日野市立日野第三中学校開校

七生中学校内で授業。

生徒数 44名教職員数 14 

名。百草、高幡の両団地を学

区域にする。

昭 46. 3.27 校舎新築工事竣工

4. 1 学区域変更、程久保地区の全

部、三沢地区上、中を加える。

新校舎に移転

7. 1 学区域変更、西部百草園団地

を加える。

10. 2 開校式を挙行 1 0月2日

を開校記念日とする。

校章、校歌を発表。

昭 48. 1. 31 体育館工事竣工

4. 1 松延耕作二代校長に着任

昭 50. 4. 1 第二期校舎増築竣工

昭 53. 4. 1 田中弘明 三代校長に着任

昭 54. 4. 2 第三期校舎増築竣工

昭 56. 3.28 プレハプ 3教室竣工

4. 1 長岡宗次 四代校長に着任

教頭氏名 市塚正史

2.歴代校長

氏 名 年月 ~年月

初代橋本敏一 | 昭 45.9-48.3

二代松延耕作| 昭 48.4-53.3

三代田中弘明|昭 53 い 56.3 

四代長岡宗次 昭 56.4 -現在

3. 地域の環境

本校は日野市南部の多摩丘陵地帯に位置し、

学区域は日本住宅公団の高幡、百草の両団地

と民間分譲地の三井、電建、西武、日本信販

の各団地、更に在来の程久保、三沢の両地区

を加えた新興住宅地で、ある。

学校の屋上から眼下に浅川の流れ、はるか

に立川、昭島、国立方面を一望することがで

きる。学区内には都立多摩動物公園、明星大

学があり、付近には百草園、東電学園、帝京

大学、中央大学などがあって、文教地区を形

成している。

4. 教育目標

自ら判断し、責任をもって実行する人となる。

① 基礎学力を充実し、文化を創造する人と

なろう。

②豊かな心を養い、力を合せて進もう。

③若い人らしい気力、体力を養おう。

nu 
qο 



5 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

教材を精選するとともに、ゆとりある学習をとおし、自主的学習を促進し、学習の効率化を

』まカミる。

イ.道徳

他領域との関連をはかりながら、豊かな心を養い、自主的判断のもとに、 責任ある行動がで

きるように指導内容をくふうするo

ウ.特別活動

①小集団を基樹こ、個人の自発性をうながし、学級集団の質を高める。

② 学級・学年の活動を母体として生徒会活動の充実をはかる。

(2) その他の活動

教育目標の具現化をめざして、生徒ひとりひとりの指導にあたるとともに、国際社会の一員と

して思いやりの精神を養う。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

学級の基礎の上に立った生徒会活動を伸長させ、組織を通しての自律ある生活態度を身につ

ける。

イ.進路指導

教師・生徒・保護者の緊密な交流をはかり、各学年に応じた系統的、個別的指導の徹底をめ

ざす。

6. 本年度の研究課題

o教育目標の具現化を軸とし、学年学級経営の充実をはかるための指導法の研究。

。基礎的事項の指導を軸に、個人および集団の自主性を高めるための指導法の研究Q

7. 本校の特色

・本校は多摩丘陵の高台に位置し、南には雑木林が接し、四季おりおりの樹木、小鳥のさえずりを

楽しむことができる自然環境に恵まれている。

-開校 11年目で、市内で最大の学級数(2 7 )、学区域の小学校は、潤徳小、 高幡台小、百草台

小、程久保小、三沢台小の 5校ある。

-開校以来、 「自ら判断し、責任をもって実行する人となる」の教育目標の具現をめざし、 全教育

活動を通じて、生徒の自主性の育成につとめているa

-団地、分譲地を主体とした地域で、保護者の約 50%が技術的、管理的な職業に従事し、 子弟の教

育に寄せる関心は大変高い。
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8. その他(教職員の研究歴)

研 究 員 現代化委員

1 市塚正史 (4 4数学， 4 7方法) 大塚長栄(5 5国語) 市塚正史

2 大塚長栄 (5 0国語， 5 1国語) 綿引正己(5 1英語) ( 5 2短海外)

3 綿 引正 己(4 4方法) 五十嵐公恵(4 9国語)

4 小林桂三郎(4 9国語) 新井 幹(4 9音楽) 富山謙一

5 加島俊博(4 5技術〕 ( 5 5研究生)

6 富山謙一(5 2社会) ( 5 6道徳助言)

7 東郷隆盛(4 6国語)

8 新井 幹(5 0音楽)

9 福田慶 園 (4 2英語
L 
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学校名 目野市立日野第四中学校

所在地 日野市旭が丘 2-42

電 話 0425--83-3905・3906

順 路 中央線豊田駅下車徒歩 17分

パス(長房団地行)都立工科短大下車 5分

生徒数男407名女391名計798名

校長氏名 花牟礼 哲

1. 沿革の概要

昭 47.8.21 四中校舎起工式(工事費1.9

億円。施工小田急建設)

昭 48. 1. 18 屋内体育館着工(工費約 4千

6百万円。施工小田急建設)

4. 1 初代校長河村俊一郎以下教

員 24名発令。開校

5.13 プール着工(工費約 2，700万

円)

7. 2 屋内体育館完成使用開始

7.18 本校シンボル「泰山木」決定

8. 7 プール完成

10. 13 校歌作詞完成

10. 16 校章決定

教育目標設定

11. 10 校歌作曲完成(寺原伸夫)

11. 16 校旗完成

11.17 落成式挙行

11.22 第一回開校記念日

昭 49. 2. 2 標準服制定

5.30 保健室冷房装置取付

7. 1 増築工事開始(校舎 3スパン、

体育倉庫、校庭砂場、物置き、

機械室)工費約1.6億円

施工小田急建設

7. 3 保健室空気清浄装置取付

9. 6 駐車場舗装

10.19 玄関前コンクリート舗装

昭 50. 1. 8 体育倉庫、砂場完成

3.18 増築完成学校へ引き渡し

4. 7 新校舎使用開始

4.26 テニスコート学校へ引渡し

教頭氏名 古屋登吾

校庭の校舎側U字溝設置

昭 51. 1.16 図書館開館

12.22 玄関前アスフアルト舗装

昭 52. 4. 1 二代校長山口幸雄発令

9. 13 第三期工事開始(東端 3スパ

ン美術室を理科室に改造)工

費 9，500万円施工小田急建

設年度末完成

昭 53. 3.28 校庭防球フェンス設置

昭 54. 5.15 校庭東側防球フェンス設置

昭 55. 1. 8 備ホ第八中学校準備委員会発足

6.26 校庭南側防球フェンス工事

昭 56. 4. 1 三代校長花牟礼哲発令

2. 歴代校長

氏 名 年月 ~年月

初代河村俊一郎 昭 48.4.ト 52.3.31

二代 山口幸雄 昭 52.4.1---56.3.31

三代花牟礼哲 昭 56.4.1---現 在

3. 地域の環境

本校の学区は、地形的・地質的には北半の

洪積台地(日野台)と南半の浅川ぞいの沖積

低地に 2分されている。台地部は 2---3段の

段丘状になっており、その境界は高低差 10 

---20 mの急崖にな っているo

この地域は昭和初期まで、人家はほとんど

なく、昭和 12年、小西六写真工業(株)( 

六桜社人昭和 18年富士電機製造(株)の

進出まではほとんど見るべきものはなか った。

しかし戦後はここも都市化の波が押しょせ、
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昭和 33年多摩平団地入居をきっかけに人口は急増をはじめた。

平山工業団地、国鉄豊田電車区、多数の住宅、アパ}トなど畑や雑木林をつぶして設置され、学

区内の様相は最近 15年間でいちじるしく変化し、人口が急増した。

4. 教育目標

平和で民主的な国家、社会の形成者として世界にひらかれた日本人の育成をめざし、つぎの目標

を定めます。

1. 進んで学習し、向上する人

1. 進んで力を合わせ、みんなのために努力する人

1. 進んで心身を鍛え、やりぬく人

学校の教育目標を達成するための基本方針

(1) 教育内容 基本事項の系統化を図ると共に、生徒の思考過程をたいせつにするよう教育内容

を配列する。

(2) 指導方法 興味や関心を重んじ、積極的に学習するよう指導するc

(3) 時数配当 ゆとりある、しかも充実した学校生活をめざし、標準時数を確保するとともに、

一単位時聞を 50分とする。

5. 本年度指導の重点

(1) 各教 科

ア.自ら進んで学びとる学習態度を育成するために、生徒の活動を生かす指導につとめる。

イ.基礎学力の充実を図るために、教材の精選・指導につとめる。

(訪道 徳

ア.基本的行動様式、特に整理整とん、時と場所に応じたふるまいを身につけさせるQ

イ@異なる考えや立場も尊重する態度を養う。

ウ.よく考えて行動し、結果に責任をもっ態度を養う。

(3) 特 別 活 動

ア.教師と生徒、生徒相互の心のふれあいを深めるQ

イ.自主的に判断し、自発的に行動し、協力する態度と習慣を身につけさせるQ

(4) その他の活動

ア.生徒の自主的活動、学級指導、行事を可能な限り重視し、生徒一人ひとりの生活経験を豊か

にし、進んで物事を処理して行くことができる人材の育成をめざして努力する。

イ .生徒と教師のふれ合いを重視し、生徒一人ひとりの悩みの解決、基礎学力の充実をはかに

充実した中学校生活を送り得るよう努力する。

(5) 生 活指導

ア.基本的生活習慣を身につけ自主的活動を活発にさせるQ

イ.勤労意欲を向上させ、教育環境の整備・美化に努めさせる。

ウ.心身の健康、安全に対する意識を高め、事故防止に努めさせる。

ェ.集団生活の意義を自覚し、積極的に奉仕活動に参加する態度を養う。

(6) 進路 指 導

系統的な指導に努め、自己理解、情報の分析を通して、将来の進路を選択する態度と能力を育

成する。

A
q
 

q
u
 



6. 本年度の研究主題

す込んで学習し、行動する生徒を育てる指導法

1 本校の特色

( 1) 教育活動

各領域の調和に心掛けつふ、校風を発展させる意気に燃えている。

ア.授 業 校内の研究を深め、 1時間 1時間をたいせつにする。授業打切りをさけ、まじ

めな学習態度を育てる。

イ.特別活動 学級(毎火曜)、生徒会(毎月曜)、クラブ(毎木曜)、学校行事 (適時)の

調和をめざし、時間を厳守して活動し、自発、自律心を育てると共に感動する

体験を多くするように努めるo

他に、部活動として自主的活動を時間外に設定し、希望職員により指導するo

(2) 授業研究推進

市の学校教育の指導目標にのっとり授業研究の推進につとめるo

(3) 父母との連携

学校通信(学校のようす、生徒の創作)を毎週 2--3回全家庭に配布し、学年、学級通信と合

せて共通理解、共通指導につとめる。

(4) 美化緑化の推進

校樹、泰山木の樹を育て、緑多く美しい学園の環境整備につとめるQ

(5) 勤労体験教育の推進

学校行事を通して特に、全校清掃の日々の実践から、気付き、考え、実行する力を育てるo

8 その他(教職員の研究歴)

氏 名 中(文央部省研) 研究員 開(現発代委化員) 研究生
海外派遣

現代化
(短)

1 花牟礼哲 44年特活 49年(米)

2 古屋登吾 44年 保 体 文4部5年省保健 48生Fdt飲)

3 西川利行 35年英 勾 30年英 48年経営

4 丸山尚夫 49年 遡各 5Z年数

5 西村美紗子 44年音

6 田中栄一 45年国

7 吉見光雄 50年数 5 5年 数

8 樋口 恢武 53年社 54年社 5昨 (米)

9 鈴木良身 54年教課題

1 0 富士 莞 41年特活 46年理
ーー--'-- 一 一 一 一一
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学校名 日野市立三沢中学校

所在地 日野市三沢 25番地

電 話 0425-92-5017・5018

11慎 路 京王線百草園駅より西へ徒歩 12分

生徒数 男350名女296名 計646名

校長氏名 古川 豊 教頭氏名 小林節夫

1. 沿革の概要

昭 51. 9.18 仮称 5中校舎起工式

10.23 プール着工

12.23 屋内体育館着工

昭 52. 2. 1 初代校長古川豊発令

4. 1 日野市立三沢中学校開校教頭

以下教職員 22名発令

4. 6 始業式(2年 156名 3年

147名)

4. 7 第 1回入学式(1年 188名、

全校生徒 491名)

5.20 機械警備開始

9.16 第一回開校記念日

10. 17 落成式挙行

12. 10 校歌・校章発表会

(校歌・校章・校旗制定)

昭 53. 1. 15 校庭スポーツ開放開始

3.22 第一回卒業式

(男 80名、女 66名)

4. 7 第二回入学式(男 109名、

女 85名)

昭 54. 3.19 第二回卒業式

(男 75名、女 88名)

4. 7 第三回入学式

(男 111名、女 91名)

昭 55. 3. 18 第三回卒業式

(男 93名、女 91名)

4. 8 第四回入学式

(男 107名、女 105名)

昭 56. 3. 20 第四回卒業式

(男 105名、女 86名)

2. 歴代校長

氏 名| 年 月 ~ 年 月

初代古川 豊|昭 52.2.1--現在

3. 地域の環境

本校はー京王線の高幡不動駅と百草園駅の

ほぼ中間の北側にあるo 学区域は京王線に沿

って北は浅川までの平坦部、南は多摩丘陵か

らなり、環境に恵まれ、高幡不動尊、百草園

などの名所がある。

京王線踏切と交通量の多い川崎街道をかか

えているので、交通安全指導には力を入れて

し、る。

4 教育目標

憲法と教育基本法にのっとり、平和で民主

的な人間に育成することをめざして、次の目

標を定めるo

①みずから学び、真の学力を身につける人

聞に育てる Q

②心豊かで、みんなと協力できる人間に育

てるo

③ からだをきたえ、健全な心身をもっ人間

に育てる。

教育目標を達成するための基本方針

①授業を大切にし、教材研究ならびに授

業研究にとりくむ。

② 生徒と接する機会を多くもち、生徒理

解を深める Q

③ りっぱな校風を築き、教育環境を整え、

職員は和をもってこれにあたる。

po 
qa 



5. 本年度の指導の重点

(1) 各 教 科

o 基礎学力の充実のために、教材を精選し、系統化して学習の効率化をはかる。

(2) 道徳

。 ひとりひとりの人権を尊重する人間に育てる。

。 きまりを守り、集団や社会の一員として自覚し、行動する態度を伸ばす。

(3) 特別活動

o 自主性を育て、堅実な思考力と豊かな文化的創造性を育成するために、教師と生徒が一体と

なって発表の場や機会を作る。

o その他の活動

・学力補充、教育相談を精力的にすすめる。

・生徒の自主性と仲間との協力や規律ある集団生活の習慣を養うため、 クラブ活動を盛んに行

う。

(4) 生 活指導

りっぱな校風と伝統を築き上げるため

。 規律ある集団づくりを進める。

。 積極的に環境づくりにとりくむ。

(5)進路指 導

。 自己理解を深め、進路選択の能力を養 うよう各学年に応じた系統的指導を実践する。

6. 本年度の研究主題

基礎学力を高めるための指導法の研究

7 本校の特色

昭和 52年 4月 1日開校で、本年は 5年目にあたる。

近代的な設備の整った校舎で、あり、自然環境に恵まれた位置にあるO 教職員も新しい校風をつく

るため意欲的にこれにあたっている。生徒は明るく素直であり、父母も学校への期待が大きく 、教

育に熱心で協力的であるo

8 その他(教職員の研究歴)

中 央 研 研 n九今巧必 員 開発委 員 研 究 生

乙黒静子 (4 1 ) 

2 橋本 貴幸 (4 6 ) 

3 田熊 裕(49) 
」ーー
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学校 名 日野市立大坂上中学校

所在 地 日野市日野 6466-2

電 話 0425-83→75シ......6

I1頂 路 中央線日野駅下車徒歩 12分

生徒数 男385(20) 女381(5) 計 766(25) 

)内心障学級生徒数

校長氏名 長谷川辰美 教頭氏名 立川泰司

1. 沿革の概要

昭 54. 1.19 学校開設準備委員会開催

3.30 学校建設校舎予算市議会議決

7. 2校舎建設工事着工

9.29 体育館建設工事着工

11. 24 プール建設工事着工

昭 55. 2. 1 初代校長長谷川辰美着任

(日野第二中学校内にて開設

事務をとる)

4. 1 日野市立大坂上中学校開校

教頭以下教職員 37名発令

4. 7 始業式( 2年 214名 3年

235名心障 15名)

4. 8 第一回入学式( 1年 171名

心障 2名計 173名)

5.15 校舎・校庭工事完成

6. 6 体育館工事完成

6.28 プール工事完成

7.12 落成式挙行

8. 11 生徒標準服・校章・校旗制定

11. 1 体育館鍛帳、暗幕工事完成

11. 8 校歌制定

M 校章、校旗、校歌発表会挙行

昭56. 3. 9 第一回卒業式

男子 130名女子 114名

(内心障 8名)

2.歴代校長

氏名 年月 ~ 年月

初代長谷川辰美|昭 55.2.1..........現 在

3. 地域の環境

日野の発祥の地として知られている。関東

ローム層の日野台地にあり、昭和 11年日野

工場地帯の中に設立された神鋼電気(株)の

あと地に新設された中学校で、あるo

学区内に日野自動車(株)をはじめ中小工

場も多く、また実践女子大学、日野台高校と

隣接しており、教育環境もよし、。

近年、特に住宅化が進んでいる学区であり、

学区内に市役所もあり、朝の多摩川、夕の富

士の眺めは、教育環境を特に引立てる。

4 教育目標

1. よく考え、進んで学ぼう。(知性)

2. 思いやりの心をもち

他へつくそう。(敬愛)

3. 心身を鍛え、全力でやりぬこう。

(健全)

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動

ア.各教科

思考力や正しい判新力を身につけさせ

るために

・基礎学力の充実をはかる

・生徒自ら学び考える態度を育てる

イ. 道 徳

正しい判断力と思いやりの心を育てる

ウ.特別活動

主体的な実践活動を通じて

社会性の育成につとめる。
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その他の活動

・生徒会、各種委員会の活動の場とし、充実したゆとりのある活動を推進するo

・学年活動の時間にあて、教師と生徒、生徒相互の好ましい人間関係を育てるようにつとめる。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

・学級の小集団を基盤として学級学年、全校集団の質を高める活動を推進する。

(生徒の組織的活動)

・生徒に責任の所在をわからせ、自分で解決していく力をつけさせる。

(生徒指導の内容)

・研修を深め、情報交換を活発にし、同一姿勢で指導にあたる。

(教師集団の基本姿勢)

イ.進路指導

・個々の能力、適性を把握し、進んで将来の進路を選択する能力を育てるo

(2) 
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6. 本年度の研究主題

(1) 基礎学力の定着をはかるための指導

(劫生活指導の充実
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本校の特色

本校は各方面の理解と協力により作られた近代的な設備の整った開校第二年目の学校であるo 校

舎内は非常に明るく、校庭には樹齢 30年程度の桜、ヒマラヤスギが生え、 ‘校門には樹齢 10 0年

ともいわれる揮がそびえJ教育環境は最適であるo

日野台高校と隣接し、生徒は高校生活を窓ごしに見て生活しているC

一中、二中を母体校として独立し、各校の長所を生かし、本校の土台、 基礎固めに全校教職員が

力を結集して指導にあたっている。

また、心障学級設置校として課せられた教育内容も多い。

しかし、教職員の新しい校風をつくる意欲や父母の学校への期待・協力によれ次第におちつい

た雰囲気のある学校となり、毎日おそくまで子ども達の活動する姿があり、声も聞こえる学校とな

った。

7. 

その他(教職員の研究歴)

~ 
研究員 研究員 開発委員 研究生

~ 

1 村上敏日 雄 野沢昭兆 逸 見 敏 野沢昭兆
( 4 7 楽 ) ( 5 3 国語) (47.53美術) ( 4 9 国語)

2 松(39浦制労不子事及) 
武藤光哉 小林喜理科司) 村上敏雄
( 4 2 社会) ( 40.42 ( 5 1 音楽)

3 加藤特常活光) 六本木 茂 野沢昭兆
( 4 9 ( 4 5 社会) ( 5 1 国語)

4 
宮田和子 松浦不学及) 
( 3 7 学活) ( 4 2 数

5 小 4林教育喜課程司) 
小林喜司

( 5 ( 4 7 理科)
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学校 名 目野市立平山中学校

所在地 日野市平山 4‘丁目 21番地の 2

電話 0425-93-3015・3016

順 路 国電豊田駅下車徒歩 18分

京王線南平駅・平山域社公園駅下車徒歩 8分

生徒 数 男子 385名女子387名計772名

校長氏名 河野寿忠

1. 沿革の概要

昭 55. 1. 19 学校開設準備委員会開催

3.28 学校建設、校舎予算市議会で

議決

6.14 校舎建設工事着工(大成建設

工費 86 5百万円)

8.25 給食室建設工事着工(大成建

設、工費 68.67百万円)

12. 15 プール建設工事着工(増倉建

設、工費 45. 5百万円)

12.26 体育館建設工事着工(中島建

設、工費 111. 5百万円)

2. 1 学校開設初代校長河野寿忠着

任

昭 56. 3. 26 市長より学校長へ校舎引き渡

し、校舎使用開始。備品消耗

品搬入。

3.28 電話設置

4. 1 開校。乙戸教頭以下教諭 29、

主査し市職員 11名着任。

4. 6 第 1学期始業式挙行(2年生

263名・ 3年生233名)

4. 7 第 1回入学式挙行

( 1年生 27 6名が入学)

2. 歴代校長

氏 名|年月~年月

初代河野寿忠|昭 56.2.1--現在

3. 地域の環境

多摩丘陵北麓にひらけた低地に学校があるo

教頭氏名 乙戸良助

校舎南側にある校庭の目先きを京王線が走り、

校舎北側は、堤防道路をへだてで浅川の河川

敷につながっている。緑豊かで自然環境には

恵まれている。学区域は、東西の最長部分が

約 2.3Km、南北が約1.5 Kmにわたり、学校は

学区域の最も北東部に寄った位置にある。

近年、都市化の進行に伴ない、ベッドタウ

ンのたたずまいを濃くし、人口の急増が見ら

れた地域で、ある。父母の教育への関心度は極

めて高し、。学区内。道路は一般に道巾がせま

く、その上交通量のはげしい、信号機のない

所を横断して、登下校する生徒も多く、安全

通学に苦慮しているo

4. 教育目標

。 考え、工夫する人。

(主体性のある人間の育成)

。 協力し、進んで働く人。

(社会性のある人間の育成)

。 自然や人々を、大切にする人。

(人間性豊かな人間の育成)

。 心身を鍛え、やりぬく人。

(健康な人聞の育成)

5. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科

自ら学びとる学習態度を育てる。

反復を重ね、学力の向上をはかる。

教育内容、指導法の改善工夫により、一

人一人の生徒の伸長をはかる。

ゆ道徳

人権尊重の精神を養い、自他を尊重する
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態度を育てる。

人聞の生き方について深く考え、健実な生活を築かせるo

(3) 特別活動

集団の一員としての自覚を高め、協力し合って明るく楽しい学校生活を築かせる。

自発的活動を助長し、向上への意欲を育てるo

(4) 生活指導

望ましい習慣や生活態度を育てる日常の指導を徹底する。

指導体制を整え、全職員が一致して指導にあたる。

一人一人の生徒との心の交流を深めるとともに、集団活動による相互規制により問題行動の予

防に努める。

(司進路指導

各学年、各生徒に応じた計画的で系統的な指導を実施する。

自己の特性を知り、その伸長に努め、適切な進路を選択できる能力を育てるo

(6) その他の活動

学校行事及び学年の諸計画を、自主的に取り組むよう指導を推進する。また、生徒会活動をも

り上げ、学校生活の向上をはかる。

学級生活の向上を図る活動をもり上げる。

個人的な悩みや不安を解消し、意欲を高めるため、個人面接、進路相談をすすめる。更に、教

科学習の質問教室、学力補充指導の実施に努める。

6. 本年度の研究主題

菊殻校の基礎づくりを目指して、 「意欲的、自主的学習態度を育成する。 J

1 本校の特色

日野市立第四中学校と日野市立七生中学校を母体校として、昭和 56年4月 1日に開校した新設

校である。新しい時代にふさわしく、近代的な設備の整った学校である。

本年度は、本校の歴史の土台を築く初年度にあたるので骨教職員も生徒も新しい校風を生み出す

ために努力している。

父母の新設校に寄せる期待も大きく、教育熱心であるo 地域父母の期待に応えるためにも、 「勉

強しようとする意欲に満ちた生徒がし、て Ji生徒のために力一杯やろうとする先生がし、る」学校を

目指して、事に当っている。

また、本校は日野市内中学校では最初の完錦合食の実施校でもあるo

8. 教職員の研究歴

~ 氏 名 中央研 研究員 道徳助言研 現代化 研 究 生

校長 河野寿忠 5 3 4 1・理

教頭 乙戸良助 4 5 3 5・教育学

教諭 三富恒男 4 8・理 4 9 ・理

11 阿部晃一 4 3・美

11 山川照 子 4 9 ・数

11 高崎雅子 4 3・国

11 上原純 子 5 2・国

11 三浦義次 4 6・技
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